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社会福祉法人敬愛会  沿革  

年 月 日 事                      項 

1982 年 １１月３０日 社会福祉法人｢敬愛会｣設立準備委員会設置 

1983 年 １０月２６日 特別養護老人ホーム志和荘新築工事入札 

1984 年 ３月 ７日 厚生省から社会福祉法人敬愛会認可通知書の受理 

３月 ８日 社会福祉法人敬愛会法人設立登記 

３月３０日 特別養護老人ホーム志和荘設置認可(入所定員５０名) 

４月 ２日 特別養護老人ホーム志和荘開所ならびに辞令交付式 

５月 ８日 特別養護老人ホーム志和荘落成式 

１１月 １日 旧都南村社会福祉協議会との委託契約により在宅寝たきり老人入浴サービス事業実

施 

１２月２４日 矢巾町との委託契約により 寝たきり老人短期保護事業実施 

1985 年 ４月 １日 紫波町との委託契約により 寝たきり老人短期保護事業実施 

1987 年 １月２０日 在宅老人短期保護事業専用居室４床整備 

1988 年 ３月 ２日 特別養護老人ホーム志和荘に多目的ホールとしてサンルームを増設 

６月 １日 矢巾町との委託契約により、在宅老人給食サービス事業を実施 

1991 年 １月１６日 特別養護老人ホーム志和荘に隣接してデイサービスセンターを設置 

矢巾町との委託契約によりデイサービ事業を実施 

1992 年 ２月 １日 屋内消火栓整備事業完了 

３月 ８日 敬愛会定款に基づく理事定数を７名から１１名に改正 

１２月２５日 浄化槽改修整備事業完了 

1993 年 ３月１９日 在宅介護支援センター施設整備事業完了 

矢巾町との委託契約により在宅介護支援センター事業を実施 

３月３１日 志和荘とデイサービスとの接続廊下整備事業完了 

３月３１日 短期入所専用居室８床増床整備事業完了（個室２・二人部屋１・四人部屋１） 

1997 年 ９月２２日 特別養護老人ホーム志和荘特殊浴槽改修整備事業完了 

1998 年 １１月３０日 駐車場及び搬入搬出道路整備事業完了 

2000 年 ４月 １日 介護保険法の実施により 

〇指定介護老人福祉施設｢志和荘｣    事業所番号 0372200162 

〇指定短期入所生活介護事業       事業所番号 0372200097 

〇指定通所介護事業(ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ)      事業所番号 0372200097  

〇敬愛会指定居宅介護支援事業所    事業所番号 0372200063 

１０月２７日 ショートステイ床の特養への転換による財産処分 

○ 老人ホーム志和荘入所定員を５０名から５２名に変更 

○短期入所専用居室を１２床から１０床に変更 

2001 年 ５月３０日 特別養護老人ホーム志和荘移転新築予定用地に係る試掘調査依頼 (岩手県･矢

巾町教育委員会) 

６月２１日 試掘調査依頼に対する調査結果通知受理(埋蔵文化財が発見されなかったとの報告) 

７月１０日 特別養護老人ホーム志和荘移転新築予定用地に係る追加試掘調査依頼 (岩手

県･矢巾町教育委員会) 

７月２５日 志和荘移転新築用地取得の条件付売買契約締結(農振法) 

所有者：藤原剛一 取得面積：６，４９２．０８㎡ 

-　1　-



 

 

年 月 日 事                      項 

2001 年 ８月 ８日 ７月１０日付での試掘調査依頼に対する調査結果通知の受理(調査結果埋蔵文化財が発

見されなかったとの報告) 

８月 ９日 志和荘移転新築用地取得の条件付売買契約締結(農振法) 

所有者：中野廣一 取得面積：３，６５０．０㎡ 

８月２０日 条件付にて取得した用地に係る農振法での農用地区域除外申請(申請面積：９，７

６４．０㎡) 

2002 年 １月１１日 特別養護老人ホーム志和荘移転新築整備事業に係る老人福祉施設整備費協議書の申請

(平成１４年度事業として) 

１月２８日 国土利用計画法に基づく取得用地の届出(届出面積：１０，１４２．０８㎡) 

４月１１日 志和荘移転新築用地取得の追加購入売買契約締結 

所有者：中野廣一 取得面積：４，３７９．０㎡ 

４月１６日 国土利用計画法に基づく追加取得用地の届出 

(届出面積：4,379.0 ㎡ 総取得面積：14,521.08 ㎡) 

５月３１日 志和荘移転新築整備事業に伴う施設整備費補助金の内示受理 

(補助額 426,213 千円 内訳：国 270,666 千円･県 155,547 千円) 

６月 ７日 農振法第５条の規定による農地転用許可申請書の提出 

７月１６日 農振法第５条の規定による農地転用許可済証の受理 

９月１１日 特別養護老人ホーム志和荘移転新築整備事業の入札 

入所定員を３５名増床「完全個室・ユニットケア導入」 

９月１７日 特別養護老人ホーム志和荘移転新築整備事業請負業者との契約締結(東野建設

工業㈱・大平建設㈱特定共同企業体) 

９月１８日 特別養護老人ホーム志和荘移転新築整備事業の着工 

１０月２９日 志和荘移転新築整備事業に関し２か年事業としての申請 

2003 年 １月１０日 志和荘移転新築整備事業に伴う１５年度設備整備費協議書申請(申請額 １４，３４７，０００) 

３月１０日 平成１４年度分の施設整備費補助金交付契約書の締結 

(補助額 216,516,204 円 内訳：国 137,498,000 円･県 79,018,204 円)  

３月１０日 平成１４年度分の施設整備費補助金交付契約書の締結 

(補助額 216,516,204 円 内訳：国 137,498,000 円･県 79,018,204 円)  

５月１２日 志和荘移転新築整備事業に伴う平成１５年度分施設整備費補助金交付申請 

(補助金総額 ２０９，６９６，７９６円) 

５月２８日 平成１５年度分の施設整備費補助金交付契約書の締結 

(補助額 209,696,796 円 内訳：国 133,168,000 円･県 76,528,796 円)  

７月 １日 新型特別養護老人ホーム志和荘完成に伴う建築確認検査 

７月 ４日 平成１５年度設備整備費補助金交付契約書の締結 

(補助額 14,347,000 円 内訳：国 10,064,000 円･県 4,283,000 円)  

７月 ４日 志和荘建築確認検査済証の受理 

７月 ７日 独立行政法人福祉医療機構(旧社会福祉･医療事業団)からの施設整備費貸付契約書の締

結 (借入額 500,000,000 円) 

７月１０日 ｢完全個室･ユニットケア｣による特別養護老人ホーム志和荘の落成 (落成･祝賀会

を志和荘地域交流センターにて行う) 

７月２２日 旧志和荘から新志和荘へ移転する 

2006 年 4 月 1 日 矢巾町地域包括支援センター開設（さわやかハウス） 

１１月 ６日 旧志和荘跡利用として地域密着型介護老人福祉施設を整備事業開始 
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年 月 日 事                      項 

2007 年 ３月２６日 地域密着型介護老人福祉施設悠和荘の整備事業完了 

４月１９日 介護老人福祉施設悠和荘落成式 

５月 １日 地域密着型介護老人福祉施設悠和荘の事業指定を受ける 

（事業指定番号０３９２２０００２８） 

５月 ７日 地域密着型介護老人福祉施設悠和荘事業開所（入居定員 ２１名） 

８月２３日 悠和荘短期入所生活介護事業の事業指定を受ける 

（事業指定番号０３７２２００６５９） 指定有効終了年月日 平成２５年８月２２日 

2008 年 ４月 １日 指定介護事業所として下記事業所の更新指定を受ける 

特別養護老人ホーム志和荘 (有効期限 平成 26 年 3 月 31 日) 

志和荘短期入所生活介護事業 (有効期限 平成 26 年 3 月 31 日) 

敬愛会通所介護事業 (有効期限 平成 26 年 3 月 31 日) 

敬愛会指定居宅介護支援事業所 (有効期限 平成 26 年 3 月 31 日) 

１０月２８日 悠和荘にて福祉車両整備（財団法人 JKA からの補助） 

2009 年 ８月２０日 新規介護事業として下記の事業の指定を受ける(有効期限 平成 27 年８月 19 日) 

・ 志和荘介護予防短期入所生活介護事業 

・ 悠和荘介護予防短期入所生活介護事業 

2010 年 ４月２８日 志和荘隣接用地の追加購入売買契約締結 

所有者：中野廣一 取得面積：１，３４０．７８㎡ 

１２月１４日 志和荘に於いて福祉サービス第三者評価を受ける 

(訪問調査、平成２３年２月８日付で第三者評価結果報告を受ける） 

2011 年 １２月１９日 帰厚堂・敬愛会合同での施設整備 医療福祉多機能ビル「ケアセンター南昌」の契約締

結 （敬愛会に於ける施設整備は、保育所と包括支援センターの整備） 

2013 年 １月１７日 帰厚堂・敬愛会合同での施設整備 医療福祉多機能ビル「ケアセンター南昌」の落成 

３月１１日 保育園開放・体験入園（３月２８日まで） 

３月１８日 こずかた保育園認可申請現場検査（岩手県・矢巾町） 

４月１日 社会福祉法人敬愛会こずかた保育園開所 

４月１日 矢巾町地域包括支援センター移転開設（ケアセンター南昌） 

８月１日 志和荘短期入所事業１０床を廃止、全て長期入所に切替え入所定員９７名でスタートする。 

2016 年 ４月１日 敬愛会老人デイサービスセンターが地域密着型小規模通所介護としてスタートする 

1 月 10 日 やはば生活支援ネットワーク事業の参画協定書に調印、全８法人で事業がスタートする。 

2017 年 ３月 志和荘及び悠和荘へ防犯カメラ並びに１１０番通報装置を設置する。 

4 月１日 改正社会福祉法に基づき評議員定数を７名に変更しスタートする。 

12 月１日 矢巾町からデイサービスセンター建物の無償譲渡を受ける。 

2018 年 ７月３１日 デイサービスセンターの業務を終了する。 

８月３日 悠和荘増設事業で県補助金分の内示（補助額 39,128 千円）を受ける。 

８月１４日 悠和荘増設事業の事前着手が承認される。 

１２月５日 悠和荘増設事業の補助金交付申請（県・町合計 50,560 千円）を提出する。 

2019 年 １月１６日 悠和荘増設事業補助金交付契約を締結する。 

２月２０日 悠和荘増設工事完成検査を行う。 

２月２２日 矢巾町、岩手県による悠和荘増設事業費補助金の完了確認を受ける。 
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年 月 日 事                      項 

2019 年 ３月１日 悠和荘の新ユニット（５丁目）の運用を開始する。 

４月１日 こずかた保育園から幼保連携型認定こども園こずかたこども園に移行。 

2020 年 3 月３日 事業継続計画（BCP）新型コロナウイルス対応編策定 

4 月１日 敬愛会指定居宅介護支援事業所から指定居宅介護支援事業所こずかたケアプランセン

ターに移行 

4 月２４日 志和荘で入居者とご家族とを結ぶオンライン面会を開始 

５月１３日 悠和荘で入居者とご家族とを結ぶオンライン面会を開始 

１０月１０日 矢巾町えんじょいセンター開所 

2021 年 ２月１６日 2020年度岩手県介護ロボット等導入支援事業費補助金交付決定（志和荘） 

３月８日 2020年度岩手県介護ロボット等導入支援事業完了予定期日変更承認 

１１月３０日 2020年度岩手県介護ロボット等導入支援事業完了 

2022 年 ３月１６日 2021年度岩手県介護ロボット等導入支援事業費補助金交付決定 

（志和荘・悠和荘介護記録ソフト導入、悠和荘Wi-Fi環境整備） 

３月３１日 2021年度岩手県介護ロボット等導入支援事業完了 

５月３０日 電話交換機、ナースコール設備更新工事完成 
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 【 社会福祉法人敬愛会事業の内容 】 

 

 

総 括 

社会福祉法人敬愛会は、1984年に特別養護老人ホーム志和荘を開設し2023年で39年を迎える。以来、社会は大き

く変わり、特にも少子高齢化の進展に伴い、出生数が減少し人口減少が進む一方、高齢者数は今後とも増加する地域

と縮小する地域が混在している。確実に言えることは、少子化により働き手が減少し人材確保が困難になり人件費の引

き上げが懸念される。                                                                

また、専門家は新型コロナウイルスがこの地球からなくなる可能性は低いと見ており、引き続く感染対策経費や物価

高騰等により施設経営が厳しくなり、法人経営もひっ迫していくものと想定される。 

矢巾町唯一の特別養護老人ホーム志和荘(広域型)と介護老人福祉施設悠和荘(地域密着型)は、ユニットケアシステ

ムを導入し、余すことなくシステムの利点を生かした施設経営を行っている。併せて、特筆すべき点は、南昌の里にある

両施設とも医療協力病院である医療法人社団帰厚堂南昌病院と敬愛会介護施設間との連携が挙げられ、他法人にな

い医療と介護の結びつきを強めてきた。 

一方、2023 年 3 月末の介護施設の待機者は、志和荘は対前年同期比 29 人減の 74 人、悠和荘は同 12 人減の 45

人となり、待機者の減少が続いている。更には、志和荘及び悠和荘に実質入居可能な待機者が約半数に絞り込まれ、

残りの半数は医療行為が引き続き必要とする者や、現行利用施設での利用継続を望む者が多く、その入居調整に苦慮

している。このことから、最大の経営リスクと言える短期入所サービスや長期利用者を含めた入居者の安定確保をするこ

とが健全経営に繋げるものと言える。 

子育て支援施設である「こずかたこども園」については、教育と保育を一体的に進める時代の要請と地域ニーズに応

えるため、2019年4月から幼保連携型認定こども園「こずかたこども園」に移行を図り、新制度4年目として園児が心身と

もに豊かに育ち合うよう努めている。一方、新型コロナウイルスや感染性胃腸炎が発生したことにより、その対策に傾注し

てきた 1年でもあった。 

なお、新型コロナウイルス感染については、世界的規模にまで拡大して４年目となり、その感染対策に専心事に当た

っている。敬愛会介護施設利用者は、とりわけ基礎疾患があり免疫力が低く、加えて大多数が認知症利用者で感染対

策には難しいものがある。一方、面会については、看取り介護を除きオンライン面会に加え窓越し面会により対応するな

ど対面による面会制限をとってきたが、今般政府は感染症法の位置付けを「2 類」から季節性インフルエンザと同じ「5

類」に移行したことに伴い、面会の重要性に鑑み、入居者とその家族等の声を踏まえ 6 月 1 日から対面による面会を再

開する。 

他方、社会福祉法人敬愛会として地域公益活動を積極的に行うなど、法人と地域住民との密着度の高さを誇りにして

いる。これは「地域とともに生き、地域とともに歩む」という法人理念が根拠であると考える。これが敬愛会の強みであり、

今後法人経営の中で生かしていくためにも職員一同更なる充実を目指している。 

 

 

１ 社会福祉法人敬愛会 

(1) 所在地：岩手県紫波郡矢巾町大字広宮沢第１地割１００番 

(2) 設立年月日：１９８４年３月８日 

(3) 法人代表者：理事長 木 村 宗 孝 

(4) 役員等構成：理事(理事長含む) ６名・監事 ２名・評議員 ７名 評議員選任・解任委員 ５名 

              苦情解決委員(第三者委員３名･入所者家族代表１名･事業者委員１名)、敬愛会入所判定委員 ４名 

(5) 法人所有敷地：２５，６０９．４８㎡ 

 

 

２ 特別養護老人ホーム志和荘 

(1) 所在地：岩手県紫波郡矢巾町大字広宮沢第１地割１００番地 

(2) 開設年月日：１９８４年４月２日に開設し、２００３年７月１０日に移転新築(現在に至る) 

(3) 入所定員：志和荘 ９７名 

(4) 建物の面積：４，８６４．82㎡ 

(5) 職員配置状況（２０２３年４月１日現在）  職員 78人、嘱託医師 2人 
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職   名 

 

人数 職   名 人数 職   名 人数 職   名 人数 

施設長 １ 介護福祉士 49 生 活 相 談 員 ２ 介護補助 ２ 

法人事務長 １ 介護士 8 看護師 5   

事務 4 理学療法士 １ 歯科衛生士 １   

介護支援専門員 ２ 管理栄養士 ２ 嘱託医師 ２   

 

 

３ 地域密着型介護老人福祉施設悠和荘 

(1) 所在地：岩手県紫波郡矢巾町大字広宮沢第１地割２番地３１２ 

(2) 開設年月日：２００７年５月７日 

(3) 入所定員：悠和荘 ２９名（２０１９年３月１日増床）・短期入所生活介護(ｼｮｰﾄｽﾃｲ) ８名 

(4) 建物の面積：２，４０１．９１㎡ 

(5) 職員配置状況（２０２3年４月１日現在）  職員 29人、嘱託医師 1人 

職   名 人数 職   名 人数 職   名 人数 職   名 人数 

施設長 １ 介護福祉士 ２０ 生活相談員 １ 管理栄養士 1 

事務 1 マッサージ師 1 看護師 2   

介護士 1 介護支援専門員 １ 嘱託医師 １   

 

 

４ こずかたケアプランセンター 

(1) 所 在 地：岩手県紫波郡矢巾町大字又兵エ新田第５地割３３５番地 

                      医療福祉多機能ビル「ケアセンター南昌」１階 

(2) 開設年月日：２０２０年４月１日 

(3) 職員配置状況（２０２3年４月１日現在）  職員５人 

職  名 人数 職  名 人数 職  名 人数 

管理者兼主任介護支援専門員 １ 主任介護支援専門員 ２ 介護支援専門員 ２ 

 

 

５ 矢巾町地域包括支援センター 

(1) 所 在 地：岩手県紫波郡矢巾町大字又兵エ新田第５地割３３５番地 

                      医療福祉多機能ビル「ケアセンター南昌」１階 

(2) 開設年月日：２００６年４月１日 

(3) 職員配置状況（２０２3年４月１日現在）  職員 8人 

職  名 人数 職  名 人数 職  名 人数 

所長兼主任介護支援専門

員 

１ 主任兼えんじょいセンター管理者 １ 保健師 １ 

社会福祉士 1 主任介護支援専門員 2 認知症地域支援推進員 1 

  事務 1     

 

 

６ 幼保連携型認定こども園こずかたこども園 

(1) 所 在 地：岩手県紫波郡矢巾町大字又兵エ新田第５地割３３５番地 

医療福祉多機能ビル「ケアセンター南昌」２階 

(2) 開設年月日：２０１３年４月１日 

(3) 職員配置状況（２０２3年４月１日現在）  職員 28人、学校医 1人、学校歯科医 1人、薬剤師 1人 

職   名 人数 職   名 人数 職   名 人数 職   名 人数 

園   長 １ 副 園 長 １ 主幹保育教諭 ２ 保育教諭 １７ 

パート保育教諭 ３ 

 

 

 

保育補助 ２ 看 護 師 １ 事  務 １ 

学校医 １ 学校歯科医 １ 薬剤師 １   
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７ ２０２２年度社会福祉法人敬愛会理事会の開催 

○ ２０２２年５月２７日第１回理事会開催 

  議案内容 (1) 特別養護老人ホーム志和荘運営規定及び介護老人福祉施設悠和荘運営規定の一部改正について 

 (2) ２０２１年度事業報告について 

(3) ２０２１年度決算報告について 

(4) ２０２２年度資金収支補正予算について 

(5) 社会福祉法人敬愛会定時評議員会の開催について 

 

 

８ ２０２１年度社会福祉法人敬愛会定時評議員会の開催 

○ ２０２２年６月２３日定時評議員会開催 

   議案内容  (1) ２０２１年度事業報告について 

 (2) ２０２１年度決算の承認について 

 

 

９ 社会福祉法人敬愛会評議員選任解任委員会の開催 

○ （開催なし） 

 

１０ ２０２２年度社会福祉法人敬愛会監事監査の実施 

〇 ２０２２年 ５月１７日： ２０２１年度出納調査実施(２０２２年１月～３月までの出納調査)、  

 ２０２１年度決算監査実施 

○ ２０２２年 ８月 ８日： ２０２２年度出納調査実施(２０２２年４月～６月までの出納調査) 

○ ２０２２年１１月１４日： ２０２２年度出納調査実施(２０２２年７月～９月までの出納調査) 

○ ２０２３年 ２月１４日： ２０２２年度出納調査実施(２０２２年１０月～１２月までの出納調査) 

 

 

１１ 社会福祉法人敬愛会地域公益活動への取り組み 

  （１）地域応援出前講座の実施(２０１０年度開始) 

年度 法人名 
実 施 状 況 

備     考 
回 数 総参加者数 平均参加者数 

２０１０年度 敬愛会 9 264 29.3 １年目 

帰厚堂 2 60 30.0 

小 計 11 324 29.5 

２０１１年度 敬愛会 7 124 17.7 ２年目  累計 20 回 

帰厚堂 2 52 26.0 

小 計 9 176 19.6 

２０１２年度 敬愛会 7 155 22.1 ３年目  累計 30 回 

帰厚堂 3 80 26.7 

小 計 10 235 23.5 

２０１３年度 敬愛会 16 413 25.8 ４年目  累計 48 回 

帰厚堂 2 29 14.5 

小 計 18 442 24.6 

２０１４年度 敬愛会 18 498 27.7 ５年目  累計 69 回 

帰厚堂 3 92 30.7 

小 計 21 590 28.1 

２０１５年度 敬愛会 22 506 23.0 ６年目  累計 96 回 

 帰厚堂 5 160 32.0 

小 計 27 666 24.7 
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２０１６年度 

 

 

敬愛会 15 670 44.7 ７年目  累計 119 回 

帰厚堂 8 236 29.5 

小 計 23 906 39.4 

２０１７年度 

 

 

敬愛会 13 442 34.0 ８年目  累計 136 回 

  

 

帰厚堂 4 195 48.8 

小 計 17 637 37.5 

２０１８年度 敬愛会 2 50 25.0 ９年目  累計 144 回 

  帰厚堂 6 122 20.3 

小 計 8 172 21.5 

２０１９年度 敬愛会 17 894 52.6 １０年目 累計 173 回 

帰厚堂 12 411 34.8 

小 計 29 1,305 45.0 

２０２０年度 敬愛会  

活動実績無し 

１１年目 

帰厚堂 

小 計 

２０２１年度 敬愛会 活動実績無し １２年目 

帰厚堂 1 20 20.0 

小 計 1 20 20.0 

２０２２年度 敬愛会 ７ 121 17.3 13 年目 

帰厚堂 1 15 15.0 

 小 計 8 136 17.0 

社会福祉法人敬愛会          133 講座、参加者数 4,137 人 

医療法人社団帰厚堂          49 講座、参加者数 1,472 人 

 合  計  2022 年度末(累計)     182 講座、参加者数 5,609 人(１会場平均参加者 30.8 人) 

  

 

（２）劇団「おたすけ」の公演(２００３年度開始) 

   ① 実施法人名 【医療法人社団帰厚堂、社会福祉法人敬愛会、社会福祉法人睦喜会】 

経   過 公  演  テ ー マ 公 演 内 容 

 

 

第１作 

２００３年度 
介護が必要になったら 

覚えておこう！在宅介護支援

センターの役割 

2003年度【5回、延べ 428人】 

2004年度【6回、延べ 271人】 

ノブさんに突然、認知症が出て家族が大慌て‥‥

在宅介護支援センターの役割を紹介するとともに、

家族みんなが認知症への理解が大切です。 

 ２００４年度 

 

第２作 
２００５年度 

 

悪徳商法に気をつけましょう 

年度合計 

【10回、延べ 545人】 

高齢者の皆さまが狙われています。 

悪質商法に対してどのよう立ち向かうか、消費者被

害の予防方法を紹介します。 

 

第３作 ２００６年度 

ノブさん町にでる 

年度合計 

【12回、延べ 1,129人】 

認知症になっても地域での支え合い精神が大切で

す。家族みんなで共に生活していくためにどのよう

に対応したらよいでしょうか。 

 

第４作 
２００７年度 ノブさんが介護予防に挑戦 

2007年度【14回、延べ 742人】 

2008年度【12回、延べ 642人】 

「ボケず、寝込まず、病気せず」の非介護三原則を

目標に、家族や地域での介護予防と支え合いづく

りを推進しましょう。 ２００８年度 

 

 

第５作 ２００９年度 

ノブさん医者に行く 

年度合計 

【12回、延べ 488人】 

＊インフルエンザの流行によ

り、残り 4カ所で公演中止 

医者嫌いのノブさんが、認知症診断のため家族が

どのように医療機関につれていくか。在宅介護を目

指した家族奮闘記です。 
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第６作 
２０１０年度 

認知症、地域の力で支えよう 

2010年度 

【12回、延べ 1,162人】 

2011年度【12回、延べ 659人】 

本格的超高齢化社会を迎え、地域の方々がどのよ

うにして高齢者の皆さまを支えていくか、今後の大

きな課題となる認知症について考えましょう。 
２０１１年度 

 

第３作 

(再) 

 

 

 

 

 

２０１２年度 

第 3作 

ノブさん町にでるパート 2 

年度合計【4回、延べ 374人】 

国の認知症施策5ヵ年計画(オレンジプラン)が発表

され、地域のネットワークづくりが課題となってき

た。その内容の第 3作を上演しました。 

２０１３年度 

第 3作 

ノブさん町にでるパート 3 

年度合計【6回、延べ 291人】 

※100回記念 

公演場所CC南昌 

2013年 7月 13日(土) 

矢巾町の認知症支援事業が具体的に動き出しまし

た。地域の皆さんのご協力でネットワークづくりを展

開していきます。 

２０１４年度 

第 3作 

ノブさん町にでるパート 4 

年度合計【4回、延べ 496人】 

矢巾町内での「認知症サポーター養成講座」が活

発に行われてきています。「認知症カフェ」もオー

プンしました。 

２０１５年度 

第 3作 

ノブさん町にでるパート 5 

年度合計【4回、延べ 165人】 

新オレンジプランが発表され、本人本位と家族支

援を中心とした「認知症にやさしいまちづくり」が提

起されました。多くの方々にこの認知症を理解して

頂くため、スタッフ一同奮起中。 

２０１６年度 

 

 

第 3作 

ノブさん町にでるパート 6 

年度合計【4回、延べ 286人】 

矢巾町内では「徘徊模擬訓練(新田1・2区)」が行わ

れ、「認知症カフェ」もやはばパークで開設、「おれ

んじボランティア」も結成された。国の事業である認

知症コホート研究「やはば脳とカラダのいきいき健

診事業」は 8 月から、認知症初期集中支援チーム

は 10 月からスタートし、認知症の取組みが広がっ

ています。劇団おたすけも山田町でも公演しまし

た。 

２０１７年度 

第 3作 

ノブさん町にでるパート 6 

年度合計【6回、延べ 732人】 

矢巾町第 7 期介護保険計画が策定され、「認知症

施策の推進」がしっかり位置づけられました。認知

症サポーターが目標の 4,000 人をクリア、延べ

4,140 人となり総人口に占める割合で岩手県内市

町村でベスト 8入りを達成。おれんじボランティアは

「矢巾町住民主体型訪問サービス」として認証さ

れ、生活支援サービスを開始しています。 

劇団おたすけは、岩手県認知症セミナーでマリオ

スで講演し、認知度が広がりました。 

２０１８年度 

第 3作 

ノブさん町にでるパート 6 

年度合計【4回、延べ 228人】  

 認知症の理解を広げる矢巾町全体のイベント「ス

マイルディメンシアやはば」が、世界アルツハイマ

ー月間にちなみ、9月 2日にやはぱーくで開催し、

来場者は 200 人と大盛況。認知症サポーター数も

5,000 人に迫っている。サポーターを養成する「お

れんじボランティア養成講座（第2期）」も開催され、

13 人が新しい仲間となりました。また、劇団おたす

けは、普代村にも出向き、中学生と交流を深めた。 
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第３作 

(再) 

 

新作 
２０１９年度 

・第 3 作ノブさん町にでるパー

ト 6を３回公演 

 

・新作エン（縁）ジョイ公民館の

作り方を１回公演 

年度合計【4回、延べ 310人】 

国の認知症施策推進大綱が 2019 年 6 月 18 日に

決定。「共生」と「予防」を車の両輪として施策を推

進することになった。矢巾町でも呼応し、公民館で

のエンジョイやはばネットワークづくりが前進した。

劇団「おたすけ」はそれに協力し、新作「エン(縁)ジ

ョイ公民館の作り方」を公演。矢巾町内の認知症サ

ポーターは、6,036人に。おれんじボランティアの拠

点整備も決定した。 

 ２０２０年度 新型コロナウイルス感染対策により活動実績無し 

 ２０２１年度 
新型コロナウイルス感染対策により活動実績無し 

 ２０２２年度 新型コロナウイルス感染対策により活動実績無し 

② 2013年 7月 13日 100回記念公演  (場所 ＣＣ南昌)、矢巾町長感謝状 

③ 2022年度末（累計）  131回公演  参加者数 8,948人(1会場平均参加者 68.3人) 

 

（３）社会福祉法人等による生活困難者に対する利用者負担額軽減 2000年度開始) 

   ① 対 象 者 介護保険サービスを利用する低所得者（住民税非課税世帯）のうち、特に生活が困窮している方 

   ② 軽減対象 介護サービス費、食費、居住費の軽減。 

年 度 志和荘軽減額 悠和荘軽減額 合  計 特 記 事 項 

２０１５年度 1,714,757円 404,362円 2,119,119円  

２０１６年度 1,825,414円 419,840円 2,245,254円  

２０１７年度 1,619,552円 82,000円 1,701,552円  

２０１８年度 1,895,474円 0円 1,895,474円  

２０１９年度 1,372,524円 19,103円 1,391,627円 対象者 志和荘６、悠和荘 1、 延 79件 

２０２０年度 2,189,405円 0円 2,189,405円 対象者 志和荘 12、悠和荘 0 延 116件 

２０２１年度 2,941,071円 3,280円 2,944,351円 対象者 志和荘 15、悠和荘 1 延 160件 

２０２２年度 2,032,809円 3,360円 2,036,169円 対象者 志和荘 13、悠和荘 1 延 109件 

  

（４）保護観察者の社会復帰支援事業に伴う社会貢献活動実施施設として登録 (2013年度開始) 

   ① 活動内容 

    ア 施設外環境美化活動 

    イ 施設内清掃及び車イス清掃 

   ② 対象者なし 

 

（５）矢巾町と複数法人の連携による災害時要援護者への支援協定の締結 (2014年度開始) 

   ① 目的  矢巾町大規模災害発生時に、町内の援護を要する者の支援活動を円滑にする 

   ② 対象者なし 

 

（６）盛岡広域シルバーケアＳＯＳネットワーク事業  (2015年度開始) 

   ① 目的  認知症高齢者徘徊保護対策事業として、矢巾町内で発見した認知症の身元不明者に対し、介護

施設の短期入所施設で身元判明までの期間に措置入所を行う。 

   ② 対象者なし 

 

（７）災害支援 

   ① 中央ブロック高齢者福祉協議会 災害時支援ネットワーク協定 (2014年７月開始) 

      会員施設に大規模被害が発生した場合、被災していない施設が被災施設利用者の受入れ並びに職員

を派遣するもの。以後、岩手県高齢者福祉協議会、東北ブロック老人福祉施設協議会員施設まで拡大して
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いる。 

   ② 岩手県災害派遣福祉チーム (2013年９月開始) 

災害救助法が適用される大規模な災害が発生した場合、被災市町村からの要請や被害状況を勘案し、

チームを災害派遣する必要があると県が認めた場合に職員を派遣する。 

 敬愛会登録職員 介護支援専門員 1、社会福祉士 1、介護福祉士 1、保育士 1 

 

（８）無料シャトルバスの運行 

   ① 運行経路  ケアセンター南昌 ⇄ 志和荘 ⇄ 悠和荘 ⇄ 南昌病院・敬愛荘 

   ② 運行回数 １日５往復 

   ③ 運行日   月曜日から土曜日と祝祭日 

   ④ 運行開始日 2016年２月１日 

 

（９）やはば生活支援ネットワーク事業 

   ① 矢巾町を区域とする公益的な取組を共同実施する「やはば生活支援ネットワーク事業」による活動を 2017 年

４月１日から無料で実施 

   ② 事業内容 

    ア 日常生活支援事業  買い物支援サービス                                      (単位：人) 

年 度 敬愛会 新生会 爽生会 睦喜会 親和会 朗親会 帰厚堂 
いちご

会 
合     計 

2017年 ３ ３ ２ ３ ２  ２  15(114件/年) 

2018年 ３ ３ ２ ３ ２ １ ２  16（160件/年） 

2019年 ３ ３ ４ ３ ２ ２ ２  19（156件/年） 

2020年 ５ ３ ４ ３ ２ ３ ２  22（173件/年） 

2021年 ５ ３ ３ ３ ２ ４ ２ １ 23（140件/年） 

2022年 ３ ３ １ ３ ２ ４ ２ ３ 21（103件/年） 

 

イ ゴミ出し支援事業 (ゴミ出しに関する事前調査を行い、必要と判断した場合は買い物支援日に実施) 

年度 敬愛会 新生会 爽生会 睦喜会 親和会 朗親会 帰厚堂 合     計 

2019年度 １       １（４件/年） 

2020年度 １       １（３件/年） 

2021年度        0 

2022年度        0 

 

ウ 生活困窮者生活支援事業 

       経済的な課題を抱え、生活維持が困難な方を対象に生活支援事業を実施した。 

年度 支援件数 支援総額 対象者の主な内容、経緯等 

２０１７年度 ８件 224,341円 

発達障害・無職 1、低所得・不登校・家庭内別居 1、無職・生

保申請中 2、低所得・不登校・うつ・パニック・ＰＴＳＤ1・無職・

水道停止・不登校・疾病 1、疾病・ライフライン無し・生保申

請中 1、無職・滞納 1。ほか食材支援。 

２０１８年度 ７件 195,871円 

発達障害・自閉症・無職 2、ギャンブル依存・認知症・無職

1、生保申請中・重度疾病・無職 2、うつ病・無職・金銭管理

能力無し 2。ほか食材支援。 
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２０１９年度 
６件 181,289円 

ギャンブル依存・疾病・無職・借金多額１、うつ病・家庭不

和・離婚・無収入１、車上生活・借金多額・自己破産１、障害

児の養育・生活費の困窮・離婚歴 2 回・借金多額１、無職・

収入無し・借金多額１、年金受給資格はあるが手続不備で

支給停止・税金多額滞納・ライフライン料金未納１ 

２７回 38,696円 備蓄用食料の支援 

２０２０年度 

４件 118,224円 

うつ病・喘息・生活保護拒否・精神不安定１、子どもの養育

能力の不安定・生活支援者皆無・生活保護拒否・就労支援

中に約束キャンセル・体調不良・パートナーからの虐待１、

無職・ライフライン・税金・保険・携帯料金未納・暖房機器・

食料・運転免許無し１、娘（31 歳）自閉症とてんかん・障がい

1 級・ライフライン・携帯料金未納・食料は実家と近隣からの

支援１ 

３７回 94,013円 
備蓄用食料の支援 

２０２１年度 ４件 144,523円 

夫からのＤＶ、うつ病・糖尿病・癌などの家族の病気、多額

借金（1）。夫が窃盗事件で逮捕、離婚、無職、義両親との

不仲、生活困難（1）。統合失調症及び甲状腺腫だが無受

診、一人暮らし、ライフラインの滞納、障害年金の現況届の

提出を怠り無年金、昔貯めた郵貯の通帳紛失（真意不明）

など本人から支援を求めないケース（1）。新型コロナの影響

で工場閉鎖で失業、生活回らない、複数社への求職活動

は全て落とされる、カードローンなど多額な借金（1）。なお、

上記に対する支援金は、ガス・電気・水道・灯油代に加え転

居の初期費用として支援している。 

２０２２年度 

４件 101,318円 

74 歳母と同居中、本人は 40 歳で糖尿病・高血圧で仕事へ

の不安から現在無職。母の給料と年金収入が若干あるが本

人のカードローンなどの借金 110 万円、親戚 3 人からの母

の借金 35 万円に加え国保税、水道、ガス、医療費等の滞

納額が多額となっている。 

本人 32 歳うつ病で現在無職、消費者金融残などの借金が

多額、県社協と矢巾町社協も支援中。職場で勤務中同僚と

のトラブルで自殺未遂を 2 回行った。警察から盛岡市福祉

総合相談センターを経由し精神病院に入院、その後他の

患者と折り合いが悪く退院するが、収入がなく死んでもかま

わないと考えている。債務整理については社協弁護士と相

談予定。 

本人32歳、継続して支援中、生活保護申請を希望している

が、その前に職場の傷病手当金の申請を優先するする予

定だが申請の返信がない。これまでも電気、ガソリン、食費

等の支援しているが手持ちのお金がなく、体調も悪い状況

である。 

食料 12袋 30,000円 
食品詰め合わせセットの配布。 

       注１ ＰＴＳＤ＝心的外傷後ストレス障害 

       注２ 自転車貸与事業 個人から寄付された自転車 2 台を修理し（修理代 11,000 円）貸出可能なものとして

生活困窮相談者に貸与。 
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    エ 中間的就労支援事業 

年 度 支援件数 対象者の主な内容、経緯等 

2018 １名 志和荘で、短時間就労支援を実施 

2019 － 取組み（対象者）無し 

2020 － 取組み（対象者）無し 

2021 ２名 
当ネットワークが岩手県県央域中間的就労訓練モデル事業に指定され、対

象者 2名を雪かきや送迎車輌の清掃等を延べ体験回数 32回実施した。 

2022 １名 

志和荘で、福祉の仕事体験事業として短時間就労を実施。仕事の内容は、

書類の仕分け、車庫整理清掃及び敷地内清掃。延体験回数は 3 回で支援

金 2,000円支給。 

 

 

１２ ２０２１年度 敬愛会職員での委員会開催実績 

委員会名 実施日 実施内容 

研修委員会 5月 11日 ・2020年度の実施報告 ・2021年度の研修計画（案） 

11月 2日 ・2021年度前期実施状況 

・2021年度後期実施計画 

感染症対策委員会 毎月 ・新型コロナウィルス感染対策 

・敬愛会ＢＣＰ改訂 

災害対策委員会 8月 3日 ・土砂災害時の隣接施設への移送訓練について 

給食委員会 6月 8日 ・各事業所の給食についての活動報告、活動予定 

・入所者の食費費用基準額の変更について 

12月 7日 ・各事業所の給食についての活動報告、活動予定 

・2021年度の給食の感染対策報告 

衛生管理委員会 

7月 6日 ・ストレスチェックの実施について 

12月 7日 ・ストレスチェックの実施結果について 

入所判定委員会 

6月 22日 ・志和荘入所判定  ・悠和荘入所判定 

9月 28日 ・志和荘入所判定  ・悠和荘入所判定 

12月21日 ・志和荘入所判定  ・悠和荘入所判定 

苦情解決委員会 

6月 24日 ・2020年度後期の苦情申立て、要望相談受付 

・2020年度の苦情申立て、要望相談統計 

11月 2日 ・2021年度前期の苦情申し立て 
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１３ ２０２１年度 社会福祉法人敬愛会 研修実施状況 

 

実施月 研修内容 目   的 講師/担当者 参加人数 

4月 法人理念、重点目標 ・法人の理念、重点目標の再確認 村松隆夫 18人 

5月 メンタルヘルス ・自らの新進は自らで保つ～セルフケア～ イーケアラボ動画研修 73人 

6月 新型コロナウィルス感

染症予防対策 

・新型コロナウィルスとは 

・感染予防策 

イーケアラボ動画研修 79人 

7月 虐待予防・身体拘束

防止 

・虐待の基礎知識 

・身体拘束 

・プライバシー保護 

イーケアラボ動画研修 

 

 

66人 

 

 

食中毒予防 ・食中毒とは 

・食中毒予防 

資料研修 63人 

8月 接遇・マナー ・接遇の基礎知識 

・話し方のマナー 

・聞き方のマナー 

イーケアラボ動画研修 62人 

9月 倫理及び法令順守 ・倫理及び法令順守 イーケアラボ動画研修 55人 

10月 緊急時の対応 ・緊急時対応の基礎知識 

・心停止 

・窒息 

・転倒、転落 

イーケアラボ動画研修 71人 

11月 認知症の理解 ・認知症の理解 

・認知症ケアの理解 

・認知症ケアアプローチの実践 

イーケアラボ動画研修 44人 

12月 段階別研修① 新人 

・社会人としての心得 

・モチベーションの基礎理解 

中堅 

・グリーフケアの基礎理解 

リーダー 

・職場のメンタルヘルス対策～ラインケ 

ア～ 

イーケアラボ動画研修 73人 

1月 段階別研修② 

 

 

新人 

・介助現場のリスク 

・危険予知トレーニング 

中堅 

・クレーム対応の基礎知識 

リーダー 

・新人受け入れの基本 

イーケアラボ動画研修 

 

76人 

 

新型コロナウィルス感

染症対策 

新型コロナウィルス感染症との感染拡大防

止について 

岩手県央保健所主催 

ＺＯＯＭ研修 

23人 

2月 段階別研修③ 新人 

・高齢者の特徴 

・バイタルサイン 

・高齢者に多い疾患 

・プライバシー保護 

中堅 

・クレーム対応の流れと対応法 

リーダー 

・撲滅しよう職場のハラスメント 

イーケアラボ動画研修 48人 

3月 看取りケア研修 ・ターミナルケアについて イーケアラボ動画研修 57人 

看介護の連携研修 ・たんの吸引、経管栄養手順の確認 

・起こりうるリスクについて 

資料研修 39人 
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特別養護老人ホーム 志 和 荘  
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総　括

1.　入居状況

2.　月別入退居状況
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女 計

1 2

1

2

1

3

1

男 女

1 395 2

月
1日現在
入居者数

入居定員 男 女 計

2023年3月31日現在

入居 退居

947519

入院

3.　退居理由

93

5月

6月

4月

割合 67% 33% 0%

人数 20

  特別養護老人ホーム志和荘は、開設39年目を迎え「地域を守る拠点」を再認識し、自ら良質なサービスを創造
し続けることが地域社会の評価につながるものであり、地域の要であり続けていると確信するものである。
　一方、信頼される「きめ細な良質な介護サービス」を提供するため、全ての専門職種によるチームケアに万全を
期し、入居者と家族に寄り添う生き方を尊重し、信頼関係を深め安心して生活できる介護体制を引き続き構築す
ることを目標にしてきたが、引き続く新型コロナウイルス感染対策のため、面会制限や敬老会及び文化祭などの
規模縮小等により、特に入居者や家族の皆さまの声に充分に応えることはできなかった。
職員は、一人でできないことを多職種が力を合わせることによって成し遂げる力を持っており、月1回の役付部署
会議やリーダー会議等で協議し、組織体として目標を持ち実践している。
　また、介護施設経営の中で大きな障壁となっているのが、介護現場における絶対的な人材不足の問題である。
この「支え手」の減少は社会全体の問題であるが、志和荘としても危機的な状況に陥らないよう極力努力を重ね
人材確保を図ってきました。
　なお、2020年1月15日に我が国で初めて感染確認した新型コロナウイルスについては、施設内職員でコロナ感
染情報を共有するとともに、手指衛生とマスクの着用を徹底、利用者のケア・看護記録、職員の毎日の検温記
録、施設に出入りした者の記録並びに1日2回の施設内消毒などを実施し入居者への感染防止に努めてきた。
しかしながら、2023年4月1日に入居者の初感染者が確認され、4月10日をピークに感染者が次第に減少し、4月
17日に最終感染者1名が確認されて、5月3日に収束宣言をしている。

志　和　荘　入　居　者　状　況

退居理由 死亡 他施設

計

97

計 男
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4.　市町村別状況

5.　要介護度状況 平均介護度

6.　在居期間

7.　年齢別
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3
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15 75
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5
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男 6 5

42%割合
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0%

8

要介護　1

0

4.20

入居定員

97

盛岡市
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活 動 ・ 行 事 実 施 状 況 
 

1. 交流行事 

日  時 団  体  名 内     容     等 

  ※新型コロナウイルス感染予防のため、中止 

 

2. 外出行事 

日  時 イ ベ ン ト 名 内      容      等 

  ※新型コロナウイルス感染予防のため、中止 

 

3. 企画行事   

日  時 企   画   名 内      容      等 

9月 22日 敬老会 式典、職員余興 

10月27日 南昌福祉の里文化祭 作品展示、ゲーム、入所者・職員余興 

※新型コロナウィルス感染予防のためフロアを分けて実施 

 

4. 定期活動 
入居者懇談会（意見・要望・行事予定・お知らせ）                音楽療法 

日時 入居者 職員 日時 入居者 職員 
 
日時 入居者 

※新型コロナウィルス感染予防のため、中止 ⇒同様に中止 

 

 

 

 

 

 

ボ ラ ン テ ィ ア 交 流 状 況 

団体名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 
11

月 
12月 1月 2月 3月 計 

さくらの船の会 
回数 

※感染予防の為来荘休止（2023.4解散） 
0 

人数 0 

慰問・その他  0 

合計延べ人数            0 
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サークル活動等実施実績 

サークル名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 
10

月 

11

月 

12

月 
1月 2月 3月 計 

わくわくクラブ 
回数 4 10 10 6 9 9 5 7 7 9 7 7 90 

人数 29 71 57 44 76 82 42 59 63 69 60 54 706 

なごみ茶屋  79 79 73 76 79 78 78 78 75 75 75 75 849 

合計延べ人数 108 150 130 120 155 160 120 137 138 144 135 129 1608 

◎わくわくクラブ活動内容 

各ユニット毎に散歩、運動やゲーム等の活動を実施 

 ・施設周囲の散歩、外気浴、ドライブ 

 ・輪投げ、風船バレー、ボール遊び、体操・歌、かき氷 

 ・魚釣りゲーム、虫取りゲーム、ターゲットストライク、けん玉、しゃぼん玉、料理レク など 

◎なごみ茶屋活動内容  

 各ユニットにて、各入居者が選んだケーキを飲み物と一緒にいただく 

 

 

 

機 能 訓 練 
 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

登録者 97 97 97 97 97 97 97 97 97 97 97 97 1,164 

延べ人数 2,910 3,007 2,910 3,007 3,007 2,910 3,007 2,910 3,007 3,007 2,716 3,007 35,405 

個別機能 

訓練延人

数 

837 834 863 658 463 725 698 776 714 429 584 757 8,338 

 

個別機能訓練内容 

⑴ マッサージ・リラクセーション 

⑵ 可動域訓練・ストレッチ  

⑶ 基本動作訓練（寝返り・起き上がり・立ち上がり・移乗動作） 

⑷ 車椅子駆動訓練 

⑸ 姿勢バランス訓練（座位・立位） 

⑹ 歩行訓練（平行棒・歩行器・手引き歩行・杖歩行） 

（7）生活リハビリ 

 

 

志和荘避難等訓練実施状況 

月 日 訓 練 内 容 参加者 

6/19 矢巾町土砂災害防災訓練（情報伝達訓練） 1人 

6/23 緊急時職員連絡網活用通報訓練  66人 

11/24 夜間想定避難訓練 （通報、消火、避難訓練） 25人 

12/22 緊急時職員連絡網活用通報訓練  84人 

1-19 夜間想定避難訓練 （通報、消火、避難訓練） 10人 
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１.介護実習

○北日本医療専門学校 ○岩手女子高等学校

○盛岡医療福祉スポーツ専門学校

介護実習延べ人数合計

２.介護体験実習

○岩手医科大学(医学部)

（社会福祉学科）

介護体験実習延べ人数合計

３.給食経営理論臨時実習

○盛岡大学(栄養科学科)

人　数　合　計 １5人

○盛岡医療福祉スポーツ専門学校

9月26日～10月7日 9日 2人 18人

11月21日～12月2日 8日 4人 32人

10月24日～11月4日 8日

２２人 5月9日～5月13日

3人

8月29日～9月2日 5日 3人

2人

14日 3人

５月２３日～６月２２日

10月6日～10月7日

10月4日～10月5日

10人

10月３日～１０月２８日 ２０日 ２人 ４０人

9月27日～10月1日 ５日 3人 １5人

実 習 期 間 実習日数 実 人 数

2人 

延べ人数

4人 

2日 2人 4人 

4人 

4人 10月13日～10月14日

0

10月11日～10月12日

2日 2人 

2日 

実 習 期 間 実習 日数 実 人 数 延べ人数

実 習 期 間 実習 日数 実 人 数 延べ人数

0

148人人　数　合　計

人　数　合　計 ８５人

６月６日～６月２４日 １５日 ３人 ４５人

実 習 期 間 実習 日数 実 人 数 延べ人数

15人人　数　合　計 ４５人 7月11日～7月15日 5日

15人

２２日 1人

実習日数 実 人 数

42人

延べ人数

８月１８日～９月２１日 　２３日 　　1人 ２３人

5日

6月20日～7月1日

実績なし

実習受け入れ状況

実 習 期 間 実習 日数 実 人 数 延べ人数 実 習 期 間

16人 

実 習 期 間 実習 日数 実 人 数 延べ人数

2日 2人 

2人 16人

〇岩手医科大学（歯学部・看護学部）

278人

59人

人　数　合　計
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医務室業務実績 

 

 

１．入居者健康管理状況 

⑴入居者健康診断実施状況 

   実施月日 2022年 5月 9・10・11・12・13日 77名血液検査  2022年 12月 8日 77名 BX―P 心電図 

   実施人数 97名（他は新規入所時健診・体調不良により随時検査を実施している）  

  

⑵入居者インフルエンザ HA ワクチン予防接種実施状況 

   実施月日 2022年 11月 

実施人数 87名接種   インフルエンザ感染者：0名 

 

 

２．職員健康管理状況 

⑴職員健康診断実施状況 

 実施月日 2022年 9月～11日 実施人数 54名 （35歳以上） 

 検査内容  血液検査生化学・貧血検査・血糖・尿検査・ＢＸ－P・心電図 

 実施月日 2022年 7月 5日・7日・8日・12日 実施人数 16名 （34歳以下） 

 検査内容 ＢＸ－P・心電図・尿検査聴力・視力検査 

  ⑵夜勤従事者健康診断 

 実施月日 2022年 1月 23日～27日   実施人数 49名    

  検査内容 生化学・貧血検査・血糖 

⑶職員インフルエンザ予防接種実施状況 

 実施月日 2022年 11月   対象人数：73名：実施者 71名、未接種者 2名（ワクチン禁・産休中） 

 

 

３. 新型コロナワクチン予防接種 

   4回目：2022.7.25・26・28 入居者：86名 2022.8.29・30・31職員：51名 

   5回目：2022.12.12・13・15 入居者：93名 職員：65名 

   

入居者通院状況 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 ２月 ３月 合計 

内科 7 8 9 4 5 10 9 2  4 13 10 81 

外科    1         1 

整形外科      1    2 3 1 7 

皮膚科             0 

眼科             0 

その他 1   1 1  1      4 

合計 8 8 9 6 6 11 10 2 0 6 16 11 93 
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看・介護連携による経管栄養(胃ろう)・痰吸引状況 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 ２月 ３月 合計 

実施入居者数 20 21 21 18 18 19 21 18 19 20 14 14 223 

経管栄養実施者 9 9 8 7 7 7 7 7 7 7 5 5 85 

喀痰吸引実施者 11 12 13 11 11 12 14 11 12 13 9 9 138 

 

入居者入・退院状況 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 ２月 ３月 合計 

入院者数 2 2 3 2 0 1 2 0 0 0 1 1 14 

入 

院 

内 

容 

脳血管疾患              

心疾患  1           1 

肺炎 1 1  1  1     1  5 

腸管麻痺       1      1 

肺癌              

大腸癌              

尿路感染症               

その他 1  3 1   1     1 7 

退院者数 0 1 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 4 

 

入居者看取り状況 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 ２月 ３月 合計 

入居者看取り 0 1 1 2 1 2 3 3 2 0 3 3 21 

内
訳 

施設内 0 1 1 1 1 2 3 2 2 0 3 3 19 

病院入院中 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 2 

 

 

 

口腔ケア業務実績 

 

1.実施状況 

(１) 月一日 15人平均で口腔ケア実施。 

(２) 入居者通院 1人 

 

２.お昼の志和放送 

週 2 回、管理栄養士と協働で行っている。入居者に出演していただき一緒に会話や歌を歌うことで口の動き

の良い訓練となり、刺激となっている。 

 

３.口腔ケア実績 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

口腔管理加算対象者 44 92 93 88 94 94 87 93 89 91 92 92 1049 

歯科受診者 13 17 14 15 17 15 14 16 14 18 14 15 182 
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給食事業報告 

 

[ 志和荘 ] 

 

１.おいしく、安全な食事を提供し、満足度の維持向上を目指す取り組み 

（1） 満足度の維持向上のため、季節の献立や行事の食事を提供した   

月 行事名 行事献立 内             容 

4 お花見弁当 お花見弁当 桜（オブジェ）を見ながらユニットごとにお弁当を楽しむ 

7 流しそうめん 流しそうめん 悠和荘のみ実施（志和荘は、感染予防対策で中止） 

8 お盆 お盆メニュー 煮しめや赤飯を提供 

9 敬老会 敬老会弁当 敬老弁当（赤飯、天ぷら、抹茶ムースなど） 

10 文化祭 文化祭メニュー 文化祭行楽弁当（エビフライ・卵焼き・煮物・ポテトサラダ・肉団子） 

12 

クリスマス クリスマスメニュー 12/24 12/25 クリスマスメニュー 

クリスマス クリスマスケーキ 12/25はｹｰｷ（白石食品（株）様寄贈）を提供 

大晦日 大晦日メニュー 12/31の夕食に年越しそばを提供する 

1 

正月 正月メニュー おせち料理や入居者の好む天ぷら・うなぎ・甘酒を提供 

春の七草 七草メニュー 昼食時七草粥を提供 

新年弁当の日 新年弁当 新年弁当（天ぷら・ちらし寿司・うなぎ・煮物・酢の物） 

2 
節分 節分メニュー 太巻き・いなり・恵方巻ロールケーキを提供 

バレンタイン ﾊﾞﾚﾝﾀｲﾝメニュー ハート型ハンバーグ・和え物 ・チョコムースを提供 

3 ひな祭り 桃の節句献立 そうめん・花形豆腐寄せ・菜の花のお浸し・ひな祭りゼリーを提供 

◎岩手食材の日  月１回 

◎リクエストメニュー  月平均 10回 リクエストメニュー 

（2）ユニットケアでの給食の取り組み 

ユニットで食事を盛り付けることで家庭的な空間作りが出来た。米飯とお粥の炊飯をし、炊き立てを提供

出来た。 

（3）情報収集を行い、状況にあった食事対応を行う。 

    加齢や持病（認知症含む）の進行等や本人様の嗜好に合わせた食事の提供の対応を行った。 

食事提供内容の変更対応の回数           192 回 

（4）経口維持加算の取り組み 

加齢や認知症の進行に伴い、摂食嚥下障害（むせこみや食欲の低下等）を有する入所者様に対して多

職種で、経口維持支援の取り組みを行った。 面会制限中の為、家族様には電話で経過報告を行った。 

その際本人様の嗜好や家族様の意向を聞き、ケアに取り入れることができた。 

経口維持支援の取り組み人数(年間 累計) 169 名 
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【経口維持支援の取り組みの改善例】   

・覚醒の改善ができた。姿勢の改善ができた。食事の楽しみができた・体重が適正体重に近づく。 

・食欲の改善ができた。 

その一方、加齢や、全身状態の低下により、食べられなくなり、入院、食事中止になる方もいた。 

 

2.ユニットレクを行い、入所者様が生活を楽しめる様におやつや食事を楽しく提供する。 

（1）コロナウィルス感染予防に配慮しながら、ユニット単位で入所者様、職員共に提供方法を工夫して実施し

た。 

栄養士介入のレクリエーションの回数 年間合計 63回 

（2）栄養士介入ユニットレクリエーション実施状況 

月 内容 月 内容 

1 甘酒ムース・綿あめ・餅風（ゼリー） 7 水ようかん・きなこプリン・ゆでとうもろこし 

2 チョコムース 8 アイスレク・じゃがバター・フルーツポンチ 

3 ひな祭り 3食ムース 9 さつま芋プリン・焼き芋・さつまいもきんとん 

4 いちごプリン・チョコムース 10 お茶会（抹茶と和菓子）・肉まん・南瓜プリン 

5 小豆みるくプリン・コーヒーゼリー 11 餅風（ゼリー）バイキング・ごまプリン等 

6 あじさいゼリー・レアチーズケーキ 12 ぜんざい風・果物バイキング・餅風（ゼリー） 

 

3.岩手県産の食材を使用した献立を月 1回給食の委託業者と連携し、入所者様に提供する。 

  岩手県産の食材を使用した食事を提供する事ができた。 

年間 合計          12 回 

 

4.その他：緊急事態対応における給食の取り組み 

⑴ 災害及び感染症発生時の飲食料等の備蓄状況について 

熱源および水道の停止を想定し、非常食及び非常時使い捨て食器等を備蓄。非常食は３日間（９食分）

の非常食を備蓄。（非常食献立は軟菜食対応食）・経管栄養、嚥下調整食（ムース食）は３日分の在庫

を確保。 

⑵ 感染時（コロナウィルス等）の備蓄状況について 

    使い捨て食器の備蓄状況・・・紙コップ、使い捨てスプーン、割りばし、発泡丼、弁当箱、使い捨てエプロ

ン 

    手口拭きや、職員の食事介助用エプロンは、常時使い捨ての物に変更した。 

⑶ コロナウィルス感染予防対策 

    コロナウィルス発生時のマニュアルの整備をした。 
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2022 年度 外部研修参加状況 

開催月日 開催研修内容 開催場所 参加職員 

5/24 個人情報保護法改正 

中堅・中小企業も求められる対応 

オンライン 小原一夫 

7/5～7/6 令和４年度社会福祉従事者新任職員

研修会 

岩手産業文化セン

ターツガワ未来館

アピオ 

廣田宏喜 

7/11 令和４年度福祉サービスの苦情を考

えるセミナー 

アイーナ 佐々木善雅 

7/21 令和４年度改正育児・介護休業法オ

ンライン説明会 

オンライン 村田事務長 

8/9 、 8/10 、

9/8 、 9/9 、

10/31 

令和４年度岩手県認知症介護実践者

等養成研修 

盛岡市勤労福祉会

館 

清水香織 

8/9 令和４年度紫波郡医療介護連携「ア

セスメントスキル研修会」 

Zoomオンライン 漆原千秋 

8/24 、 8/25 、

8/30，8/31 

9/1 、 9/12 ～

9/14 

令和４年度岩手県介護職員等医療的

ケア研修 

アイーナ 佐々木奈津江 

8/25、8/26 令和４年度福祉職員キャリアパス対応

生涯研修【中堅職員編】 

Zoomオンライン 菊池愛莉 

8/23 令和４年度都道府県経営協セミナー ホテルメトロポリタン

盛岡 

村松施設長 

8/30～9/2 ユニットリーダー実地研修 特別養護老人ホー

ムらふたぁヒルズ 

上舘祐二 

髙橋昭子 

9/8～9/10 令和４年度岩手県災害派遣福祉チー

ム員「スキルアップ研修 1」 

岩手県水産会館 佐々木善雅 

9/9 チームもりおか多職種対象研修会「カ

スタマーハラスメントと接遇」 

Zoomオンライン 漆原千秋 

9/9 高齢者施設協力医療機関等研修会 Zoomオンライン 高橋幸子 

漆原千秋 

佐々木節子 

9/12 施設入所・退所時の事務手続等対応

研修 

オンデマンド 漆原千秋 

佐々木善雅 
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開催月日 開催研修内容 開催場所 参加職員 

9/16 食の安全安心を考える講座 マリオス 佐々木美幸 

9/30 令和４年度介護施設における安全対

策担当者養成研修 

E ラーニング 櫻岡敬真 

9/30 令和４年度虐待防止研修～従事者に

よる虐待の防止と支援～【応用編】 

Zoomオンライン 橋本晴美 

9/30 令和４年度第５回介護・看護職員等対

象研修会「在宅療養者の食事支援で

大切にしたいこと」 

Zoomオンライン 佐々木美幸 

10/6 令和４年度メンタルヘルス研修（セル

フケア） 

Zoomオンライン 鷹觜ゆきの 

10/7 令和４年度紫波郡在宅医療・多職種

連携「アドバンス・ケア・プランニング研

修会」 

Zoomオンライン 漆原千秋 

10/14 令和４年度第２回認定調査員新規研

修 

E ラーニング 佐々木善雅 

10/17 、

10/18、 

11/7、11/8 

令和４年度介護福祉士実習指導者講

習会 

ふれあいランド岩

手 

清水香織 

10/24 令和４年度第６回介護・看護職員等対

象研修会「介護職員の腰痛予防＆簡

単ポジショニング」 

Zoomオンライン 阿部美保 

佐々木奈津江 

10/31、11/1 保健・福祉等高齢者施設職員リハビリ

テーションケア講習会 

いわてリハビリテー

ションセンター 

川村光 

11/14 令和４年度地域リハビリテーション関

係職員研修会 

いわてリハビリテー

ションセンター 

阿部径伸 

11/14 令和４年度公正採用選考人権啓発推

進員研修会 

アイーナ 小原一夫 

11/21 令和４年度岩手県在宅医療人材育成

事業 介護施設職員の ACPセミナー 

オンデマンド配信 佐々木善雅 

漆原千秋 

小林一世 

佐々木節子 

12/19 令和４年度介護保険サービス事業所

集団指導 

オンデマンド配信 漆原千秋 

佐々木善雅 
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開催月日 開催研修内容 開催場所 参加職員 

12/22 令和 4 年度地域包括・在宅介護支援

センター職員研修会 

『地域包括支援センター・在宅介護支

援センター・居宅介護支援事業所の

連携のあり方を考える』 

 

アイーナ・いわて県

民情報交流センタ

ー 

佐々木善雅 

1/18 令和４年度自立支援総合研修 介護

現場における口腔ケアについて 

オンデマンド配信 佐々木節子 

1/26、1/27 第 1 回全国老人福祉施設大会・研究

会議～JSフェスティバル in栃木～ 

栃木県宇都宮市宇

都宮駅東口交流拠

点施設 他 

佐々木善雅 

1/30 「業務効率化×コロナ支援×介護」 Zoom オンライン 川村光 

吉田直也 

1/26 岩手県社会福祉協議会社会福祉法

人経営者協議会「都道府県経営者セ

ミナー（後期）」 

ホテルメトロポリタン

盛岡ニューウィング 

村松隆夫 

2/16 令和 4 年度成年後見人制度普及・権

利擁護体制整備研修 

Zoom オンライン 漆原千秋 

佐々木善雅 

2/22 福利厚生センター本部との合同個別

訪問 

Zoom オンライン 村松隆夫 

3/7 令和 4 年度中央ブロック高齢者福祉

協議会通常総会及び施設長研修会 

マリオス 18 階会議

室 

村松隆夫 

3/26 岩手県介護支援専門員協会 令和 4

年度第 4回定例研修会 

アートホテル盛岡 小林一世 
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志和荘委員会活動 

委員会名 開催日時 内容 

身体拘束・高齢者虐

待適正化委員会 

4月 18日 

 

7月 26日 

9月 20日 

11月 25日 

2月 20日 

・2021年度活動報告、2022年度活動計画 

・緊急やむを得ない場合の身体拘束 

・事例検討 

・事例検討 

・事例検討 

・不適切ケアについて 

事故防止委員会 7月 21日 ・2021年度の事故報告、ヒヤリハット報告 

3月 17日 ・2022年度前期事故報告、ヒヤリハット報告 

・ヒヤリハット報告の区分、様式変更について 

褥瘡防止委員会 毎月 ・褥瘡予防の取り組み 

・褥瘡発生状況と評価 

サービス向上委員会 4月 21日 ・サービス満足度調査の実施について 

3月 21日 ・サービス満足度調査の実施結果について 

衛生委員会 7月 5日 ・ストレスチェックの実施について 

・腰痛対策アンケート結果 

12月 6日 ・職員の感染対策、ワクチン接種 

・職員の健康管理（健康診断結果を受けて） 
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各 ユニッ ト事 業 実 施 実 績  

 

 

さくら町 

[実践目標] 

（１）日頃から入居者の身体と心の健康状態等を把握し、異常の早期発見に努めるとともに他職種と

の情報共有をしっかり行い統一したケアを行う。 

（２）入居者様との関わりを大切にし、穏やかに過ごして頂けるよう環境づくりに努める。 

[実 績] 

（１）日々の入居者様の状態を観察、把握することが出来、異常の早期発見に努め、各職種との連携

を行い統一したケアに努めることが出来た。 

（２）入居者様とコミュニケーション等行うことにより、その人その人の時間を大切に穏やかに過ごして

頂けるよう環境づくりに努めることが出来た。 

 

 

まつ町 

[実践目標] 

（１）入居者様が安心・安全かつ穏やかに暮らせるように職員一人ひとりが業務・ケアに責任を持ち他

職種との連携・情報共有を図る。 

（２）一人ひとりの状態・ニーズを把握し、その人らしく暮らせるように個別ケアを実践する。 

 [実 績]  

（１）担当制や役割分担をすることで職員は責任を持ち入居者様への安心・安全なケアを行うことが

できた。できない所はお互いに補いあった。又、職員間での情報共有は口頭、文書、伝言板、

連絡ノートを活用し共有できるように努めた。 

（２）一人一人の状態観察・コミュニケーションを通して状態・ニーズを把握できた。又、職員個々が把

握した状態・ニーズをチームで共有し個別ケアに活かすことができた。 

 

 

たけ町 

[実践目標] 

（１）感染症予防、感染発生時の対応の仕方を各職員が理解し、普段から発症時の早期発見に努め

るとともに、感染症発生時に臨機応変に対応できるようにする。 

（２）職員一人ひとりが業務に責任を持ち、他職種とも連携を取りながら統一したケア、情報共有がで
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きるよう努める。 

[実 績] 

（１）感染症予防に努めることで感染発生することなく、発生時対応することがなかったが発生時に慌

てることがないように研修などで発生時の対応を理解することができた。 

（２）職員一人ひとり責任を持ちケアにあたることができ、他職種とも連携を取り情報共有することがで

きた。 

 

 

うめ町 

[実践目標] 

（１）職員及び入居者様の感染症予防に留意し、体調不良等の早期発見に際しては直ちに報告する

よう努める。 

（２）入居者様に寄り添い、レク活動など充実させ楽しみを持って生活できるように支援する。 

[実 績] 

（１）感染予防に努め、職員・入居者共に感染症を発症することなく対応できた。 

（２）コミュニケーションや、レク活動を行うことで、穏やかに生活を送れた。 

  個々のレベルにあった対応もできていた。 

 

 

あやめ町 

[実践目標] 

（１）ユニット職員及び他職種間の情報共有に努めるとともに、連携を図り速やかにニーズに基づくケ

アが出来るように努める。 

（２）レク活動やリベロケアの充実を図り、入居者様がより楽しく生活を送れるよう支援する。 

[実 績] 

（１）入居者の変化に合わせて、多職種間で連携を図りその時々の状況に応じたケアをする事が出

来た。体調の悪い入居者に関しては家族との面会も行い家族のニーズにも応えることが出来た

と思う。 

（２）ユニットレクの実施と日々の会話等でコミュニケーションを図り、入居者一人一人が楽しく過ごせ

るように努めた。 
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すみれ町 

[実践目標] 

（１）リベロケアやレク活動等を積極的に行い、入居者様がより楽しく安全に生活できるよう支援する。 

（２）ユニット内の情報を他職種及び他ユニット間で情報共有を図り、統一したケアを提供する。 

[実 績] 

（１）ユニットレクを積極的に行い、入居者様と共に楽しく過ごすことができた。 

（２）ユニット、多職種との情報共有し看取りでは入居者様やご家族へ寄り添ったケアができた。 

 

 

すずらん町 

[実践目標] 

（１）職種間の情報伝達と連携を図り、入居者様の安心・安全なケアに努める。 

（２）入居者様の暮らし方を尊重した関わりを持ち続け、その人らしい暮らしができる環境作りに努め

る。 

[実 績]  

（１）ユニット・協力ユニットや多職種とも連携を図ることで、体調の変化の共有をし、早期発見すること

が出来た。 

（２）入居者様のニーズに応え、体を動かすレクを充実させることで楽しみを持って生活していただけ

るようにできた。 

 

 

すいせん町 

[実践目標] 

（１）スタッフ間の情報共有・相談や意見交換を密に行い、入居者が安心して生活できる環境を整え

る。 

（２）入居者様と職員の健康管理に留意し、特に感染症を施設内に持ち込まないよう努める。 

[実 績] 

（１）ユニットミーティング、観察記録等を活用し情報共有に努めることができた。 

（２）感染症を施設内に持ち込むことなく、入居者、職員共に健康管理に努めることが出来た。 
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ききょう町 

[実践目標] 

（１）職員間の情報共有・相談を適宜行い、入居者様が安心して生活できるように環境作りに努める。 

（２）早期に入居者様の身体、精神的変化に気づき、入居者様の状態にあったケアを提供する。 

[実 績] 

（１）職員間でコミュニケーションを多くとりながら、こまめに情報共有や相談を行い、入居者様が落ち

着き安心して生活できる環境づくりができた。 

（２）入居者様の状態をこまめに観察することで、早期に状態変化に気づき、職員間で情報交換しな

がら、適切なケアが提供できた。 

 

 

ひまわり町 

[実践目標] 

（１）一人ひとりの訴えに合った対応を心掛け、安心・安全に過ごせる環境づくりを行うとともに、ユニ

ットレクを更に充実し豊かな生活ができるよう職員一同で努力をする。 

（２）入居者様と職員の健康管理に留意し、ユニット内や他職種との情報共有を図りながら連携を密

にする。 

[実 績] 

（１）一人一人に合った声掛けを多くし、安心できるように努めた。超高齢のユニットであり、体調変化

も多く、ユニットレクを充実させることは難しかった。 

（２）体調の変化に目を配ることに重点を置き、ユニット内での情報共有を密に行い多職種との共有も

努めた。 
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各 種 委 員 会 ・ チーム事 業 実 施 実 績  

 

 

感染予防対策委員会 

[実践目標] 

（１）感染予防・蔓延予防に対しての職員の意識向上に努める。 

（２）感染症発生時の対応について周知徹底を図る。 

（３）職員の健康管理に努める。 

[実 績] 

（１）敬愛会感染対策委員会の開催 年間１０回開催。 

（２）施設及び事業所においては随時感染対策会議を開催。 

（３）定期健診 １～２回／年、ストレスチェック ７３名（法人全体 １４２名）。 

 

 

研修委員会 

[実践目標] 

（１）業務に直接役立つ段階別研修を行い、職員のスキルアップを図る。 

（２）感染症対策に応じた研修会を実施する。 

[実 績] 

（１）動画研修を取り入れ、感染対策をしながら研修受講ができ多くの職員が受講できた。 

（２）経験年数に応じた段階別研修を取り入れ、個々の職員のポジションに必要な研修設定を行った。 

（３）感染症対策として、複数回の研修を設定し感染症対策に備えた。 

 

 

排泄チーム 

ケア向上チーム 

[実践目標] 

（１）介護技術や介護知識の更なる向上を図り、入居者様目線につながるような研修を実施する。 

（２）リスクマネジメントの知識を身につけ、事故防止を図り、安全、安楽な介護を提供する。 

[実 績] 

 ・入居者個別の勉強会やその都度必要なことに取り組むことはあったが、ケア向上チームとして計
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画的に研修を実施することがなかった。 

 

 

食事チーム 

[実践目標] 

（１）チームミーティングを月 1回開催する。 

（２）食事チーム内で歯科衛生士による口腔ケアの研修を年 2回以上実施する。 

（３）衛生ラウンドチェックの実施。 

（４）食事に関する物品の補充。(自助食器等) 

[実 績] 

（１）チームミーティングを月 1 回開催した。（感染対策期間を除く）栄養補助食品の試食会やとろみ

剤の見直し等行った。 

（２）食事チーム内で歯科衛生士による口腔ケアの研修は年 1 回しか実施できなかった。（感染対策

期間があった為） 

（３）ユニットのキッチンや、居室の洗面台の衛生ラウンドチェックを月 1回実施したが、感染予防対策

のため 2022年 2月より中止。 

（４）食事に関する物品の補充。(自助食器等)を行い、入所者様に合った食器やスプーンを提供する

ことができた。 

 

 

入浴チーム 

[実践目標] 

（１）入浴の物品・備品の管理を徹底し、快適な入浴環境を作る。 

（２）定期的にマニュアルの見直しを行い、プライバシー保護と事故防止に努める。 

（３）マニュアルに沿った感染予防を行う。 

[実 績] 

（１）物品・備品の管理を徹底し、不足する事なく快適な環境を整える事が出来た。 

（２）定期的にマニュアルの見直しを行い、事故防止に努める事は出来たが、プライバシー保護の観

点では改善及び徹底を強化していく必要がまだある。 

（３）マニュアルに沿って感染予防や蔓延防止に努める事は出来た。 
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元気回復ケアチーム 

[実践目標] 

（１）感染防止対策の範囲内で、サークル活動・行事の充実を図る。 

（２）より良い活動が行えるようチーム員同士が助け合い、それぞれが責任を持って業務を遂行できる

ような環境づくりを行う。 

（３）感染対応時には、行事が中止になっても入居者様が楽しみをもって生活できるように、感染対策

をしっかり行った上で、可能な範囲内でサークル活動を計画する。 

[実 績] 

（１）感染防止のため、ユニットごとにレク活動を行うことが出来た。 

（２）より良い活動が行えるように、必要に応じて話し合いを設けた。 

（３）ユニットごとに輪投げ大会を開催し、楽しむことが出来た。 

 

 

環境チーム 

[実践目標] 

（１）施設内の環境を定期的に検証しながら、入居者様と職員にとって快適な環境づくりを行う。 

（２）環境物品の管理徹底。 

[実 績] 

（１）取り組むことが出来なかった。 

（２）消耗品は、欠品をおこさず取り組めた。その他物品では、使いたいときに無かった事もあり、負担

をかけた。 

 

 

防災対策チーム 

[実践目標] 

（１）避難訓練での技術の向上や万一災害が発生した場合、利用者様の安全を第一に行動ができる

ように訓練の実施に努める。 

（２）職員１人ひとりが避難及び防災用備品の備蓄場所等を把握できるよう努める。 

[実 績] 

（１）避難訓練を行い技術の向上や訓練流れ又、声を掛け合い利用者様の安全第一に努めることが

出来た。感染予防や蔓延予防の為延期等の状況なってしまった。 

（２）防災用備品の備蓄場所の確認を行い把握できるように努めることが出来た。 
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事 業 報 告 書  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護老人福祉施設 悠 和 荘 



1.　入居状況

3.　入居前状況

2022年度　悠　和　荘　入　居　者　状　況

2023年3月31日現在

入居定員 男 女 計

29人 8 21 29人

2．月別入退所状況

月
1日現在
入居者数

入居 退居

男 女 計 男 女 計

2022.4月 29人 1人 0人 1人 0人 1人 1人

5月 29人 0人 1人 1人 0人 1人 1人

6月 29人 2人 0人 2人 1人 1人 2人

7月 29人 0人 0人 0人 0人 0人 0人

8月 29人 0人 0人 0人 1人 0人 1人

9月 29人 0人 1人 1人 0人 0人 0人

10月 29人 0人 0人 0人 0人 0人 0人

11月 29人 0人 1人 1人 1人 0人 1人

12月 28人 1人 0人 1人 0人 1人 1人

2023.1月 29人 0人 1人 1人 1人 0人 1人

2月 28人 0人 1人 1人 0人 1人 1人

3月 29人 0人 0人 0人 0人 0人 0人

計 4人 5人 9人 4人 5人 9人 

入所先 医療機関 介護老人保健施設 グループホーム その他の施設 在宅

人数 0人 3人 0人 3人 3人 

割合 0% 33% 0% 33% 33%

　今年度も感染対策に主軸を置いた一年だった。職員の健康チェックと定期的な抗原検査に加えてショート利用時
の抗原検査を継続した結果、職員９名とショート利用者１名の新型コロナ陽性を検出し、施設内でのクラスター発生
を未然に防ぐことができた。
　重点目標として取り組んだICT機器の活用では、PCとタブレットを使用した各種専門職共通のデジタルケア記録を
導入して業務の効率化を進めた。
　今年度の新規入居者は９名で、入居率は９９．３％だった。平均介護度は４．３８で、空所後に新規入居する平均日
数は８．２日だった。ショートステイの利用率は８１．３％で、前年度より１．５％ほど上昇した。平均介護度は３．０で、
利用日数は７日未満が５２％を占めた。年間の新規利用者数は２８名だった。

総括
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4.退居理由 5.地区別

6.　要介護度状況

7.　在居期間

8.　年齢別

退居理由 死亡 南昌病院 他病院 定員 徳田他施設 煙山 不動

人員 8 1 0 29人 5人 15人 9人 

割合 89% 11% 0% 割合 17%

要介護度　1 要介護度　2 要介護度　3 要介護度　4 要介護度　5

4人 8人 

52% 31%

平均介護度： 4.38

0人 2人 9人 10人

計

男 0人 0人 1人 3人

21人 

計 0人 0人 3人 12人 14人 29人 

女 0人

割合 0% 0% 10% 41% 48% 100%

平均在居期間： 3年

１年未満 1～3年未満 3～5年未満 5～10年未満 10～15年未満 15年以上 計

男 3人 2人 2人 0人 0人 1人 8人 

女 3人 11人 4人 2人 1人 0人 21人 

計 6人 13人 6人 2人 1人 1人 29人 

割合 21% 45% 21% 7% 3% 3% 100%

69歳以下 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上 計 平均

男 0人 0人 1人 1人 2人

女 0人 0人 1人 3人 4人

4人 6人 

4人 8人 86.9歳

13人

89.8歳

21人 90.9歳

17人 全体29人 

58% 100%割合 0% 0% 7% 14% 21%

0

0%

計 0人 0人 2人 
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1.　入居状況 （定員：8人/日） 2023年3月 31日現在

男

女

計

2.　年齢別 （実人数）

3.　市町村別状況

4.　要介護度状況 （2022年度利用実人数） 】 】

5.　在居期間 （2022年度実人員） 　 日）

77人

177人

254人

100%

2022年度延べ人員 男 女 計

稼働率　: 81.4% 2,378人1,019人 1,359人

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

101人 90人 90人 108人 105人 92人 97人 73人 53人 61人 66人 83人 1,019人

99人 103人 96人 100人 109人 101人 125人 127人 128人 1,359人

200人 193人 186人 208人 214人 193人 214人 176人 191人

153人 110人 108人

69歳以下 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 計

3人 6人 27人 32人

2,378人

（平均年齢 83.6  歳）

90歳以上

222人 200人 181人

9人

55人

女 0人 4人 26人 18人 83人

男 0人

13% 18% 45%

46人

計 0人 7人 32人 45人 115人

21%

市町村名　 矢巾町 紫波町 盛岡市他 計

割合 0% 3%

2022年度実人数 228人 12人 14人 254人

割合 90% 5% 6% 100%

【要支援平均： 1.90 【要介護平均： 3.00

支援１ 支援2 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計

男 0人 2人 16人 7人 4人 33人 15人 77人

女 1人 9人 24人 49人 49人 27人 18人 177人

計 1人 11人 40人 56人 53人 60人 33人 254人

13% 100%

（平均利用日数 9.36

割合 0% 4% 16% 21%

割合

計

女

男

7～14日未満

24%21%

9%

24人

14人

※当該利用月において、１利用者が複数回利用した場合は利用の都度計上

2022年度　悠和荘短期入所事業実績

52%

132人

98人

34人

　７日未満

25%

64人

52人

12人 10人

14～21日未満

13%

32人

12人

20人

21～30日未満

100%

254人

177人

77人

計

1%

2人

1人

1人

30日以上
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○盛岡医療福祉スポーツ専門学校 ○北日本医療福祉専門学校　受け入れなし

介護実習延べ人数合計

主な協議事項
・入居者からの悠和荘に対する意見、要望への回答や対応策について
・前月の活動の振り返りや当該月の行事予定報告 ・各職種からの連絡事項など。

※感染症予防のため、毎月1ユニットずつ実施。

8人

9人

施設介護実習受け入れ状況(悠和荘)

延べ人数

2人 4人 

4人 

○岩手医科大学　看護学部　１年生

10月13日～10月14日 3人 6人 

2日 

8人 4人

2日

2人 

４月

2丁目ﾕﾆｯﾄ

7人

8人

６月 ７月

40人 

１２月

8人

3件 

１月 ２月

1件 0件 1件 2件 

6人

15件 

4件 

３月１０月 １１月

0件 

合計

2件 

7月5日

10月4日

0件 0件 1件 1件 

1月6日

2月7日

3月10日

9人

5月9日

2丁目ﾕﾆｯﾄ

8人

7人9月16日

11月8日

８月 ９月５月

2日 

5丁目ﾕﾆｯﾄ 実施日 5丁目ﾕﾆｯﾄ

入居者との意見交換会実施状況(悠和荘)

12月1日

6月2日

１丁目ﾕﾆｯﾄ

人　数　合　計

2日 2人 

3月13日～3月14日

実施日 １丁目ﾕﾆｯﾄ

8人

10月4日～10月5日

2日 2人 

入居者・利用者認定調査実施状況(悠和荘)

10月11日～10月12日 2日

人　数　合　計

8月25日～8月26日

実　習　期　間 実習日数 実人数 延べ人数

2人 

1人 

22人 

実　習　期　間 実習日数 実人数

ローテーション実習(1年、2年）

10月6日～10月7日

2日 

1人 2人 

4人 

8月30日～8月31日 2日 2人 4人 

4人 

8月23日～8月24日 2日 

18人 

3月8日～3月9日

1人 2人 

3月15日～3月16日 2日 
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１、入居者健康診断実施状況
　　実施月日 　　実施人数　　17名25 名
　　検査内容 血液一般・生化学・血糖
　　実施月日 　　実施人数　　17名24 名
　　検査内容 胸部レントゲン・心電図

2、入居者インフルエンザ予防接種実施状況
　　実施月日　　平成29年10月25日～11月10日 　　実施人数　　21名　　　　　　　　　　　29 名

3、入居者コロナワクチン予防接種実施状況
　　実施月日 　　実施人数　　21名　　　　　　　　　　　26 名
　　実施月日　 　　実施人数　　21名　　　　　　　　　　　25 名

4、第1回　職員健康診断実施状況

　　実施月日 2022年7月7日、12日
　　検査内容

胸部レントゲン・心電図・尿検査・視力検査・聴力検査 　　実施人数 　　3名
　　実施場所 血液検査　盛岡臨床検査センター

それ以外は南昌病院

　　実施月日 2022年9月～11月
　　検査内容 一般検診・Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎・ＨｂＡ１ｃ
　　実施場所 対がん協会　すこや館 　　実施人数 25 名

5、第2回　職員健康診断実施状況（夜勤従事者）
　　実施月日 2023年1月23日～26日
　　検査内容 　　実施人数 16 名

　　実施月日 2022年10月31日～11月15日 　　実施人数 29 名

　　実施月日 4回目　2022年7月27日 　　実施人数 3 名
　　2022年8月29日～9月16日 　　実施人数 25 名

5回目　2022年12月12日～15日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実施人数 29 名

4回目　2022年7月27日
5回目　2022年12月14日

2022年5月9日～12日

2022年12月8日

血液一般・生化学・血糖

2022年10月31日～11月6日

血液一般・生化学・血糖・血圧測定

悠和荘医務室業務実績報告

34歳以下

35歳以上

６、職員インフルエンザ予防接種状況

７、職員コロナワクチン予防接種実施状況
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6.1～6.2
6.22～6.24

ケアマネ更新研修
岩手県産業会館（産
ビル）

和野幸子

3.31
SARAYA感染症対策Weｂセミナー【介護施設・障がい者施設
編】

大畑大

10.7
令和4年度紫波郡在宅療養多職種連携
アドバンスケアプランニング研修会（オンライン研修）

悠和荘 井上正憲

2023.3.3

悠和荘 和野幸子

7.11

9.21～9.22
10.17～11.18
11.222

令和4年度岩手県認知症介護実践者研修
盛岡市勤労福祉会
館

ケアマネ更新研修（eラーニング） 悠和荘
井上正憲
高橋真由美

2022年度　外部研修参加状況

8.25～8.26
9.12～9.13

ケアマネ更新研修 アートホテル盛岡
井上正憲
高橋真由美

5.17～5.25
6.11～6.14

ケアマネ更新研修（eラーニング）

介護現場における生産性向上推進フォーラム【宮城会場】
（オンライン研修）

悠和荘 井上正憲

11.17

要介護高齢者等歯科保健サービス提供事業『口腔ケア実技研
修』
（講師：みちえ・やなぎさわ歯科　鈴木美智恵歯科医、歯科衛
生士2名)

悠和荘

井上正憲　澤里亜也子
千葉克明　高橋久美子
菊池久恵　和野幸子
戸来真由美　浅沼幸子

開催年月日 開催研修内容 開催場所 参加職員名

12.23 高橋久美子

悠和荘 井上正憲

8.12～8.21
8.27～8.31

12.1 相談員研修（入所調整等について）（オンライン研修） 志和荘 上山真希

介護施設職員のACPセミナー（オンライン研修） 悠和荘

岩手県福祉サービス運営適正化委員会
令和4年度福祉サービスの苦情を考えるセミナー

アイーナ　804会議室 井上正憲

9.16 リスクコミュニケーションと危機管理 マリオス（188会議室） 澤里亜也子
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5.12 敬愛会法人理念　法人基本計画について 悠和荘会議室 14名

12.～12.26
敬愛会オンライン研修【介護現場におけるハラスメント対策に
ついて】

各ユニットPCほか 29名

2.1～2.16
介護職員等医療的ケア継続研修【高橋看護師の指導の下、痰
吸引と経管栄養について実技研修を行った】

悠和荘会議室 15名

敬愛会オンライン研修【看取りケア・アドバンスケアプランニン
グをご存知ですか？】

各ユニットPCほか 29名

2023.1.4～1.31
敬愛会オンライン研修【感染症対策・長崎県の高齢者施設に
おけるクラスター対策支援の事例紹介】

2022年度　内部研修参加状況

開催年月日 開催研修内容 開催場所 参加職員名

悠和荘会議室 15名

8.25～9.13 敬愛会オンライン研修【プライバシー保護・接遇マナー】

29名

3.1～3.27
敬愛会オンライン研修【緊急時対応研修・緊急時の対応の基
礎知識、急変時の対応】

各ユニットPCほか 29名

11.1～11.30

9.1～9.30
敬愛会オンライン研修【行動・心理症状（BPSD）に着目した認
知症ケアのアプローチ】

各ユニットPCほか

各ユニットPCほか 29名

6.26～7.15 敬愛会オンライン研修【感染症、食中毒の予防に関する研修】

各ユニットPCほか 29名

6.6～6.25 敬愛会オンライン研修【虐待防止に関する研修】 各ユニットPCほか

各ユニットPCほか 29名

10.1～10.31 敬愛会オンライン研修【メンタルヘルスケアについて】 各ユニットPCほか

7.16～8.4 敬愛会オンライン研修【事故発生と再発予防に関する研修】 各ユニットPCほか

各ユニットPCほか 29名

29名

11.17 虐待防止研修【事例検討会】 悠和荘会議室 11名

敬愛会オンライン研修【身体拘束防止の基礎】

29名

8.5～8.24

29名

9.21～10.22
介護職員等医療的ケア継続研修【高橋看護師の指導の下、痰
吸引と経管栄養について実技研修を行った】
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悠和荘機能回復訓練実施状況  

月 

日  数 
入  居  者 短 期 入 居 者 計 

登 録 者 延 人 員 登 録 者 延 人 員 登 録 者 延 人 員 

年度 

2021 

年度 

2022 

年度 

2021 

年度 

2022 

年度 

2021 

年度 

2022 

年度 

2021 

年度 

2022 

年度 

2021 

年度 

2022 

年度 

2021 

年度 

2022 

年度 

2021 

年度 

2022 

4 
日 日 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 

20 18 29 29 103 99 33 22 227 200 62 51 330 299 

5 16 18 29 29 70 79 26 27 217 193 55 56 287 272 

6 16 20 29 29 74 98 27 35 196 186 56 64 270 284 

7 17 18 29 29 76 112 26 33 197 208 55 62 273 320 

8 17 18 29 29 83 120 15 33 150 214 44 62 233 334 

9 18 17 29 29 103 89 24 29 128 193 53 58 231 282 

10 20 15 29 29 90 108 28 34 189 222 57 63 279 330 

11 17 14 29 29 102 101 25 33 191 196 54 62 293 297 

12 19 20 29 29 104 90 27 26 220 181 56 55 324 271 

1 18 18 29 29 103 129 24 31 211 214 53 60 314 343 

2 16 18 29 29 74 117 23 27 203 178 52 56 277 295 

3 22 22 29 29 108 145 21 34 204 191 50 63 312 336 

計 216 216 348 348 1,090 1,287 299 364 2,333 2,376 647 712 3,423 3,663 

 

 

悠和荘災害対策委員会活動報告  
実 施 月 日 活   動   内   容 

4月 8日（木） 矢巾町防災関係に係る緊急点検（矢巾町防災安全室長、係長来荘） 

4月 20日（火） 第１回災害対策委員会会議 

６月２４日(木) 夜間想定避難訓練 

１０月７日(木) 土砂災害避難訓練 

１１月２５日(木) 日中想定避難訓練 

３月２９日(火) 第２回災害対策委員会会議 

5/31、9/26、

11/30、2/22 
荘内の防災備品（照明器具、発電機等）の点検 

   

 

悠和荘活動・行事実施状況  
１．交流行事 
 

※新型コロナウイルス感染症対策により交流行事は休止となりました。 

 

２．企画行事 

実 施 月 日 イベント名 内      容      等 

４月 28日 春のお食事会 お花見を実施後、各ユニットにてお弁当 
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4・5月 ドライブ 町内外をお花見等でドライブ実施 

6月 6日 チャグチャグ馬コ 悠和荘玄関前に来荘、 観賞と記念撮影 

7月 7日 流しそうめん 悠和荘ホールにて１．２．５丁目入居者・3丁目利用者参加 

8月 18日 
夕涼み会(すい

か割り) 
各ユニットにて１．２．5丁目入居者・3丁目利用者参加 

9月 15日 敬老会 悠和荘ホールにて記念品贈呈、各ユニットで食事会 

10月 13日 収穫祭(文化祭) 悠和荘畑の野菜収穫と調理 

11月 18日 干し柿作り 悠和荘畑の柿を収穫、柿棚で記念撮影 

12月 19日～21日 ゆず湯週間 ゆず湯を楽しむ 

１2月 25日 クリスマス会 各ユニットをサンタクロースが訪問してケーキを届ける 

１月 1日 元昼参り 悠和荘神社にてお参り、おみくじをひき今年の健康祈願 

１月 5日 みずき団子作り 各ユニットでみずき団子作り 

1月 12日 新年会 新年会のお祝いと食事会 

2月 3日 節分 各ユニットで豆まき 

3月 3日 ひな祭り 各ユニットでひな祭り会実施、雛壇との記念撮影 

●2019.11.18～ 新型コロナウイルス感染症対策のため外部からの慰問は中止継続。 

 

３．定期活動 

サークル活動名 実     施     日 

楽々サークル ※各ユニットごとに月 1回活動実施 

園芸サークル ※適宜活動実施 5月 14日、6月 26日、8月 8日、9月 29日、10月 16日   

 

４．ボランティア交流状況 

企  画  名 団     体     名 

敬 老 会 新型コロナウイルス感染症の予防のため、外部団体への活動の依頼なし 

南昌福祉の里文化祭 新型コロナウイルス感染症の予防のため、外部団体への活動の依頼なし 

悠和荘花壇作り作業全般 南昌やまゆりの会の皆様  （５月から１０月まで随時実施） 

 

 

悠和荘運営推進会議  実施状況  
 

2022年 6月・9月・12月・2023年 3月に会議の開催を予定していたが、新型コロナウイルス感染症の予防の

ため、開催を見合わせることとした。 

運営推進会議委員の 3名【矢巾町役場・健康長寿課長、南昌行政区長、南昌やまゆりの会長】へ、議題として

予定していた資料を送付した。 
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<調理レク実施状況> 2022年度 悠和荘の入居者・ショートステイ利用者と一緒に調理レクを実施 

月日 場所 おやつ 月日 場所 おやつ 

4.6 2丁目 ジャムパン 9.27 5丁目 スイートポテト 

4.11 1丁目 パンケーキ 10.4 1丁目 さつまいものスフレ 

4.19 5丁目 ドーナツ 10.5 2丁目 どら焼き 

4.25 3丁目 抹茶ババロア 10.17 3丁目 がんづき 

5.10 2丁目 ドーナツ 10.25 5丁目 さつまいもの茶巾絞り 

5.18 1丁目 ピザ 11.4 3丁目 パンプキンパイ 

5.23 3丁目 もものムースケーキ 11.22 1丁目 ロールケーキ 

5.31 5丁目 プリンアラモード 11.24 2丁目 ショートケーキ 

6.15 3丁目 ドーナツ 11.29 5丁目 チョコバナナケーキ 

6.17 1丁目 黒ゴマミルクプリン 12.2 2丁目 うすやき 

6.27 2丁目 まるごとバナナ 12.6 1.2丁目 ケーキ 

6.28 5丁目 甘納豆と抹茶のケーキ 12.6 1丁目 ケーキ 

6.29 2丁目 さくらんぼ 12.8 5丁目 ケーキ 

7.5 2丁目 わらびもち 12.9 3丁目 ケーキ 

7.8 1丁目 アイス 12.13 5丁目 芋の子汁 

7.8 2丁目 アイスとマクドナルド 12.20 1丁目 ピザ 

7.15 1丁目 水ようかん 12.21 3丁目 アップルパイ 

7.19 5丁目 ショートケーキ 1.10 1丁目 スイートポテト 

7.25 3丁目 ジャムパン 1.13 2丁目 茶巾絞り 

7.27 3丁目 大判焼き 1.20 3丁目 わらびもち 

8.9 2丁目 かき氷 1.24 5丁目 ぜんざい 

8.10 2丁目 かき氷 2.6 3丁目 いちごのレアチーズケーキ 

8.16 5丁目 コーンマヨパン 2.7 1丁目 いちごのレアチーズケーキ 

8.22 3丁目 どら焼き 2.20 2丁目 ロールケーキ 

8.23 1丁目 プリンアラモード 2.21 5丁目 パンケーキ 

8.24 3丁目 かき氷 3.1 2丁目 ショートケーキ 

8.25 5丁目 かき氷 3.2 3丁目 もものムースケーキ 

9.2 2丁目 南瓜プリン 3.28 5丁目 いちごのレアチーズケーキ 

9.6 1丁目 黄桃のブラマンジェ 3.29 1丁目 いちごのババロア 

9.20 3丁目 ピザ 2022年度実績 調理レク 59回 
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＜おやつ作り実施に関する所感＞ 

・入居者が普段の給食で食べられないものや、季節を感じる食べ物を提供できた。 

・おやつの提供時、危険のないよう食形態に配慮し、誤嚥・窒息等の事故もなく提供できた。 

・ショートステイの利用者に特に喜んでもらえた。調理の失敗もなく提供できた。 

・介護度が高いユニットでは入居者の作業なしでも栄養士がおやつを作っている様子を見てもらうことで喜

んでもらうことができた。 

 

＜2022 年度 研修会 開催・参加状況＞ 

開催月日 開催内容 

9月 16日 
リスクコミュニケーションと危機管理【講師】 

東京理科大学薬学部 教授 堀口 逸子 氏 

 

＜入居者の栄養管理について＞ 

・現在の食事提供は長期入居者で普通食 5 名、刻み食 17 名、ムース食 1 名、施設栄養ケア食 3 名、経管

栄養 1 名で、刻み食・ムース・栄養ケア食などの口腔・嚥下機能に対応した食事提供が半数以上を占め

ている。また、施設購入でのケア食も開始し栄養状態の改善・ターミナル期からの回復をする入居者 1 名

いた。 

・通常の食事を摂ることが困難な入居者 9 名に対して栄養補助食品を使用し、ご本人の食事負担を軽減し

低栄養になるリスクを減らしている。 

・給食から提供される食事以外にも広範囲の対応に応える為、施設での栄養ケア食を継続中。 

・経口維持加算算定者で、多職種連携により 1名の入居者が栄養状態改善され、皮膚状態も改善された。 

 

＜LIFE について＞ 

・科学的介護情報システム（LIFE）の活用により、業務量が増えたが業務の効率化を同時進行で行ったため、 

 滞りなく対応することができた。今後は厚生労働省のフィードバックをもとに改善点がある場合は対応して

いきたい。 
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◎ユニット別業務報告  
 

１丁目ユニット 

 
[目標 ] 

(1) 入居者及び家族の意向に寄り添ったケアを提供する。 

(2) こまめに情報共有、意見交換を行い、ケアの統一ができるように努める。 

(3) スタッフの知識及び技術向上をめざし、事故防止に努める。 

[評価 ] 

 

(1) 入居者との関わりを多くもちながら、カンファレンス時の家族の意向も確認し、入居者様の状態に

合わせたケアを提供できた。来年度はコロナウイルスとの状況も考慮しながら入居者様の気分転換に

なるように外出を計画してきたい。 

(2) 月 1 回ミーティングを開催することができた。入居者の普段の状況や小さな変化など情報共有に

努め、スタッフ一人ひとりが意見を出し合い、ケアの統一に努めた。  

(3) 月 1 回のミーティングではユニットで起こった事故報告やヒヤリハットについて再確認し再発防止

につなげるようにした。他、ヒヤリハット事例検討、スピーチロックへの取り組みを話し合い、スタッフの

意識向上につなげた。 

 

 

２丁目ユニット 
[目標 ] 

(1) 入居者様及び御家族の意向をケアに反映させる。 

(2) 知識、技術の向上を目指し専門職としての自覚を持つ。 

(3) 職員間の情報共有、連携を密にし、入居者様の状態に合わせたケアを行う。 

 

［評価］  

(1) 面会制限がある中、ご家族の意向を聞くことが難しかったが、入居者の意見要望を普段のケアを

行いながら聞き取り、反映することが出来た。 

(2) ユニットミーティングを通じ職員間でケアの内容について学び合うことが出来た。  

(3) ユニット内だけでなく、他部署とも情報共有をすることが出来た。  

 

 

３丁目ユニット 

 

［目標］  

(1) 介護職、他職種との報告・連絡・相談をしっかり行う。また、職員一人ひとりが意見を出し合い、

相談しやすい環境をつくるとともに利用者様の小さな変化にも早い対応をし、笑顔で安全に生活でき

るよう援助する。 

(2) 利用者様のニーズを適切に抽出し、ケアプランに沿って、寛ぎを感じられるサービスを提供でき

るよう支援する。 

(3) ケアソフトを円滑に活用できるような取り組みを行い利用者様のケアに結び付ける。 
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［評価］  

(1) 月一回のユニットミーティングを実施し意見交換を行い、利用者が安心して生活出来るよう支援

に努めた。また、日々の状態変化時はその都度、ケアマネに報告相談を行うことが出来、御家族とも

情報共有を行う事が出来た。来年度も施設での生活の様子を細かい所までご家族とケアマネと情報

共有し安心して生活出来るよう努めていきたい。 

(2) 利用者の思いと御家族の思いを理解し支援するよう努力出来た。 

(3) ケアソフトを使用し始め、マニュアルを作成し何度も使用方法の勉強会を実施した。 

ユニットスタッフ全員で２４ｈシートを作成し利用者の生活スタイルを理解する事が出来た。  

 

 

５丁目ユニット 

 
[目標 ] 

 

(1) 入居者及び家族の気持ちに寄り添ったケアを提供する。 

(2) 介護職、他職種との報告、連絡、相談をしっかり行い、事故防止に努める。 

(3) スタッフ同士の情報共有、密に意見を出し合いながら日々変化する入居者の状態に合わせた

ケアを行う。 

  

［評価］  

(1)(2) 毎月のユニットミーティングでは、各担当ケースのスタッフから入居者さんの状態の報告や改善

策の話し合いを行い、ケアの統一ができるように努めた。常に入居者に目を配りながら状態観察を行

い、出来るだけ一人ひとりに合ったケアを行ったと思う。ヒヤリハットの事例検討会・スピーチロックの検

討会はミーティングの限られた時間の数分間しか行えない時があったので事前に各職員から検討内

容を記入してもらうことによってスムーズに行う事が出来た。  

(3) 状態の変化を見逃さず、対応出来たと思う。事故やヒヤリハット報告が多かったと思うので利用者

の状態に合わせたケア・統一したケアをスタッフ間で常に話し合い、支援していきたいと思う。 

ケアソフト導入によって、記録の大切さを学ぶ事ができた。  
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２０２２年度 
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幼保連携型認定こども園 

こずかたこども園 
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０歳児 １歳児 ２歳児
（満３歳児含む）

３歳児 ４歳児 ５歳児 計

先月在籍児童数 0 1 2 1 4
新入児童数 0 1 0 0 1 男児 64名

女児 39名
計 0 2 2 1 5 世帯数 87世帯

先月在籍児童数 1 14 17 16 19 19 86
新入児童数 4 4 1 3 0 0 12 矢巾町 88名

紫波町 12名
計 5 18 18 19 19 19 98 盛岡市 1名

5 18 18 21 21 20 103 その他 2名
先月在籍児童数 0 2 2 1 5
新入児童数 0 0 0 0 0 男児 65名

先月退園児童数 0 0 0 0 0 女児 40名
計 0 2 2 1 5 世帯数 89世帯

先月在籍児童数 5 18 18 19 19 19 98
新入児童数 2 0 0 0 0 0 2 矢巾町 89名

先月退園児童数 0 0 0 0 0 0 0 紫波町 13名
計 7 18 18 19 19 19 100 盛岡市 1名

7 18 18 21 21 20 105 その他 2名
先月在籍児童数 1 2 2 1 6
新入児童数 0 0 0 0 0 男児 65名

先月退園児童数 0 0 0 0 0 女児 40名
計 1 2 2 1 6 世帯数 89世帯

先月在籍児童数 7 18 17 19 19 19 99
新入児童数 1 0 0 0 0 0 1 矢巾町 90名

先月退園児童数 0 1 0 0 0 0 1 紫波町 12名
計 8 17 17 19 19 19 99 盛岡市 1名

8 17 18 21 21 20 105 その他 2名
先月在籍児童数 1 2 2 1 6
新入児童数 0 0 0 0 0 男児 66名

先月退園児童数 0 0 0 0 0 女児 40名
計 1 2 2 1 6 世帯数 89世帯

先月在籍児童数 8 17 17 19 19 19 99
新入児童数 1 0 0 0 0 0 1 矢巾町 88名

先月退園児童数 0 0 0 0 0 0 0 紫波町 13名
計 9 17 17 19 19 19 100 盛岡市 3名

9 17 18 21 21 20 106 その他 2名
先月在籍児童数 1 2 2 1 6
新入児童数 1 0 0 0 1 男児 65名

先月退園児童数 0 0 0 0 0 女児 42名
計 2 2 2 1 7 世帯数 88世帯

先月在籍児童数 9 17 17 19 19 19 100
新入児童数 2 0 0 0 0 0 2 矢巾町 88名

先月退園児童数 0 0 2 0 0 0 2 紫波町 15名
計 11 17 15 19 19 19 100 盛岡市 2名

11 17 17 21 21 20 107 その他 2名
先月在籍児童数 2 2 2 1 7
新入児童数 0 0 0 0 0 男児 66名

先月退園児童数 0 0 0 0 0 女児 41名
計 2 2 2 1 7 世帯数 88世帯

先月在籍児童数 11 17 15 19 19 19 100
新入児童数 0 0 1 0 0 0 1 矢巾町 88名

先月退園児童数 0 0 1 0 0 0 1 紫波町 15名
計 11 17 15 19 19 19 100 盛岡市 2名

11 17 17 21 21 20 107 その他 2名

市町村内訳

在籍総児童数

9月

１号
認定

男女別・世帯数

２･３
号
認定

市町村内訳

在籍総児童数

在籍総児童数

6月

１号
認定

男女別・世帯数

２･３
号
認定

市町村内訳

在籍総児童数

男女別・世帯数

２･３
号
認定

市町村内訳

在籍総児童数

２･３
号
認定

市町村内訳

園 児 入 所 状 況

　２０２２年度は、１号認定児５名、２・３号認定児98名の計103名でのスタートとなった。１号認定児は、定員６名
に対し年間平均7.08人（前年比△0.92人、88.5％）、２・３号認定児は、定員100名に対し年間平均100.9人（前
年比△0.92人、99.1％）となり、１号認定児、２・３号認定児とも定員では上回ったが、全体として昨年度より減少
傾向となっている。なお、入所延べ人数を市町村別でみると、矢巾町が前年比95.0％であるのに対し、紫波町
は141.9％と大幅に増加している。

< 総　括 >

5月

１号
認定

男女別・世帯数

2022年度 こずかたこども園

4月

１号
認定

7月

１号
認定

男女別・世帯数

２･３
号
認定

市町村内訳

在籍総児童数
男女別・世帯数

２･３
号
認定

8月

１号
認定
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０歳児 １歳児 ２歳児
（満３歳児含む）

３歳児 ４歳児 ５歳児 計2022年度 こずかたこども園

先月在籍児童数 2 2 2 1 7
新入児童数 0 0 0 0 0 男児 68名

先月退園児童数 0 0 0 0 0 女児 42名
計 2 2 2 1 7 世帯数 90世帯

先月在籍児童数 11 17 15 19 19 19 100
新入児童数 2 1 0 0 0 0 3 矢巾町 90名

先月退園児童数 0 0 0 0 0 0 0 紫波町 16名
計 13 18 15 19 19 19 103 盛岡市 2名

13 18 17 21 21 20 110 その他 2名
先月在籍児童数 2 2 2 1 7
新入児童数 0 0 0 0 0 男児 68名

先月退園児童数 0 0 0 0 0 女児 43名
計 2 2 2 1 7 世帯数 90世帯

先月在籍児童数 13 18 15 19 19 19 103
新入児童数 1 0 0 0 0 0 1 矢巾町 91名

先月退園児童数 0 0 0 0 0 0 0 紫波町 16名
計 14 18 15 19 19 19 104 盛岡市 2名

14 18 17 21 21 20 111 その他 2名
先月在籍児童数 2 2 2 2 8
新入児童数 0 0 0 0 0 男児 68名

先月退園児童数 0 0 0 0 0 女児 43名
計 2 2 2 2 8 世帯数 90世帯

先月在籍児童数 14 18 15 19 19 18 103
新入児童数 0 0 0 0 0 0 0 矢巾町 91名

先月退園児童数 0 0 0 0 0 0 0 紫波町 16名
計 14 18 15 19 19 18 103 盛岡市 2名

14 18 17 21 21 20 111 その他 2名
先月在籍児童数 3 2 2 2 9
新入児童数 0 0 0 0 0 男児 68名

先月退園児童数 0 0 0 0 0 女児 43名
計 3 2 2 2 9 世帯数 90世帯

先月在籍児童数 14 18 14 19 19 18 102
新入児童数 0 0 0 0 0 0 0 矢巾町 90名

先月退園児童数 0 0 0 0 0 0 0 紫波町 16名
計 14 18 14 19 19 18 102 盛岡市 3名

14 18 17 21 21 20 111 その他 2名
先月在籍児童数 3 2 2 2 9
新入児童数 0 0 0 0 0 男児 68名

先月退園児童数 0 0 0 0 0 女児 42名
計 3 2 2 2 9 世帯数 89世帯

先月在籍児童数 14 18 14 19 19 18 102
新入児童数 0 0 0 0 0 0 0 矢巾町 89名

先月退園児童数 0 1 0 0 0 0 1 紫波町 16名
計 14 17 14 19 19 18 101 盛岡市 3名

14 17 17 21 21 20 110 その他 2名
先月在籍児童数 3 2 2 2 9
新入児童数 0 0 0 0 0 男児 68名

先月退園児童数 0 0 0 0 0 女児 42名
計 3 2 2 2 9 世帯数 89世帯

先月在籍児童数 14 17 14 19 19 18 101
新入児童数 0 0 0 0 0 0 0 矢巾町 89名

先月退園児童数 0 0 0 0 0 0 0 紫波町 16名
計 14 17 14 19 19 18 101 盛岡市 3名

14 17 17 21 21 20 110 その他 2名

男女別・世帯数

２･３
号
認定

市町村内訳

在籍総児童数

3月

１号
認定

男女別・世帯数

２･３
号
認定

市町村内訳

在籍総児童数

男女別・世帯数

２･３
号
認定

市町村内訳

在籍総児童数

12月

１号
認定

男女別・世帯数

２･３
号
認定

市町村内訳

在籍総児童数

市町村内訳

在籍総児童数

男女別・世帯数

２･３
号
認定

市町村内訳

在籍総児童数

10月

１号
認定

男女別・世帯数

２･３
号
認定

2月

１号
認定

11月

１号
認定

1月

１号
認定
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4
5
6
7
8
9
10
11
12
1
2
3
計

4
5
6
7
8
9
10
11
12
1
2
3
計

4
5
6
7
8
9
10
11
12
1
2
3
計

4
5
6
7
8
9
10
11
12
1
2
3
計
　年間実利用人数　２人

0 0 0 0 9 32
0 0

0 0 1 2 0 0 8 30
0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0

0 0 0 0 1 2
1 3

0 0 0 0 0 0 1 2
1 3 0 0 0 00 0 0 0 0 0

0 0 0 0 1 4
1 5

0 0 0 0 0 0 1 4
1 5 0 0 0 00 0 0 0 0 0

0 0 0 0 1 6
1 5

0 0 0 0 0 0 1 6
1 5 0 0 0 00 0 0 0 0 0

0 0 0 0 1 3
0 0

0 0 0 0 0 0 1 3
0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0
2 4

0 0 0 0 0 0 0 0
1 2 0 0 0 00 0 1 2 0 0

0 0 0 0 0 0
実人数 延べ人数

0 0 0 0 0 0 0 0
実人数 延べ人数 実人数 延べ人数 実人数 延べ人数実人数 延べ人数 実人数 延べ人数 実人数 延べ人数

休日保育利用実績

月 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計

13 8 8 221 302
　年間実利用人数　８２人

18
58 82 68 95 47 73 27 31 13

0 2 2 0 0 11
1 12 14

2 2 2 3 5 11 0
0 2 2 0 0 1

0 0 0 14 18
6 8 3 3 0

47
5 6 3 3 5 8 1 1 0

5 4 4 3 3 35
0 34 44

8 11 9 15 7 9 4
8 7 9 2 2 0

1 3 3 23 28
10 12 9 13 6

29
4 6 8 10 6 7 1 1 1

1 0 0 0 0 17
0 19 26

5 7 7 12 4 9 1
3 2 2 0 0 0

1 1 1 19 28
6 10 8 11 3

11
7 13 4 4 4 7 2 2 1

3 1 1 0 0 9
0 18 28

2 2 1 2 2 3 3
4 3 4 2 2 0

0 0 0 10 11
2 4 9 14 2

延べ人数

1 1 5 5 3 4 1 1 0
延べ人数 実人数 延べ人数 実人数 延べ人数 実人数

４歳児 ５歳児 計
実人数 延べ人数 実人数 延べ人数 実人数 延べ人数 実人数

1 3
　年間実利用人数　１人

病児保育事業【体調不良児対応型】利用実績

月 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児

0 0 0 0 0 01 3 0 0 0 0
0 0 0 0 1 3

0 0
1 3 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0
実人数 延べ人数 実人数 延べ人数

0 0 0 0 0 0

５歳児 計
実人数 延べ人数 実人数 延べ人数 実人数 延べ人数 実人数 延べ人数

月 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児
実人数 延べ人数

一時預かり事業【一般型】利用実績

175 12 64 181,393 133 26 0
　年間実利用人数　４８人

3 0 24
0 332

22 0 172
29 337 140
0 0 10 137 11 13

3 5 0
0 0

6

1,995

0 25 154
2 18 14 123 15 171

0 33

19 1
14 1 4 2

0 35

153
1 17 10 116 11 3 0

1 0
164

3 17 14 111 14 19 1 5 1
6 1 2 0 0 26

0 35 164
4 39 11 106 9 11 1

22 0 0 2 2 0
2 0 0 29 175

4 34 12 106 17

125
3 34 12 121 11 14 1 4 2

3 0 0 0 0 20
0 29 205

3 33 11 81 5 8 1
9 2 10 2 3 0

0 0 0 28 203
3 35 13 148 9

157
2 40 14 143 11 16 1 4 0

0 3 5 0 0 25
0 23 152

2 36 9 101 11 15 0
15 0 0 2 3 0

延べ人数 実人数 延べ人数 実人数 延べ人数

2 34 10 100 9

計

実人数 延べ人数 実人数 延べ人数 実人数 延べ人数 実人数 延べ人数 実人数

特別保育事業実施報告
こずかたこども園

延長保育事業【短・標準時間】利用実績

月
前延長

(7:00～8:30)
１時間

１時間
(２回まで)

２時間
２時間

(２回まで)
２４時間延長
(18:00～7:00)
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行 事 実 施 報 告 

実 施 日 行 事 名 内    容    等 

4月 

18～22日 

畑づくり こずかたランドの畑の周りの草取りなどを以上児で行ない、夏野菜などを

植える準備を行なった。 

4月 22日 誕生会 ４月の誕生児のお祝いをした。 

4月 27日 じゃがいも・夏野菜植え

（5歳児） 

じゃがいもの栄養素について食育指導を受けたあと生長に興味を持ち、

種芋を植えた。 

4月 28日 子どもの日のお祝い会 子どもの日の由来を知り、３.４歳児の代表の子ども達と５歳児の子ども達

がそれぞれ熊に扮した職員との相撲を楽しんだ。 

5月 12日 さつまいも・夏野菜植え さつまいもや夏野菜(ピーマン、ナス、キュウリなど)をこずかたランドや、え

ここファームに植えた。 

5月 16日 バケツ田んぼづくり こずかたランドに準備したバケツに土や肥料、水を入れてかき混ぜて稲

田んぼの準備をした。 

5月 20日 尿検査 尿検査を行ない、健康状態を把握した。 

5月 25日 内科検診 成長発達の他、皮膚状態や姿勢などを見ていただき、再受診などを勧め

ていただく。経過観察中のお子さんの成長を見ていただく。 

5月 26日 ５月の誕生会 ５月の誕生児のお祝いをした。 

5月 27日 尿検査(再検査) １回目の尿検査に体調不良等での欠席で検査ができなかった子ども達

の成長を記録し、健康状態を把握した。 

お米の苗を植えよう お米の生長の仕方を知り、自分たちで用意したバケツ田んぼにお米の収

穫を楽しみに稲を植えた。 

6月 3日 歯のおはなし 歯を丈夫にするための良い食品を知り、歯の大切さや正しい磨き方を知

った。 

6月 6日 チャグチャグ馬コ前祝い

祭 

チャグチャグ馬コを見たり実際に触れてみた。(ケアセンター南昌駐車場) 

6月 8日 歯科検診 歯の状態を把握し、虫歯の有無をチェックしご指導をいただいた。 

6月 9日 矢巾町人権啓発事業

「人権の花」贈呈 

社会福祉法人新生会ワークセンターむろおかの利用者の方が育てたお

花をいただく。 

6月 10日 親子レク(４.５歳児) ４.５歳児の保護者をお呼びし、盛岡勤労福祉センターでリレーや親子で

ふれあい遊びゲームなどを楽しみ、子どもたちの成長を感じた。 

6月 23日 ６月の誕生会 ６月の誕生児のお祝いをした。 

6月 29日 プール開き 水遊びの約束事を知り、水遊びに期待が持てるように勧める。 

7月 7日 七夕誕生会 ７月の誕生児のお祝いをした。また、七夕の由来を物語で知った。 

7月 12日 夏まつり(全園児対象) 子どもたちと職員で夏まつりにちなんだ遊びを楽しみ、給食は夏まつりに

ちなんだメニューを縦割りグループで一緒に食べ、楽しい時間を過ごし

た。 

7月 

19日～22日 

保育参観週間(５歳児) 子どもたちの日常の様子を見ていただき、成長した姿を見ていただい

た。 

7月 26日 矢巾町巡回相談 矢巾町発達支援コーディネーターが来園し、子ども達の様子を見ていた

だき、これからの保育についての方向性のアドバイスをいただいた。 

7月 29日 じゃがいも掘り カレークッキングに向けて、育てたじゃがいもの収穫をした。カレークッキ

ングへの期待を持ちながら、頑張って掘った。 
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実 施 日 行 事 名 内    容    等 

8月 4日 ８月の誕生会 ８月の誕生児のお祝いをした。 

8月 23日 じゃがいも掘り カレークッキングに向けて、育てたじゃがいもの収穫をした。カレークッキ

ングへの期待を持ちながら、頑張って掘った。 

8月 29日 大根の種蒔き 大根の生長を楽しみにしながら、こずかたランドの畑に種まきをした。 

9月 6日 運動会総々練習 

(以上児のみ) 

運動会に向けて３.４.５歳児で本番と同様に練習をした。 

9月 9日 運動会総練習 

 

運動会に向けて本番と同様に全体練習をした。 

9月 17日 第４回 運動会 色々な競技に意欲的に参加し、最後まで頑張る気持ちを持った。 

9月 21日 お月見誕生会 ９月の誕生児のお祝いをした。お月見の由来を知った。 

9月 26日 いわて幼児教育センター 

巡回相談 (４歳児) 
岩手県幼児教育センターの巡回。クラス運営について助言をいただく。 

稲刈り（５歳児） 生長した稲を自分たちで収穫し、おにぎりパーティーへの期待を持った。 

9月 30日 盛岡中央消防署見学 

(５歳児) 

盛岡中央消防署に出かけ特別車両に実際に乗ったり、消防士の仕事風

景を見たり、消火活動の仕方や子どもたちができる事などを学んだ。 

10月 5日 どんぐり拾い(４.５歳児) 森が丘児童公園に行き、どんぐり拾いをした。 

10月 6日 ことばの観察会（５歳児） 言葉の発達状況を把握し、助言をいただいた。 

10月 19日 さつま芋掘り（４・５歳児） こずかたランドでさつま芋掘りをし、大小さまざまなさつま芋を掘るたびに

歓声をあげて大喜びだった。 

10月 24日 巡回相談 子ども達の様子を見ていただきながら、これからの保育についての方向

性のアドバイスをいただいた。 

10月 25日 焼き芋大会 収穫したさつまいもをこずかたランドで焼いて食べた。 

10月 26日 内科検診(全園児) 体の発達や成長の様子を記録し、健康状態を把握した。 

10月 27日 10月の誕生会 10月の誕生児のお祝いをした。 

10月 28日 あにわっこ巡回指導 支援の必要な児の様子を見ていただきながら、これからの保育について

の方向性のアドバイスをいただいた。 

10月 31日 絵本のひろば(未就園児

とその保護者・２歳児) 

未就園児親子を園に招待し、子育て支援センターの職員の方による絵

本の読み聞かせ、２歳児の子どもたちは、歌をうたい交流を持ったりゲー

ム遊びをした。また、子育てについての疑問などにお答えした。 

ハロウィンパーティー ハロウィンのお祭りについて知り、園内で楽しむ。スペシャルゲストが来園

し、楽しいひとときを過ごした。ケアセンター南昌内の職員の方々より沢

山お菓子をいただいた。 
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実 施 日 行 事 名 内    容    等 

11月 

1・2・8～10日 

保育参観週間 

(０～４歳児) 

子どもたちの日常の様子、成長した姿を見ていただいた。 

11月 10日 アナウンサーによる絵本の

読み聞かせ(５歳児) 
やはパークにて IBC アナウンサーによる絵本の読み聞かせやリズム遊び

などのイベントに参加した。 

11月 11日 クリスマスツリーの飾

りつけ 

田園ホールに出かけ手作りクリスマスリースの飾りつけに行った。 

11月 15日 七五三誕生会 11月の誕生児のお祝いをした。七五三の由来を知った。 

11月 25日 お楽しみ会総練習 おたのしみ会に向けて、３.４.５歳児がこども園ホールで総練習を

した。 

12月 1日 光のページェント点灯

式(４.５歳児) 

矢幅駅東口で行われた交通安全運動の行事に参加し、歌や啓発に向

けての呼びかけをした。 

12月 3日 第４回 お楽しみ会 歌やお遊戯などを保護者の皆さんへ発表し、成長した姿を見ていただい

た。 

12月 9日 おにぎりパーティー 収穫した稲が玄米になるまでの作業を体験し、おにぎり作りを楽しんだ。 

12月 23日 クリスマス誕生会 12 月の誕生児のお祝いをし、クリスマスの由来などを知った。各クラスの

お遊戯を発表し合い、楽しい時間を過ごした。 

12月 26日 門松作り(４.５歳児) 門松の由来を知り、楽しく季節の花を飾り、４.５歳児それぞれクラスでひと

つの大きな門松作りに挑戦。新年を迎える準備をした。 

12月 28日 年末の挨拶 年末年始の安全な過ごし方を知った。 

1月 5日 年始集会 楽しかった思い出を話し、新年を迎えたことについて知った。その後、正

月遊びを楽しんだ。 

1月 13日 みずき団子づくり みずき団子の由来を知り、紙粘土を団子に見立てみずきの木に飾った。 

1月 20日 親子劇場 こども園ホールで人形劇鑑賞し、楽しい時間を過ごした。 

1月 21日 生活発表会(未満児) 生活発表や歌・お遊戯を保護者の皆さんへ発表し、成長した姿を見てい

ただいた。 

2月 3日 節分 矢巾町商工会議所青年部の方が鬼に扮して子ども達の前に登場して、

心の悪い鬼を退治するよう約束をした。 

2月 28日 新入園児面接 来年度入園予定の親子を対象にこども園の説明をし、個別面接をして健

康状態や成長の様子を教えていただいた。入園に期待を持っていただ

けるように対応した。 

3月 3日 雛まつり 雛まつりについて知り、お祝いをした。 

3月 10日 お別れ会 年長児に沢山お世話してもらった感謝の気持ちを込めて、お遊戯や歌を

うたいプレゼントを贈った。 

3月 17日 修了式 成長したことを認め合い、来年度に期待を持ち、退園する友達とのお別

れ会をした。 

3月 21日 第４回 卒園式 卒園する子ども達をみんなでお祝いした。 

※こずかたランドで、さつま芋・かぼちゃ・ニンジン・じゃが芋・大根                

えここファームで、きゅうり・トマト・ナス・ピーマン・プチトマト・玉ねぎ、 

保育室でラディッシュを栽培した。 
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特色ある活動実施報告  

活  動  名  
実施  

回数  
内   容   等  

フラワーフレンド  

（３～５歳児）  
9 回  

・個々の花器に、季節の花を自由に飾ることを楽しむ。  

・草花に興味を持ち門松作りを楽しむ。（12 月）  

運動遊び  

（３～５歳児）  
10 回  

・全身運動の基礎を学び、体を動かす楽しさを知る。  

・色々なゲームに触れ、ルールのある遊びを楽しむ。  

英語で遊ぼう  

（４・５歳児）  
7 回  

・英語講師のもと、英語の歌や簡単な挨拶、会話の仕方に触

れる。またゲームなどにも挑戦する。  

英語で遊ぼう  

（３歳児）  
4 回  ・英語講師のもと、遊びながら英語に触れ慣れ楽しむ。  

※新型コロナウイルス感染症感染拡大防止等のため途中 (７月～９月 )、外部講師によ

る活動を中止し、担任による活動とした。  

 

交通安全・防犯指導実施報告  

実施日  指導のねらい 実   施   内   容  備  考  

4 月 13 日  

・登降園の仕方を知る。 

･駐車場の使い方を知

る。  

・自動車の乗降の仕方、駐車場での

自動車の安全な乗降を知る。  
 

5 月 19 日  

・歩道の歩き方を知る。 

･信号機の見方や種類

を知る。  

・歩道の歩き方、信号の見方や信号

のない横断歩道の歩き方につい

て実践指導を行なった。  

 

6 月 17 日  
･天気の悪い日の歩き

方を知る。  

・実際に雨具を使用し、使い方を知

る。  
 

7 月 28 日  
･不審者対応について

知る。  

・不審者対応や、子どもたちの避難

の仕方などを各クラスで確認し

た。  

 

8 月 8～  

10 日  

・「いかのおすし」の意

味を知る。  

･混雑時の危険につい

て知る。  

・長期休みの過ごし方について「い

かのおすし」の意味を知らせ、防

犯について確認し、自分の命は自

分で守ることの意味を知らせた。 

新 型 コ ロ ナ ウ

ィ ル ス 感 染 症

の 拡 大 に よ り

ク ラ ス 毎 で 行

なった。  

9 月 29 日  

･横断歩道の渡り方と

道路の危険について

知る。  

・横断歩道の渡り方や道路の危険に

ついて話を聞く。  

・以上児は集会に

参加  

・未満児は各クラ

スで実施  

10 月 14 日  

 

･交通ルールの大切さ

を知る。  

・散歩の中で道路の歩き方を確認

し、道路の安全な歩き方や信号の

見方を確認した。  

 

11 月  

1～9 日  

･道路の安全な渡り方

を知る。  

・交通ルールを確認し、安全な道路

の歩き方について確認した。  
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実施日  指導のねらい  実   施   内   容  備  考  

12 月 16 日  

･年末年始の様々な事

故を知り、安全につい

て学ぶ。  

・保護者と一緒に行動をすること

や、繁華街での安全な行動を子ど

も達と話し合いながら指導した。 

紫波警察署員

依頼  

1 月 27 日  
･冬季間の交通安全に

ついて知る。  

・「防寒具の身につけ方、雪道の歩

き方」について実践しながら冬道

の安全な歩き方を確認した。  

 

 

2 月  

13～17 日  

･防犯と交通安全のル

ールやマナーについ

て学ぶ。  

・進級に向けて「防犯・交通安全意

識」を高めた。  

・講話教材による指導  (4 歳児以下 ) 

 

3 月 24 日  

･交通ルールの遵守  

･１年間の活動を振り

返り、命を守ることの

大切さを確認する。  

・一年の振り返りとして矢巾町交通

安全指導隊各クラスで実践指導

を行なった。  

矢巾町交通安

全指導隊によ

る指導と 5 歳

児は道路での

実地指導  

 

 

ボランティア及び実習生受入報告  

団体名・人数  期   間  内   容  

盛岡大学短期大学部幼児教育科  2022 年 5 月 30 日～2022 年 6 月 17 日 幼稚園教育実習 

専修大学北上福祉教育専門学校  
2023 年 2 月 27 日～2023 年 3 月 9 日  

2023 年 3 月 22 日 
保育実習（見学実習） 

 

 

避難訓練実施報告  

実施日 (時間 ) 指導のねらい  実   施   内   容  備   考  

4 月 15 日  

（10:00～  

・避難訓練の大切さを

知る。  

・総合…合図・非常口を知らせ

る。(サイレン･放送･誘導旗 ) 

・「お･は･し･も」の約束を知っ

た。  

・感染予防の為、

未 満 児 は 各 ク

ラスで実施。  

5 月 31 日  

（10:00～）  

火災想定  

・災害時の避難の仕方

を知る。  

・全園児を第一避難場所に避難

災害時の避難の仕方を知ら

せた。  

（ケアセンター南昌北側民家

より火災想定）  

･ 避 難 滑 り 台 体

験… (4.5 歳児 ) 

7 月 15 日  

（10:00～）  

火災想定  

・避難滑り台を使って

の実践指導  

・避難滑り台の使い方を知り、

職員と共に、慌てずに避難し

た。  

･避難滑り台体

験… (4.5 歳児 ) 
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実施日 (時間 ) 指導のねらい  実   施   内   容  備   考  

8 月 22 日  

(10：00～ ) 

水害想定  

・水害・土砂災害の避

難の仕方を知る。  

・放送を聞き、保育者の誘導で

保育室の安全な場所に避難

し、その後、第一避難場所に

避難した。  

・水害の被害についての写真な

どの事例を通して知らせた。  

・第一避難場所

→南昌ホールへ

全園児避難  

9 月 30 日  

火災想定  

・調乳室より火災。  

・自分の命は自分で守

る。  

・放送を聞き、保育者の誘導で

保育室の安全な場所に避難

し、その後、第一避難場所に

避難した。  

 

10 月 21 日  

(10:00～  

火災想定  

・地震から火災想定が

起きることを知る。  

・放送器具が壊れた設定で地震

が起き、火災が発生した設定

で煙を吸わないように口をふ

さいで避難した。  

 

11 月 18 日  

（未定）  

火災想定  

・午睡中の避難の仕方

を知る。  

・午睡中、放送指示ではなく、

人の声で知らせ、非常口に集

まり指示を待ち、身支度後、

第一避難場所へ移動した。  

 

12 月 21 日  

（9:45～）  

地震想定  

・放送の指示をよく聞

く。  

・１分間うず くまる

（ 非 常 口 を 開 け

る）。  

・第一避難場所へ避難し「おは

しも」の約束の確認をした。 

・自分で自分の命を守る大切さ

を伝えた。  

 

1 月 25 日  

(10:00～ ) 

火災想定  

・放送の指示を聞き、

落 ち 着 い て 行 動 す

る。  

・火災時の避難の仕方や、冬に

起こりやすい火災について

知った。  

・冬の身支度の仕方なども確認

した。  

 

2 月 24 日  

 （17:00～） 

火災想定  

・約束を守り、慌てず

に 保 育 者 の 指 示 に

従う。  

・放送の指示に従い、保育室の

安全な場所へ保育者、保護者

とともに集まり待機。その

後、第一避難場所へ移動し、

地震の際の約束事を確認し

た。（ユニバース矢巾より火

災）  

  

3 月 10 日  

（10:00~）  

地震想定  

・東日本大震災を伝え

る。  

・緊急時に落ち着いて

避難する。  

・東日本大震災について伝え、

命の大切さを知らせるとと

もに、緊急時の避難について

再確認をした。  
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行事食実施報告  

月  日  行事名  献    立  お や つ  

4 月 22 日  ４月誕生会  
エビピラフ  野菜スープ  白身魚フライ  

ミモザサラダ  いちご  
お楽しみケーキ  

4 月 28 日  
こどもの日の  

お祝い会  

ごはん  コンソメスープ  ツナサラダ  

鯉のぼりハンバーグ  キウイフルーツ  
鯉のぼりゼリー  

5 月 26 日  ５月誕生会  

たけのこごはん  すまし汁         

和風ハンバーグ  ごぼうサラダ   

グレープフルーツ  

お楽しみケーキ  

6 月 23 日  ６月誕生会  
チャーハン  コンソメスープ  鶏の唐揚げ  

アスパラのソテー  メロン  
お楽しみケーキ  

7 月 7 日  7 月誕生会  

ゆかりしらすごはん  コンソメスープ  

星型ハンバーグ  グリーンサラダ    

グレープフルーツ  

お楽しみケーキ  

7 月 12 日  夏まつり  
焼きそば  ゆかりおにぎり  わかめスー

プ  鶏の唐揚げ  ウインナー  すいか   

シャーベット  

ゼリー (未満児 )  

8 月 4 日  8 月お誕生会  
ピラフ  きのこスープ  鮭フライ    

マカロニサラダ  すいか  
お楽しみケーキ  

9 月 21 日  9 月お誕生会  
五目ごはん  すまし汁  ひじきの煮物        

うさぎ型ハンバーグ  梨  
お楽しみケーキ  

10 月 19 日  さつま芋掘り  
ゆかりごはん  味噌汁  肉じゃが  

モロヘイヤのお浸し  グレープフルーツ  
南瓜ケーキ  

10 月 25 日  焼き芋会  
シーフードカレー  コンソメスープ  

レタスサラダ  オレンジゼリー  
豆腐ドーナツ  

10 月 27 日  10 月誕生会  
エビピラフ  卵スープ  メンチカツ    

ポテトサラダ  梨   
おたのしみケーキ  

10 月 31 日  
ハロウィン  

パーティ  

ごはん  味噌汁  鶏肉のチーズ焼き   

かぼちゃのサラダ  りんご  
かぼちゃプリン  

11 月 15 日  七五三誕生会  
ビビンバ丼  卵スープ  なすのじゃこ炒

め  柿  
お楽しみケーキ  

12 月 3 日  お楽しみ会   クリスマスケーキ  

12 月 9 日  
おにぎり  

パーティ  

ごはん  すまし汁  さわらのねぎ味噌焼

き  ひじきの煮物  バナナ  
フルーチェ  

12 月 23 日  Ｘｍａｓ誕生会  

ピラフ  ポトフ  ハンバーグトマトソー

スかけ  ポテトサラダ  ピンクグレープ

フルーツ  

お楽しみケーキ  
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月  日  行事名  献    立  お や つ  

1 月 7 日  冬の七草  
七草粥  味噌汁  ほっけの塩焼き  モロ

ヘイヤのお浸し  みかん   
人参ケーキ  

1 月 20 日  １月誕生会  
炊き込みご飯  味噌汁  ハンバーグのき

のこあんかけ  れんこんサラダ  りんご   
おたのしみケーキ  

1 月 21 日  
生活発表会  

(未満児 )  
 ケーキ  

2 月 3 日  節分  けんちんうどん  ひじきの煮物  バナナ  恵方巻  

2 月 17 日  ２月誕生会  
チャーハン  具だくさん汁  鶏の唐揚げ  

ポテトサラダ  オレンジ  
おたのしみケーキ  

3 月 3 日  
３月誕生会  

ひなまつり  

彩りちらし  すまし汁  鶏肉の照り焼き  

ほうれん草のおかか和え  いちご   
おたのしみケーキ  

3 月 9 日  

お別れ会  
（ 5 歳児の  

リクエスト献立） 

お寿司  鶏の唐揚げ  餃子  エビフライ  

グリーンサラダ  プチトマト  醤油ラー

メン  カレールウ  フルーツパフェ  

ぶどうゼリー  

3 月 18 日  修了式  
ごはん  味噌汁  ハンバーグ  ポテトサ

ラダ  オレンジ  

いちごゼリー  

紅白餅  

3 月 21 日  卒園式   紅白餅  

※10 月～3 月の期間で昼食時、2 歳児以上にヤクルトを提供  

 

幼老交流実施報告  

月  日  企画名  内   容   等  

5 月 18 日  
プレゼント交流  

(５歳児 ) 

志和荘に子どもたちが作った絵のプレゼントを渡し

た。  

8 月  
プレゼント交流  

(５歳児 )  

敬寿荘に子どもたちが作った貼り絵の花火をプレゼ

ントした。  

9 月  
敬老会に DVD で

の参加 (志和荘 ) 

志和荘の敬老会に運動会の演技を収録した DVD でお

祝いメッセージを送った。  

9 月  
敬老会に DVD で

の参加 (博愛荘 ) 

博愛荘の敬老会に運動会の演技を収録した DVD でお

祝いメッセージを送った。  

 

2 月 8 日  

 

幼老交流 (2 階 ) 

(5 歳児 )  

(エレベーターホール )  

2 階エレベーターホールにて高齢者の方と会い、そこ

で会話や触れあいを楽しんだ。  

3 月 17 日  
プレゼント交流  

(5 歳児 ) 

デイサービスの皆さんからフェルトで作ったバラの

花束を卒園祝いにいただいた。  
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食育講座実施報告  

月  日  企  画  名  内   容   等  

4 月 27 日  
食 育 の 大 切 さ を 確 認 す

る。  

「早寝・早起き・朝ごはん」の大切さについ

て知った。  

5 月 10 日  

畑に植える野菜について

生長と栄養素について知

る。  

水槽を準備し、どの野菜が水に浮くか実験を

し、野菜に興味を持つことが出来た。  

6 月 3・7 日  

食物と歯の健康について  

歯を丈夫にする食物につ

いて知る。  

丈夫な歯を作るために必要な食べ物の栄養

について知った (野菜・豆腐・牛乳・魚・肉等 ) 

7 月 29 日  

様々な食材の切り方を知

り、調理の仕方を知る。  

旬の夏野菜の収穫  

を通して食材を知る。  

料理によって野菜の切り方が違うことを知

り、断面の様子や玉ねぎを切ると涙が出る事

など特徴に気づいた。  

夏野菜の栄養素について知った。また、野菜

には「旬」があることを知った。  

8 月 10 日  
カレークッキング  

ゆでたまごの殻むき  
新型コロナウィルス感染症発生の為、中止。 

9 月 21 日  箸の正しい持ち方  

箸の正しい持ち方をすることで食べやすく、

こぼしにくくなることを知る。また、よく噛

むことで体の中でよく吸収されることを知

った。  

10 月 25 日  
さつま芋の育ち方や栄養

素につい知る。  
さつま芋の育ち方や栄養について知った。  

11 月 25 日  未満児食事指導  

栄養士に未満児の食事の様子を見ていただき  

食事形態や子どもたちの食事の好みや食べ方

などを見ていただいた。  

12 月 8 日  行事の由来について知る。  
クリスマスやお正月に食べる料理にはどんな

ものがあり、どうして食べるのかを知った。  

1 月 12 日  

食事のマナーについて知

る。①食事場面での食器

の使い方 (3.4.5 歳児 ) 

楽しい食事にするためにはどのようなマナー

で食べることがいいのか？みんなが気持ちの

良い食事時間にするにはどうしたらよいか等

クラス毎で食器の並べ方やマナーについて、

知った。  

2 月 2 日  
食事のマナーについて知

る。②箸の使い方  

箸の使い方、外食のマナーについて細かく教

えていただき気持ちよく食事をするためには

どのようにしなければならないかを知った。  

3 月 23 日  
食事を通して感謝の心を

持つ。  

食べ物の生長を知り、肉や魚などは命をいた

だいていることについて、感謝して食事をす

ることの大切さを知った。  
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開 催 年 月 日 開　　催　　研　　修　　等　　名 開 催 場 所 参 加 職 員 名

2022年6月15日 令和４年度岩手県市町村幼児教育推進協議会 サンセール盛岡 笹 森 吉 子

2022年6月17日 高齢者施設のパワーハラスメント対策研修会 ケアセンター南昌 佐 々 木 裕 美

2022年7月5日
　　　　　 ～6日

令和４年度社会福祉従事者新任職員研修会
岩手産業文化センター
ツガワ未来館アピオ

川 村 萌

2022年10月7日
　　　　　　～8日

令和４年度赤十字幼児安全法支援員養成講習
日本赤十字社
岩手県支部

佐 藤 裕 美 子

2022年10月3日
令和４年度矢巾町幼保護児童対策協議会
・矢巾町保育協議会合同研修会

矢巾町さわやかハウス
笹 森 吉 子
道 下 照 代

2022年11月1日
令和４年度第３回紫波地域医療的ケア児等
ワーキンググループ

矢巾町公民館 及 川 佳 子

2022年11月22日 令和４年度　岩手県子ども虐待フォーラム 岩手県公会堂 佐 々 木 裕 美

2022年12月2日 令和４年度感染症対策アドバイザー研修会 矢巾町さわやかハウス 及 川 佳 子

2023年1月11日 矢巾町保育協議会園長会合同研修 矢巾町さわやかハウス
笹 森 吉 子
髙 橋 友 絵
相 馬 真 由 美

職員研修参加状況
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こずかたケアプランセンター 
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総 括

１．2022年度　介護保険認定調査委託受理件数

対象者の区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 割合

矢 巾 町・在宅 2 9 4 10 12 13 9 11 11 11 6 11 98.2%

他市町村・病院、施設 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1.8%

合計 3 10 4 10 12 13 9 11 11 11 6 11 100.0%

２．月別ケアプラン計画作成数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月

ケアプラン請求件数 143 141 147 138 147 146 146 142 145 137 141 149

介護予防プラン件数 15 15 16 16 17 16 15 12 12 11 11 11

合　計 158 156 163 154 164 162 161 154 157 148 152 160

（うち新規件数） 7 3 5 6 8 2 3 10 7 10 5 13

  *   新規件数は、月平均5件であり新規者より入院・入所の件数が多いこともあった。

３．市町村別ケアプラン件数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 割合

矢巾町 141 139 145 139 148 149 147 139 143 136 140 147 90.6%

盛岡市 4 4 4 4 3 3 2 2 2 3 3 3 2.0%

紫波町 6 6 6 4 6 6 7 6 6 6 5 6 3.7%

他市町村 7 7 8 7 7 4 5 7 6 3 4 4 3.7%

合計 158 156 163 154 164 162 161 154 157 148 152 160 100.0%

他市町村内訳： 陸前高田市…3 件　花巻市…23件 　久慈市…9件 　  滝沢市…11件　　

　　    　　　　　　 　　 　遠野市…12件　葛巻町…8件  　北上市…3件

　  　　 　　　　　　　 　  　

1,722

   ＊　　認定調査は月平均9.3件と昨年と比べ件数が3件/月ほど増えている。

合計

167

1,889

1,713

37

70

2022年度  こずかたケアプランセンター実績報告

2

111

　新体制3年目となり、利用者の高齢化が進み入院、入所が新規数を上回る月も多く年間のケアプラン
数は1889件、月平均157.4件でった。割合としては矢巾町が90.6％、あとの9.4％は県内９市町村に渡っ
ている。
　また、要介護認定調査は昨年度よりも月平均3件ほど増え、年間111件であった。新型コロナウイルス
感染は徐々に減少傾向にはあるが、サービス利用に影響することもあり今年も対応に追われた年となっ
た。
　今後も感染症対策を徹底するとともに利用者にとって効率的かつ有効的なケアプランを提供できるよ
う、ネットワークの強化、情報の共有及び外部研修への参加を増やすこと等が課題である。
																		

69

合計

79

109

1,889

合計
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      4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月   合 計

1  新規相談 13 16 15 16 20 18 20 21 25 20 19 18 221

2  継続相談 231 221 241 255 267 270 230 207 233 224 185 252 2,816

  合計 244 237 256 271 287 288 250 228 258 244 204 270 3,037

1  来所 12 19 18 5 12 15 14 8 12 37 11 15 178

相 2  電話 98 93 69 110 97 90 85 85 75 113 46 65 1,026

談 3  訪問 132 125 168 154 178 182 150 135 171 94 145 190 1,824

方 4  そ の他 2 0 1 2 0 1 1 0 0 0 2 0 9

法 5  (うち休日・時間外対応） 15 7 4 3 1 3 1 0 7 2 1 5 49

　合計 244 237 256 271 287 288 250 228 258 244 204 270 3,037

相 1  本人 29 19 37 45 43 43 35 28 29 37 23 35 403

談 2  家族 142 127 109 148 144 126 132 120 136 113 87 101 1,485

者 3 本人・家族・関係者等 71 87 109 78 100 119 83 80 91 94 93 129 1,134

別 4  関係機関(包括・病院・施設・居宅等より） 2 4 1 0 0 0 0 0 2 0 1 2 12

件 5  その他（民生委員等） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3
数    合 計 244 237 256 271 287 288 250 228 258 244 204 270 3,037

1  介護に関する相談 6 10 15 18 11 15 7 12 12 8 14 18 146
2  医療に関する相談 15 8 11 6 10 17 16 7 2 5 2 8 107

3 入院・入所/退院・退所に関する相談 17 10 18 10 23 8 18 16 12 15 12 19 178

1 　入院・入所に関する相談 3 3 4 2 4 4 5 0 4 6 4 7 46

2 　退院・退所後に関する相談 12 7 9 4 14 4 10 13 5 4 5 7 94

相 3 　退院・退所に係る調整会議・家屋訪問同行等 2 0 5 4 5 0 3 3 3 5 3 5 38

4  介護保険に関する相談 175 181 182 211 212 213 195 172 199 192 149 207 2,288

談 1     新規ケアプランの相談 11 13 11 8 11 8 8 14 17 10 11 16 138

2     継続ケアプランの相談 122 117 138 124 131 142 126 130 141 136 107 140 1,554
内 3     介護サービス利用に関する相談 42 51 33 79 70 63 61 28 41 46 31 51 596

1     訪問・通所サービス利用日調整 18 21 12 38 32 35 34 13 20 24 16 19 282

容 2    短期入所サービス利用相談 13 19 12 29 23 17 13 14 9 8 7 7 171

3 　担当者会議、退院・退所前カンファレンス、家屋訪問等 9 9 5 6 13 9 12 1 9 12 8 25 118

4 　その他のサービス 2 2 4 6 2 2 2 0 3 2 0 0 25

5  要介護認定及び更新手続きに関する相談 8 11 8 4 6 6 6 7 8 7 8 8 87

6  要介護認定調査 3 10 4 10 12 13 9 11 11 11 6 11 111

7  施設入所に関わる相談 15 10 10 17 10 18 13 1 4 4 2 5 109

8  福祉用具に関する相談 4 10 6 7 7 6 15 3 10 13 11 19 111

9  住宅改修に関する相談 1 0 4 1 2 0 0 0 0 2 5 0 15

10  状況把握 20 28 27 15 17 22 22 20 27 18 15 22 253

11  高齢者福祉サービスに関わる相談 3 1 1 1 2 4 0 2 4 1 1 2 22

12  権利擁護に関する相談 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13  苦情に関する事 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14  その他 4 1 1 3 4 8 2 0 0 0 4 1 28

   合 計 271 280 277 288 316 330 294 238 289 268 229 320 3,455

1  要介護認定・更新申請 15 11 12 12 8 11 6 8 12 9 17 15 136

代 2  新規居宅サービス計画作成依頼申請 6 4 6 6 9 3 5 6 12 10 2 13 82

行 3 福祉用具購入費支給、住宅改修費支給申請 2 1 1 1 2 0 1 2 0 3 1 1 15

申 4  その他の申請 0 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 3

請    合 計 23 16 13 21 19 15 12 16 24 22 20 14 236

機 1  各市町村の介護保険課等 2 4 6 5 2 4 2 3 1 1 0 1 31

関 2  地域包括支援センター 0 7 2 0 1 1 4 3 1 3 2 3 27

別 3  医療機関 16 21 19 15 17 20 22 7 17 16 16 19 205

連 4  施設関係 13 16 17 13 10 11 15 4 11 10 7 12 139

絡 5  居宅介護支援事業所 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

件 6  サービス提供事業所 79 75 76 73 85 88 71 66 71 78 86 77 925

数 7  その他（研修・会議等含） 7 6 19 8 7 9 8 7 5 5 10 12 103

   合  計 117 129 139 114 122 133 122 90 106 113 121 124 1,430

2022年度　居宅支援事業所年間相談実績報告 
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2022年度　介護支援専門員更新研修

参加者 研修内容 主　催

角掛・佐々木
令和4年度岩手県介護支援専門員研修
　　　　　専門員課程Ⅰ　　　e-ラーニング

　　　岩手県

〃 　　　　　　　　　　〃　　　　　　　集合研修 　　　　　〃

〃 　　　　　　　　　　〃　　　　　　　e-ラーニング 　　　　　〃

〃 　　　　　　　　　　〃　　　　　　集合研修 　　　　　〃

三上
令和4年度岩手県主任介護支援専門員更新研修
　　　　　　　E-ラーニング

　　　　　〃

〃 　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　集合研修 　　　　　〃

〃 　　　　　　　　〃　　　　　　　　　集合研修 　　　　　〃

高橋
令和4年度岩手県介護支援専門員更新研修
　　　　　専門員課程Ⅱ　　　e-ラーニング

　　　　　〃

〃 　　　　　　　　〃　　　　　　　　　集合研修 　　　　　〃

角掛
令和4年度岩手県介護支援専門員更新研修
　　　　　専門員課程Ⅱ　　　e-ラーニング

　　　　　〃

〃 　　　　　　　　〃　　　　　　　　　集合研修 　　　　　〃

佐々木
令和4年度岩手県介護支援専門員更新研修
　　　　　専門員課程Ⅱ　　　e-ラーニング

　　　　　〃

〃 　　　　　　　　〃　　　　　　　　　集合研修 　　　　　〃

アートホテル盛岡

アートホテル盛岡

こずかたケアプランセンター

盛岡市福祉会館

アートホテル盛岡

こずかたケアプランセンター

場所

こずかたケアプランセンター

岩手県産業会館

こずかたケアプランセンター

アートホテル盛岡

こずかたケアプランセンター

こずかたケアプランセンター

アートホテル盛岡

11/22～/29

12/6～/8

9/13～/15

11/4～/10

11/16～/18

7/12～/14

7/26～/27

9/1～/7

6/16～/22

6/28～/30

7/1～/7

開催日

5/26～/31

6/7～/8

-　66　-



　　開催日 時間 　　　　　　　　　　　　　場　　所 参加者

15:00 さわやかハウス

〃 〃

2022年度　外部研修参加一覧表

参加者 研修内容 場所

三上 矢巾町認知症家族介護者の集い えんじょいセンター

三上 「高齢者施設のパワーハラスメント対策」WEBセミナー ケアセンター南昌

高橋
第4回第1回医療介護連携ICT研修会ZOOMの使い方
1

紫波町オガール

高橋
第4回第1回医療介護連携ICT研修会ZOOMの使い方
2

こずかたケアプランセンター

山内 岩手県認知症キャラバンメイト陽性研修 岩手教育会館

角掛、佐々木、
高橋、山内、三

上

令和4年度紫波郡在宅療養、多職種連携「アドバンスケ
アプランニング研修会

紫波町情報交流
館・ZOOM研修

三上
紫波郡医療介護連携「第2回アセスメント・スキル
研修会」

こずかたケアプラ
ンセンター

高橋 令和4年度福祉用具、住宅改修研修会 マリオス

高橋
令和4年度主任介護支援専門員対象スパービジョ
ンの方法について

アイーナ

山内 第8回クロス介護「コミュニケーション」　ZOOM研修
こずかたケアプラ

ンセンター

三上
令和4年度矢巾町重層的支援体制整備事業研修
会

矢巾町役場

佐々木・三上
令和4年度ケアマネジャー対象研修「退院支援の
在り方を考える」ZOOM研修

こずかたケアプラ
ンセンター

三上 「介護サービス情報の公表」訪問調査
こずかたケアプラ

ンセンター

三上
介護労働環境整備改善保健事業｛待ったなしＢＣ
Ｐ］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ZOOM研修

こずかたケアプラ
ンセンター

高橋 「介護のみらい・シンポジュウム」 ビックルーフ滝沢

高橋、山内、
三上

「高次脳機能障害を理解しよう」　ZOOM研修
こずかたケアプラ

ンセンター

角掛、佐々木、
三上

ケアセンター南昌10周年記念講演 ケアセンター南昌

ＮＯ 場所 人数

新型コロナウイルス感染拡大のため活動休止

おたすけ劇団　事務局

帰厚堂：滝村・敬愛会：三上

【岩手県介護支援専門員実務研修実習生】

人数

2人

6月11日

岩手県認知症

紫波郡地域包括推進支援センター

紫波郡地域包括推進支援センター

矢巾町地域包括支援センター

8月23日

岩手県事業受託企業
株）医療経営研究所

サンメデカル

10月7日 紫波郡地域包括推進支援センター

矢巾町クロス介護

6月17日

紫波郡地域包括推進支援センター

岩手いきいき支援財団

10月14日

11月7日

〈　２022年度　おたすけ劇団公演活動　〉

主催開催日

チーム盛岡

10月18日

〈　２０２2年度　実習生の受入実績　〉

紫波郡地域包括推進支援センター

ケアセンター南昌

11月10日

2月15日

3月23日

矢巾町役場

チーム盛岡

いわての保健福祉支援研究会2月17日

2月22日

3月3日

3月15日

7月29日

12月6日

開催日

受け入れ期間

2月8日・2月9日・2月10日（3日間） 公益財団法人いきいき岩手支援財団

依頼先

三上

7月1日

主催者

ケアセンター南昌

矢巾町主任介護支援専門員意見交換会

4月15日

10月17日

　三上・山内

-　67　-



　　              　　矢巾町等ケアマネ事業所・サービス事業所合同連絡会

場　所 参加者

1 さわやかハウス 三上

2 〃 三上・山内

3 〃 三上・角掛

4 7月25日 〃 三上・佐々木

5 9月9日 〃 三上・高橋

6 10月17日 〃 〃

7 11月25日 金 〃 三上・山内

8 12月13日 水 〃 三上

9 1月12日 木 〃 〃

2月27日 〃 〃

10 3月23日 〃 〃

1 さわやかハウス 三上

2 〃 三上

曜日 内容 参加者

1 定例会及び研修　交通安全講話会 三上

2 〃「福祉用具選定の基礎知識講座」 〃

3 事例検討会 高橋・三上

4 定例会及び研修　「防災士って知っていますか？」角掛、佐々木、高橋、山内、三上

5 〃　　　　　　　「チームビルデイング」 山内

6 チームオレンジやはば祭り 三上

7 定例会及び研修　「レッツコミュニケーション」 三上・佐々木

8 1月19日 水 事例検討会（書記） 三上・角掛・高橋

9 4月5日 火 役員会 三上（副会長）

10 4月26日 火 〃 〃

11 5月16日 月 〃 〃

12 6月20日 月 事例検討会打ち合わせ会 〃

13 7月6日 水 役員会 〃

14 9月22日 木 〃　　ZOOM会議 〃

15 9月27日 火 事例検討打ち合わせ会 〃

16 9月29日 木 役員会　　ZOOM会議 〃

17 10月6日 木 〃 〃

18 10月14日 金 〃 〃

19 10月21日 金 〃 〃

20 2月16日 木 〃 〃

21 3月2日 木 〃 〃

22 3月15日 水 〃 〃

23

24

25

月

〃

こずかたケアプランセンター

14：00～

14：00～

令和3年度　矢巾町ケアマネ連絡会（やはマネカフェ）

〃

〃

〃

金

月

木

14：00～

月

6月9日

14：00～

えんじょういセンター（13：30～）

月6月20日

14：00～

14：00～

14：00～

14：00～

木 14：00～

9月16日

14：00～

月日 曜日 時　間

金4月15日 14：00～

5月16日 月

木

〃3月24日 木

7月20日 木
〃

月日 場所

4月14日 木

ケアセンター南昌（16：00～）

10月13日 木 えんじょいセンター

11月5日

〃

土 〃

12月15日

〃

14：00～

8月18日 木

さわやかハウス

矢巾町自立支援型地域ケア個別会議（自立支援サポート会議）

水 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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日時 曜日 勉強会 講師 参加者 対象 参加人数

3月23日 木 ケアセンター南昌職員研修会 三上・角掛・佐々木 法人職員 70

6月3日 金 　　　　事例から学ぶ「基本的人権」
三上・山内

角掛・佐々木・高橋 職員 5

6月24日 金 介護支援専門員要綱 〃 〃 5

7月15日 金 数字で振り返るR4台1期 〃 〃 5

8月19日 月 今改めて考える感染症について 〃 〃 5

9月16日 金 人間力って何だろう 〃 〃 5

10月21日 金 あなたもなれる人たらし 〃 〃 5

11月18日 金 介護予防プランについて 〃 〃 5

12月16日 金 代謝を上げて感染症から身を守ろう 〃 〃 5

1月20日 金 アセスメントについて 〃 〃 5

2月10日 金 プライバシーに関する取り組み 〃 〃 5

3月17日 金 数字で振り返るR4第４期 〃 〃 5

毎月第１金曜日　　　　13：30～　ケアセンター南昌事業運営会議

２022年度職員研修会（勉強会）状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業所内勉強会

毎週月曜日　　　　　　　8：30～　事業所内利用者等情報共有会議　

毎月第１火曜日　　　　10：30～　敬愛会役付け並びに各部署会議

毎月第１・3・5水曜日　12：00～　理事長との業務打ち合わせ会議
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矢巾町地域包括支援センター  

指定介護予防支援事業所 

認知症施策総合推進事業 

認知症初期集中支援事業 
チームオレンジコーディネーター事業  
生 活 支 援 体 制 整 備 事 業 
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２０２２度 矢巾町地域包括支援センター事業報告 

＜総括＞ 

① チームオレンジまつり開催や矢巾町えんじょいセンターでの居場所・役割づくりが着実に進み、

地域住民への認知症理解も広がり、認知症施策総合推進事業１０年目の節目の１１月に矢巾町は

「認知症にやさしいまち」宣言を行い、２０２３年３月には矢巾町議会で「矢巾町認知症ととも

に生きるまちづくり条例」を採択した。 

② 介護予防で地域づくりを目指し、矢巾町、南昌病院（実施主体）、矢巾町社会福祉協議会と協働

で総合事業の通所型サービス C（短期集中予防サービス）を９月から開始。２０２３年３月まで

に１６人が終了し地域自立生活への充実に努めた。生活支援コーディネーターや認知症地域支援

推進員もスタッフとして参加し、「やはば型介護予防」の確立のきっかけをつくった。 

③ 総合相談とその支援では、複雑・多問題化する家族全体の支援ケースが多くなってきたこと、相

談を受けて訪問したら、認知症が進行していたり精神症状が悪化していたりの「手遅れ支援」が

多くなってきていることなどから、予防的相談支援やアウトリーチ支援の必要性が出てきた。 

④ コロナ禍で職員１人が感染したが、職員同士の協力体制で事業を推進できた。コミュニティソー

シャルワーカー養成研修修了者１人で計３人となり、人材育成にも取り組んだ。 

 

総合相談関係 

 

1.相談業務状況（詳細は別紙の通り） 

〇相談件数 ２５６４件（前年比４９９件増加）、相談内容件数４６２０件（同５０件減少）。 

※本年度から集計内容変更のため前年度との比較はこの項目のみ。 

 

①総合相談関係：家族関係の支援、福祉用具等の活用、受診・入退院支援等。 

②介護予防関係：介護予防ケアマネジメント支援関係、通所型サービス C等。 

③権利擁護関係：生活保護・生活困窮支援、認知症、独居・高齢夫婦世帯等。 

④ケアマネ支援：複合課題あるケース支援、関係機関連携支援等。 

⑤認知症事業等：ボランティア活動支援、生活支援体制整備事業、チームオレンジ等。 

 

２．高齢者虐待支援状況 

〇相談件数９件（前年度比４件増加）：実ケース４件（前年度比１件増加） 

① ４月：本人→担当ケアマネジャー→センターの順で通報。 

※本人（８０代・女性・要介護１・老人性うつ病） 

※同居の長男（７０代）からの身体的虐待。三世帯（７人）家族。 

※本人訴え「昨夜、こぶしで何度も殴られ顔が腫れて、あばら骨も折れているかもしれない」。 

※虐待ケース会議開催。原因は介護ストレス。 

※対応：家族含め情報共有、施設入所の具体化で支援。 

※約３カ月介護老人保健施設利用、その後本人も安定、家族関係も回復し終結となる。 
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② ７月：精神科病院からの通報、経済的虐待の疑い。 

※内容「入院している高齢者の入院費が支払われていない。息子も一カ月以上来ていない。 

これが続くと強制退院の方向で検討することになる」。医療ソーシャルワーカーからの相談。 

※矢巾町健康長寿課と協議、情報が少ない、緊急性が低い、経緯も不明のため病院側での相

談援助を優先し、再度連絡していただくこととした。 

 

③ １２月：本人の妻（介護者）→矢巾町保健師へ。 

   ※内容「夫に手を出してしまった。介護が大変だ」。身体的虐待。 

※本人（８０代・男性・要介護５）。訪問入浴、人口透析週３回。妻（７０代）と長男の３人世帯。 

※１２月、１月、２月に虐待ケース会議開催、妻の介護ストレス軽減策を協議。ケアプラン変更。 

※ショート、入浴のためのデイサービス利用を追加。ストレス軽減し終結とした。 

 

④ ２０２３年１月：本人→センターへ相談。 

  ※内容「同居の二女から汚いとかの暴言をいわれている」。 

  ※本人（８０代・男性・未申請）。統合失調症で岩手医大付属病院通院中。 

  ※５０代の無職の二女と４０代の入院中の二男との３人世帯。 

  ※虐待の疑いあるため、関係機関で情報共有し支援方法を検討。継続支援。 

  ※２月に地域ケア個別会議開催し、関係者の役割分担を決め状況把握と見守り継続。 

 

〇成年後見制度関係：１６件（前年比３件減少）。主な事例は 

 

３．運転免許証自主返納者への対応支援 

〇運転免許証自主返納者のうち生活相談を希望する人は、紫波警察署を通じて、地域包括支援セン 

ターに情報提供することとなっている。２０２２年度は７件（前年度と同件数、独居世帯増加） 

の情報提供があり、センターで直接本人に連絡又は訪問し確認した。内容以下の通り。 

 

①８３歳、女性、独居。現在は困っていない。継続支援の対象とした。 

②８１歳、女性、独居。現在は困っていない。栄養指導で矢巾町保健師が支援。 

③８３歳、女性、独居。現在は困っていない。継続支援の対象とした。 

④８０歳、男性、高齢者のみ世帯。妻は働いている。元気で困りごとはない。 

⑤６６歳、女性、独居。現在は困っていない。継続支援の対象とした。 

⑥７９歳 女性、独居。友人宅へあまり行けなくなった。デマンドタクシー等を説明した。 

⑦９３歳 男性、高齢者のみ世帯。要介護 1。原付バイクの返納。妻と息子（滝沢市）が支援。 

 

４. 行方不明関係 

〇行方不明への対応：２件（前年度比１件減少） 

① ８月：８５歳、女性、要支援２。同居家族あり、サービス利用中。８月１５日（月）５：

００ころ自宅外出。１０：１５に医大キャンパスで警察が保護。８月１６日（火）有料老

別紙１ 
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人ホーム入所。 

② ２０２３年３月：７０歳、男性、要介護１。同居家族あり。３月２７日（月）１９：００

ころ、本人の携帯電話から「山王海ダムいる」と連絡あったきり戻って来なかった。捜索

継続中。 

 

５. コロナ感染症関係 

① 苦情：担当ケアマネジャーからの相談（８月） 

・居住施設でコロナ感染予防として、医療系サービス以外の外部サービス禁止の対応をとるこ

とになったが、通所リハビリテーションをできなくなり、本人の心身低下が心配。本人も「行きた

い」と希望している。どうにかならないか。 

＜町を通じて、苦情として国保連へ相談＞ 

② センター職員の感染（９月） 

・センター職員１人がコロナ感染（感染元不明）、職員４人が濃厚接触者となる。事業継続計画

（BCP）発動し、在宅ワークへ切り替え対応した。えんじょいセンター勤務職員がフォロー。 

③ １２月２２日からセンター職員全員が週２回、抗原検査を実施中。 

④ １１、１２月の矢巾町等ケアマネ・サービス事業所合同連絡会で「コロナ禍での在宅・施設サービ

スの現状等」を意見交換し、内容をまとめ２０２３年１月６日に町健康長寿課へ情報提供した。 

 

地域包括ケア（システム）ネットワークの構築等 

 

１.地域ケア会議の開催：１７回開催（実ケース１２件、前年度比４件減少） 

 

（1） 支援困難事例等：１５回 ８件  

① 要支援１（７０代・女性）の祖母と障害ある孫（２０代・女性）の家族支援。 

② ８０代高齢夫婦の道路工事に伴う移転手続きと本人（夫・要介護１・認知症）の意思決定支援。 

③ ６人世帯。祖父（要介護４）の認知症進行し BPSDが悪化し介護負担増大への支援。 

④ 本人（７０代・女性）、独居。認知症進行し地域のサロンでトラブル発生、今後の支援。 

⑤ 本人（７０代・女性・要介護１）、独居。老健退所後のごみ屋敷状態の居住環境と生活継続支援。 

⑥ ７０代高齢夫婦（夫・要介護１/妻・要支援２）の経済的支援、ごみ屋敷対応、生活管理能力向上

支援：重層個別会議へ移行。 

⑦ 本人（８０代・女性・未申請）、精神障害ある長女（５０代）との二人ぐらし。畑で迷子になり、自宅

に連れ戻したら長女が亡くなっていた。本人認知機能低下で今後の生活支援。 

⑧ 高齢者虐待相談ケース④の支援会議として開催。 

 

（2） 自立支援型等：２回 ４件  

⑨ M さん（女性・８０代・要介護２）「食へのこだわりや抜歯による身体状態低下への支援」 

⑩ T さん（女性・８０代・要介護１）「体重を増やし、以前のように家事を行いたい意欲を生かす支援」 

⑪ F さん（女性・８０代・要介護２）「パーキンソン病、腰痛とつきあいながら望む生活への支援」 

別紙 2 
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⑫ N さん（男性・７０代・要支援２）「周りの意見を受け入れマイペースで生活するための支援」 

 

２.総合事業・生活支援体制整備事業関係 

①矢巾町生活支援コーディネーター定例会へ出席：１１回 

※情報誌「じょい JOY」を発行し、社会資源の種（たね）まきをしています。 

※「じょい JOY」は５号発行。「居場所マップ」が完成、移動スーパーの利用者も拡大しています。 

 

②総合事業通所型サービス C関係者打ち合わせ会議へ出席：１２回 

※通所型サービス C（短期集中予防サービス）は、「リアクト」の名称で９月からスタート。 

※２０２３年３月までに一・二期生１６人が３カ月コースをクリアし、生活支援コーディネーターが支援し地

域活動へつないでいます。 

※介護予防で地域づくり。生活機能向上と生きがい役割づくりに取り組み、次年度も実施していきます。 

 

③矢巾町移動式スーパー事業関係者会議へ出席：１回 

※買い物・移動支援の課題等を合同連絡会で検討し、現場の意見を矢巾町産業観光課へ提案しました。 

※個別対応や移動式スーパーの販売場所の新たな確保をおれんじボランティアが協力し、現在４か所

で約 10～１５人が集まるようになってきています。 

 

④矢巾町生活支援協議会へ出席：２回 

※社会資源の充実として、様々な居場所の集約と情報収集に取り組んでいます。 

※各組織・団体から提案された地域課題を協議会でグループワークを行い、共通理解を深めました。 

 

⑤矢巾町高齢者保健事業と介護予防の一体的な実施事業関係機関連携会議へ出席：１回 

 

〇在宅医療・介護連携推進事業関係 

①紫波郡地域包括ケア推進支援センター運営調整会議へ出席：１１回 

※紫波郡医師会を中心に「多職種協働研修会」「ICT 化促進」「入退院支援」「２０２５年度までの指

標」等について協議しました。 

 

②紫波郡地域包括ケア推進支援センターICT視察研修へ職員１人参加（２０２３年 2/20～21） 

※岩手県久慈市内 NPO 北三陸塾（老健「リハビリタウンくじ」内）、青森県平内町役場、青森県八戸市内

NPO地域医療・介護連携 connect8（はちのへファミリークリニック内）の三か所を視察。 

※ICT活用での医療介護連携状況、システム導入経緯、運営体制等を見聞してきました。 

 

③紫波郡地域リハビリテーション研修会の開催（２０２３年 3/15・オンライン・21人参加） 

※地域ケア会議で出された支援課題の「高次脳機能障害の理解」を取り上げ、各施設・事業所からのア

ンケートも実施し、それを参考に企画しました。 

※盛岡南部地域リハビリテーション広域支援センター（南昌病院）のリハビリテーション専門職のみなさ

んが講師を務めました。 
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④紫波郡在宅医療・介護連携 ICT研修会Ⅰ参加（７/１・職員１人・オンライン） 

⑤紫波郡在宅医療・介護連携 ICT研修会Ⅱ参加（７/２２・職員１人・オンライン） 

⑥岩手県立中央病院との入退院支援意見交換会開催（７/２２・職員３人・オンライン） 

⑦紫波郡地域包括ケア推進協議会出席（７/２７・書面開催） 

⑧紫波郡在宅医療・介護連携 ACP研修会参加（１０/７・職員３人・オガール） 

⑨紫波郡在宅医療・介護連携認知症研修会参加（１１/１８・職員２人・オガール） 

⑩紫波郡地域包括ケア推進協議会出席（３/１２・オンライン） 

 

〇ケアマネジメント支援事業関係 

①矢巾町等ケアマネ・サービス事業所合同連絡会開催：１１回（参加者平均２５人） 

※ミニ講話「認知症施策の変遷」「尊厳の保持とは」「地域医療構想」「にも包括」等、グルー

プワーク「買い物支援」、介護保険情報提供等で連携と質の向上支援に取り組みました。 

※通所型サービス C の理解、コロナ禍の現状を意見交換、文章教室、全世代型社会保障構築

会議報告書理解、コロナ等の課題・要望をまとめ健康長寿課へ情報提供しています。 

 

②矢巾町内主任介護支援専門員意見交換会開催：２回（参加者 各回１１人） 

※主任ケアマネの地域での役割と組織化に向けて活動しています。 

※来年度、主任ケアマネジャーの自主的組織創設とピア・スーパービジョン研修実施を確認。 

 

③矢巾町地域密着型サービス事業所連絡会開催：３回（参加者 平均９人） 

※各事業所の課題やチームオレンジまつりへの取組を意見交換しています。 

 

④矢巾町地域密着型サービス事業所運営推進会議へ出席：１６回 

※小規模多機能型居宅介護むつき、グループホーム太陽荘、矢巾町南デイサービス、GENKI 

NEXT岩手矢巾デイサービス、デイサービス高原列車、デイサービスつりがねの郷の会議に

出席しました。 

 

⑤矢巾町ケアマネ連絡会「事例検討会」開催：２回（参加者 各２０人） 

 テーマ「パーキンソン病の進行と経済負担への支援について」（女性・要介護１） 

 テーマ「認知症の一人暮らしを支えるには」（女性・要介護１） 

 

⑥えんじょいケアマネカフェ開催：６回（参加者 平均１３人） 

※交通安全講話、福祉用具選定、防災段ボールベットの作り方、クリスマス会等で交流を深

めています。 

※ワールドカフェ方式のコミュニケーション技術、チームビルデング、プチ事例検討、認知

症グループホームの理解等の学習会も行いました。 

 

⑦えんじょいクロス介護カフェ開催：３回（参加者 平均１５人） 

※ZOOMの使い方、意見交換、コロナ禍での取り組み、業務効率化、ZOOMでの事業所紹介。 
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⑧矢巾町地域ケア推進会議への出席（２０２３年２/３） 

※地域ケア個別会議や通所型サービス C（リアクト）等からの地域課題を抽出しました。 

※グループワークを実施し、７つの地域課題を共有。地域ケア推進会議フロー図を提示。 

 

多機関・会議等での連携状況 

①盛岡地区地域包括・在宅介護支援センター協議会理事会出席 

②矢巾町生活困窮者自立支援調整会議出席 

③矢巾町重層的支援体制整備事業個別支援会議及び推進会議出席 

④岩手医大医学部総合診療医学講座「地域医療課題解決演習」出席 

⑤矢巾町地域福祉推進審議会出席 

⑥岩手県地域包括・在宅介護支援センター協議会理事会出席 

⑦矢巾町消費者安全確保地域協議会出席 

⑧矢巾町自殺対策計画審議会出席 

⑨矢巾町生きいきまちづくり委員会出席 

⑩矢巾町成年後見制度利用促進審議会出席 

⑪動物多頭飼育に係る社会福祉部所等関係機関連絡会議出席 

⑫防災イベント「矢巾町安全・安心の日」出席 

⑬岩手県災害派遣福祉チーム意見交換会出席 

⑭認知症地域支援推進員機能強化ワークショップ出席 

⑮認知症カフェに関する研究検討委員会出席 

⑯地域包括支援センター社会福祉士盛岡ブロック情報交換会出席 

⑰矢巾町認知症初期集中支援チーム員会議出席 

⑱成年後見制度盛岡広域地域連携実務者ネットワーク会議出席 

⑲岩手県地域福祉推進協議会出席 

⑳岩手県認知症施策推進会議出席 

㉑矢巾町防災会議出席 

㉒矢巾町地域包括支援センター及び地域密着型サービス事業運営協議会出席 

 

実習生等の受け入れ：合計１０６人 

・盛岡看護医療大学校３年生２８人/岩手医科大学医学部３年生９人、１年生７人/岩手県立

大学看護学部４年生９人、３年生２人/盛岡市医師会付属盛岡高等看護学院３年生２２人/

岩手医科大学看護学部４年生１１人、３年生１１人/盛岡医療福祉スポーツ専門学校３年生

１人/岩手県立大学社会福祉学部２年生２人、３年生１人、４年生１人/研修医６人/認定看

護師実習１人 

-　76　-



２０２２年度 矢巾町地域包括支援センター：成年後見制度の相談状況 

＜成年後見制度の利用・課題があったケース概要（地域ケア会議状況）＞ 

①７０代の祖母（要支援１）と精神障害ある２０代の孫（女性）への家族支援：前年度継続ケース 

                                 （４．１３/４．２５/５.１２/１０．２７/１２．８ ：５回開催） 

＜出席者＞ 

・センター、おれんじボランティア、健康長寿課、福祉課、親戚（甥）、小規模むつき、しんせい 

＜支援方針＞ 

・二人世帯。孫は町外の障がい者福祉グループホームで生活し就労支援も受けている。 

・祖母が安心して生活継続できることで、孫も精神的に安定し自立生活を図れるように支援。 

＜支援経過＞ 

・支援者が交代で祖母へ定期訪問していたが、脱水で倒れているのを孫が発見し精神不安定となり、精神

科病院へ任意入院した。 

・祖母は入院後、認知症状出現や歩行不安定のため心身状態安定するまで小規模多機能型居宅介護を

利用（泊り）することとなった。 

・心配する孫から関係者に頻繁に連絡があったり、金銭管理をどうしていくかの当面も課題がでてきた。 

・祖母は要介護４となり判断能力も低下してきた。孫も退院しグループホームでの生活を再開。 

・祖母にがんが見つかり入院手術した。いよいよ今後の生活をどうするかの課題も明らかに。 

・親戚（甥）の協力の限界点は、孫の生活管理能力は、祖母のむつきでのケアの限界は等新たな課題も。 

・当面の支援方針は、祖母の生活の場として祖母・孫の意向をふまえ介護老人福祉施設への申込とし、親

戚に協力していただくこととした。成年後見制度の利用支援（祖母も孫も）を検討する段階になっている。 

 

②８０代の認知症ある夫（要介護２）と虚弱な７０代後半の妻への家族支援：前年度継続ケース 

（４．１９/５．２７ ：２回開催） 

＜出席者＞ 

・認知症地域支援推進員、夫の担当介護支援専門員、町社協、居住支援団体（ミンナソラノシタ）、弁護士

（後見人）、道路住宅課 

＜支援方針＞ 

・二人世帯。新しい居住地で不安なく生活ができ、妻も安心して負担なく夫の介護ができるよう支援する。 

＜支援経過＞ 

・町道整備により移転補償等の手続き必要。経過等について妻はわからず名義人の夫は認知症となり、判

断能力低下（後見レベル）し、成年後見制度利用支援を進めてきた。 

・夫の後見人は弁護士となり、用地収用の手続き開始。土地・建物の町の支払いは妻の口座へ。 

・その後、夫が亡くなり妻は有料老人ホームに入所した。 

＜補足＞：その後、ことし１月に入り、長男から①財産管理②分割協議の履行③遺言書作成等④妻の任意

後見制度の選任等の催促があり、新たな課題に弁護士を中心に対応している。 

別紙 １ 
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矢巾町健康長寿課 様への情報提供 

 

矢巾町等ケアマネ・サービス事業所合同連絡会で「コロナ禍での支援状況」を 

意見交換し以下の現状と課題が明らかになりましたので報告いたします。 

 

２０２３年１月６日（金） 矢巾町地域包括支援センター 所長 吉田 均 

＜現状と課題＞ 

１. 現場の介護等に従事している職員は毎日の健康管理と検温を欠かさず、感染予防を徹底している。職員が

感染した場合は業務縮小し、残る職員で対応している。他施設・事業所からの応援は不可能で、県等がシステ

ム化している応援要請事業はもはや機能不全といっていいのではないか。 

 

2. もし感染予防を徹底するのであれば、必要時に使用できる抗原検査キットの量的支援を国の事業に加えて、

各市町村でも検討すべきと考える（対象者に家族・利用者も含むべき）。また、応援協力の在り方についても知

恵を出し合う必要がある。 

 

3．施設では面会制限、ケアマネジメントでは訪問制限が余儀なくされている現状である。特にケアマネジメント

では、通所・訪問サービス休止によるケアプラン変更、訪問によるアセスメント・モニタリングの不足による利用

者の把握が十分できていない状況が生まれている。 

 

4. 国では「面会制限の緩和」を通知しているが、現状は変化はない。施設では、地域で長らく交流している友人

の面会もなく亡くなる人も多く出ている。本人と会いたい家族も遠のいてきている。ICT 活用も一部の家族に限ら

れ拡大されている状況ではない。ケアマネジメントでは、訪問時の利用者・家族の状況（感染者・濃厚接触者）の

状況に応じた対応・装備に躊躇するケアマネジャーも少なくない。 

 

5. 有料老人ホーム等では、ほとんどが外部サービス利用の制限を行っており、ホーム内でその担保をしている

か不明である。そのため一年以上面会できないケアマネジャーもいた。また、居宅利用者のニーズとして「入浴

できない」が多く、社会資源の不足・事業者間連携の在り方等も課題と思われる。 

 

6. 結果的に、利用者は行動制限され、ケアマネジャーはアセスメントも十分にできず、利用者の多くは心身状

況の低下が続いており認知症も進行してきている。特別な状況ではあるが、「自立を支援する」介護保険法の趣

旨はどうなっているのか、「私たちだけの責任か」とアンビバレントに陥っているのが介護職員等の心境であると

思われる。ただ、このような状況のなか家族の支援で利用者自らが自宅で入浴できるようになったケースもあり、

ストレングスの視点も忘れずに持つ必要がある。 

 

7. 以上がまとめであります。サービス事業所・ケアマネ事業所所・地域包括支援センターがこれから知恵を出し

合い、最低限のサービスを維持しながら出口を見つけていきたいと考えています。どうか行政のみなさんもいっ

しょになって考えていただければ幸いです。 

以上 

別紙 2 
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（１）相談件数と方法

（２）相談件数と内容　

（３）相談内容件数

332

計 2,407 1,228 469 296 220 4,620

3月 156 86 51 23 16

325

2月 176 91 37 18 13 335

1月 150 85 48 25 17

353

１２月 234 87 34 20 14 389

１１月 176 111 23 24 19

369

１０月 198 142 34 25 20 419

９月 155 137 32 20 25

398

８月 199 113 39 21 17 389

７月 207 107 31 37 16

422

６月 265 134 53 26 28 506

５月 274 63 45 25 15

計

４月 217 72 42 32 20 383

総合相談
介護予防支援
総合事業相談

権利擁護
生活支援相談

包括的継続的
ケアマネジメント支援業務

その他事業
認知症施策総合推進事業

212

計 1,036 1,135 161 120 112 2,564

3月 89 82 21 12 8

182

2月 62 87 17 9 7 182

1月 75 70 17 7 13

179

１２月 103 82 8 10 9 212

１１月 69 95 3 6 6

206

１０月 75 117 10 9 3 214

９月 59 115 15 7 10

227

８月 81 134 8 15 9 247

７月 82 91 17 20 17

239

６月 106 131 13 7 7 264

５月 140 67 14 8 10

計

４月 95 64 18 10 13 200

総合相談
介護予防支援
総合事業相談

権利擁護
生活支援相談

包括的継続的
ケアマネジメント支援業務

その他事業
認知症施策総合推進事業

212

計 377 1,207 897 79 4 2,564

３月 21 82 99 10 0

182

２月 30 72 76 4 0 182

１月 25 98 55 4 0

179

１２月 24 86 93 9 0 212

１１月 23 86 65 4 1

206

１０月 30 121 60 3 0 214

９月 29 91 78 8 0

227

８月 36 119 83 9 0 247

７月 30 113 72 12 0

239

６月 50 129 81 4 0 264

５月 41 130 60 7 1

　<相談業務状況資料> 2022年度　矢巾町地域包括支援センター事業報告

計

４月 38 80 75 5 2 200

来所 電　話 訪　問 文書（ＦＡＸ）・メ－ル 夜間対応
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2022年度

１，相談者・連絡調整機関の状況

新規相談 461

継続相談 2,103

2,564

来所 377

電話 1,207

訪問 897

文書（FAX）・メール 79

夜間対応（訪問・電話） 4

2,564

総合相談支援業務 1,036

介護予防支援・総合事業相談 1,135

権利擁護・生活支援相談　※権利擁護業務 161

包括的継続的ケアマネジメント支援業務 120

その他事業（認知症施策総合推進事業など） 112

2,564

本人（当事者） 1,202

家族（親族含む） 975

民生委員（主任児童委員）など 75

地域住民（知人）・自治会・老人クラブなど 35

ボランティア 13

商店・コンビニ・金融機関・飲食店など 10

居宅介護支援事業所（ケアマネジャー） 359

介護サービス事業者等（在宅・施設） 793

医療機関（医療相談室など） 291

矢巾町健康長寿課 226

矢巾町役場（健康長寿課以外） 116

矢巾町以外の行政機関等 34

矢巾町社会福祉協議会 49

権利擁護センター（消費者センター）など 2

成年後見人（補助・保佐含む） 1

他相談援助機関（障害・児童など） 44

警察・消防署・弁護士等 11

その他 124

4,360

矢巾町地域包括支援センター相談業務実績　

④
相
談
者
・
連
絡
調
整
機
関

④合　　　　　計

3

①
区
分 ①合　　　　　計（①＝②＝③）

②
相
談
方
法

②合　　　　　計（①＝②＝③）

③
相
談
種
別

③合　　　　　計（①＝②＝③）

1

9

2

3

4

1

2

1

2

3

4

5

5

1

2

4

5

6

7

8

10

11

12

13

14

15

16

17

18
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２，相談内容

① 高齢者等総合相談

a 介護及び地域福祉に関する相談

状況把握 596

介護方法や悩み不安に関すること 116

家族・親族関係の悩みについて 87

地域の課題・不安に関すること 65

地域住民の緊急対応（行方不明・生活の困りごと含む） 20

インフォーマルサービスに関すること 66

その他 107

1,057

b 介護保険に関する相談

介護保険認定申請の支援（代行含む） 162

総合事業対象者申請の支援（代行含む） 14

介護保険関係サービス申請の支援（代行含む） 15

在宅介護サービス利用相談（要支援・要介護） 339

施設サービスに関すること（入所相談など） 103

福祉用具貸与・購入・住宅改修に関すること 132

サービス等の苦情に関すること 5

770

c 医療・他福祉サービスに関する相談

医療機関の受診・入退院に関すること 380

医療制度・リハビリ等に関すること 48

養護老人ホーム等の入所に関すること 2

障害者福祉に関すること 14

精神疾患に関すること（精神保健福祉含む） 21

児童・子育て等に関すること 6

福祉サービス（配食・緊急通報等）に関すること 47

その他 62

580

2,407

② 介護予防支援・総合事業

サービス計画作成依頼届出書 31

介護予防・総合事業業務全般（アセスメント～担会など） 789

生活支援サービス（住民ボランティアの見守り等） 26

一般介護予防事業に関すること(実態把握含む） 5

予防サービスへの苦情に関すること 2

その他 375

1,228

8

7

合　　　　　計

合　　　　　計

合　　　　　計

高齢者総合相談合計(a~c)

介護予防支援・総合事業相談合計

4

6

5

3

1

2

5

1

2

3

4

5

6

7

1

2

3

4

6

1

2

3

4

5

6

7
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③ 権利擁護・生活支援相談

虐待・消費者被害に関すること 9

措置入所に関すること

日常生活自立支援事業に関すること 8

成年後見制度利用に関すること 16

生活保護・生活困窮・低所得支援に関すること 91

認知症等に関すること 178

独居・老夫婦世帯等に関すること 108

災害支援に関すること 9

その他 50

469

④ 包括的継続的ケアマネジメント支援業務

重層的な支援（複合的な課題あり） 61

悩み・ストレスに関すること 3

ケアマネジメント（ケアプラン）に関する助言 25

同行訪問（医療機関等を含む）による支援 18

支援困難事例に関すること 21

サービス担当者会議などの連携支援 10

関係機関との連携体制構築支援 112

その他 46

296

⑤ その他事業（認知症事業など）

認知症サポーター養成講座に関すること 9

チームオレンジに関すること 29

えんじょいセンター拠点事業に関すること 24

ボランティア活動に関すること 56

見守りＳＯＳネットワークに関すること 8

認知症初期集中支援チームに関すること 2

生活支援体制整備事業に関すること 26

その他 66

220

8

その他事業（認知症施策総合推進事業など）合計

1

2

3

1

権利擁護・生活支援相談合計

2

3

4

6

7

6

5

7

8

9

5

6

4

7

8

1

2

3

4

5

ケアマネジメント支援相談合計
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矢巾町等ケアマネ・サービス事業所合同連絡会会議 開催状況（１１回開催） 

矢巾町地域密着型サービス事業所連絡会議 開催状況（３回開催） 

① ５月１６日 ・利用状況・コロナ対応・運営推進会議の状況 ８ 

② 9月 9日 ・利用状況・職員体制・チームオレンジまつり 7 

③ ３月２３日 ・合同連絡会と同じ・集団指導 15 

 

開催日 主な内容 人数 

① ４月１５日 

・健康長寿課、福祉課新職員紹介 

・センターの本年度事業計画 

・関係機関お知らせ、・介護保険情報「財政制度分科会」 

・ミニ講話「認知症の人の歴史」パート２ 

２８ 

② ５月１６日 

・おれんじボランティア養成講座お知らせ・矢巾町の福祉サービス 

・こずかた診療所の訪問診療等 

・ミニ講話「地域包括ケアの歴史」 

３２ 

③ ６月２０日 
・介護保険負担限度額の更新 

・ミニ講話「矢巾町認知症施策総合推進事業の１０年」 
２８ 

④ ７月２５日 ・グループワーク「考えてみよう！移動販売と買い物支援」 ２５ 

⑤ ９月 ９日 

・チームオレンジまつり 

・福祉用具購入及び住宅改修費の受領委任払い制度 

・ミニ講話「尊厳の保持とは 虐待予防のために」 

３０ 

⑥１０月１７日 
・チームオレンジまつり・見守りタグ・クロス介護 

・通所型サービス C（リアクト）の理解と取組状況報告 
３８ 

⑦１１月２５日 ・意見交換Ⅰ「コロナ禍での在宅・施設サービスの現状」 ２５ 

⑧１２月１５日 
・意見交換Ⅱ「コロナ対応各事業所・施設の課題と要望」 

・文章教室「あなたの表現はまちがっていませんか」 
１３ 

⑨ １月１２日 

・意見交換Ⅲ「コロナ以外の課題、県等への要望」 

・学習会「全世代型社会保障構築会議 報告書」 

・在宅栄養ステップアップ研修会のお知らせ 

２２ 

⑩ ２月２７日 

・社協「クロネコ見守りサービス」、「やはば地域の居場所 

 マップ」 

・ミニ講話「地域医療構想」 

２５ 

⑪ ３月２３日 

・配食サービス事前調査の内容変更 

・矢巾町認知症とともに生きるまちづくり条例 

・ミニ講話「にも包括」 

３０ 
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＜職員の研修参加状況：２０２２年度＞ 

開催日 研修内容 開催場所 参加職員 

7/1・2２日 紫波郡在宅医療・介護連携 ICT研修会 オンライン 遠藤 

7/19～20日 岩手県認知症地域支援推進員研修 アイーナ 鱒沢、村松 

8/4～5日 岩手県コミュニティソーシャルワーカー養成研修 アイーナ 堂脇 

8/２２日 認知症本人と家族の一体的支援研修 アイーナ 鱒沢 

９/1～2日 いきがい助け合いサミット in東京 東京都 鱒沢 

9/8～9・27日 岩手県権利擁護研修会 高校会館・エスポワール岩手 堂脇 

9/15～16日 岩手県コミュニティソーシャルワーカー養成研修 遠野市 堂脇 

10/７日 紫波郡在宅医療・介護連携ACP研修会 オンライン/オガール 吉田、遠藤、山田 

10/31日 岩手県ヤングケアラー研修会 アイーナ 吉田 

11/4日 岩手県地域包括・在宅介護支援センターフォーラム ふれあいランド岩手 吉田 

11/18日 紫波郡在宅医療・介護連携認知症研修会 オガール 吉田、遠藤 

11/25日 日本認知症学会フォーラム 東京都 鱒沢 

11/25日  岩手県地域包括支援センター業務支援研修Ⅰ 高校会館 山田 

12/6日 矢巾町ひきこもり支援研修会 矢巾町役場４F 吉田、遠藤 

12/19日 社会福祉と動物愛護を考える研修会 オンライン 鱒沢、村松 

1/19日 日本地域包括ケア学会第４回大会 オンライン 吉田 

1/26～27日 岩手県地域づくり実践研修 オンライン・ふれあいランド岩手 鱒沢、堂脇 

2/1日 矢巾町「ナッジと行動変容」研修会 矢巾町役場２F 吉田 

2/9～10日 岩手県地域づくり実践研修 オンライン/アイーナ 堂脇 

2/18日 シニア×ヘルステックデバイス体験交流会 アイーナ 遠藤 
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◆２０２２年度矢巾町地域包括支援センター指定介護予防支援事業所事業報告 

 
＜総括＞ 

① 総合事業通所型サービス C（リアクト）の利用者１６人へ介護予防ケアマネジメント実施。 

② 総合事業通所型サービス C（リアクト）の理解の学習会をケアマネ・サービス事業所対象に

行い、予防意識向上に努めた。 

③ 予防対象者の増加への対応とそれを受け止める地域の社会資源充実・開発が急務となる。 
 

◎介護予防支援業務状況（要支援１・２・総合事業対象者のケアマネジメント） 

・総計 2,407 件（前年度比 63 件増）。うち委託は 747 件（前年度比 14 件減少）、センター直接での実

施件数は 1,660件（前年度比 20件増加）。 

・１ヵ月平均 200件（前年度比 5件増）。直接 138件、委託 62件。委託事業所は 18（前年度比 3委託

事業所増）。 

・介護度の推移は維持・改善が 275人に対し 205人で全体の 74％、悪化・介護への移行は 56人で全

体の 20％だった。 
１．介護度の変化 

年間利用者実数 275 

新規利用者 （年度の途中から利用） 84 

介護へ移行 （要支援→要介護） 47 

中止 （入院・死亡・その他の理由で中止） 14 

維持 （介護度が変わらない） 196 

改善 （要支援２→要支援１・自立）（要介護→要支援） 9 

悪化 （要支援１→要支援２） 9 

２．給付管理状況                              

                       ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

要支援１ 50 50 51 50 52 50 51 49 45 43 41 43 575 

要支援２ 76 76 73 72 74 75 78 81 83 86 87 87 948 

事業 10 10 12 12 12 11 10 11 9 10 10 10 127 

事業 1 30 31 29 31 33 37 35 31 34 38 37 38 404 

事業 2 32 31 31 33 33 29 32 27 27 27 26 25 353 

2022年度計 198 198 196 198 204 202 206 199 198 204 201 203 2,407 

2021 年度 190 192 193 195 193 196 192 200 201 201 196 195 2,344 

2020 年度 190 195 195 195 198 199 199 197 200 188 189 189 2,334 

2019年度 197 194 196 198 189 189 184 184 191 188 184 188 2,282 

2018年度 187 187 184 187 184 182 199 195 194 198 198 200 2,295 

2017年度 191 189 185 183 183 184 183 192 194 189 174 180 2,227 

2016年度 160 163 173 177 175 182 186 192 190 193 191 193 2,175 

2015年度 140 138 133 136 132 132 134 139 143 138 148 153 1,666 

2014年度 131 128 123 135 137 134 133 142 139 138 140 141 1,621 
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３．予防プラン委託事業所と委託件数（2023.03.31現在） 

①   えがお指定居宅介護支援事業所（盛岡市） 1 

②  こずかたケアプランセンタ-（矢巾町） 11 

③  ケナフ介護支援サ-ビスセンタ－（矢巾町） 19 

④  シェ－ンハイムやはば居宅介護支援支援事業所（矢巾町） 5 

⑤  プレ－ゴ介護支援サ-ビスセンタ－（盛岡市） 2 

⑥  介護福祉相談センタ－ふくろうの家（盛岡市） 2 

⑦  七星会居宅介護支援事業所（盛岡市） 3 

⑧  居宅介護支援事業所 いと（盛岡市） 6 

⑨  こころ指定居宅介護支援事業所（盛岡市） 1 

⑩  希望の里在宅介護支援センタ（盛岡市） 3 

⑪  居宅介護支援事業所高原の駅（矢巾町） 2 

⑫  ケアプランセンター架け橋（盛岡市） 3 

⑬  あじさい居宅介護支援事業所（盛岡市） 1 

⑭  ケア・テック指定居宅介護支援事業所（盛岡市） 2 

⑮  あけぼの荘指定居宅介護支援事業所（盛岡市） 1 

⑯  ニチイケアセンタ－矢巾（矢巾町） 2 

⑰  あったかいごセンタ－モ－モ－指定居宅介護支援事業所（盛岡市） 1 

⑱  愛ケアセンタ－盛岡（盛岡市） 1 

合   計 66（前年比 6件増） 

 

４．認定調査状況 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

2022年度  3 0 4 4 5 5 2 1 1 0 2 1 28 

2021 年度  4 3 2 2 7 3 3 4 2 2 2 4 38 

2020 年度  3 3 2 2 2 3 2 1 4 2 3 2 29 

2019 年度 3 2 3 4 5 4 0 2 2 3 3 1 32 

2018 年度 5 4 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3 15 

2017 年度 3 2 1 2 0 0 0 1 2 4 3 4 22 

2016 年度 0 9 4 4 6  5 7 4 5 5 1 1 51 

2015 年度 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0 0 

2014 年度 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0 0 

2013 年度 0 0 0 0 2  1 0 0 0 0 0 0 3 
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2022年度 矢巾町認知症施策総合推進事業報告 

＜総括・まとめ＞ 

1. 認知症事業と他事業が連携することで活動の幅が広がっている。 

2. 認知症事業及びえんじょいセンターの周知が進んだことで相談件数が増えた。 

3. 地域資源との結びつきが拡大し、新しい支え合いの形が出来始めている。 

4. 利用の需要が多いためボランティア活動の周知とさらなる増員が課題である。 

5. 地域への外出頻度が多く、センターの職員配置の調整が難しくなっている。 

    

  1. 医療・介護・地域支援サービスの連携を図る事業 

① やさしさはばたく認知症支援ネットワーク連絡会 

2022年 6月 15日（水） 午後 4時～5時 さわやかハウス 

② ワーキング部会の開催 

部会名 開催日 内 容 

医療連携・認知症ケア 

検討部会 
2023年 3月 6日（月） 

16時～17時 

・通所型サービス Cについて 

・初期集中支援チーム 

わが町つながる 

支援部会 
2023年 3月 3日（金） 

10時～12時 

・チームオレンジ矢巾について 

・ボランティアの養成・活用について 

安心安全おたすけ部会 
2023年 3月 3日（金） 

14時～16時 

・消費者被害防止の取組みについて 

・情報共有等、連携の仕方について 

  

2. 認知症の人と家族を支援する事業 

① 認知症相談（平日・休日・夜間）の実施  

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

新規 9 6 4 9 5 5 3 4 4 4 4 4 61 件 

継続 36 33 38 40 34 33 26 14 25 27 25 41 372 件 

② 地域で活躍するボランティアの育成・支援 

＊おれんじボランティアの活動支援、事務局運営 

     登録数 53人（女性：48人 男性：5人） 2022年度新規会員 16人 

   ＊おれんじボランティアフォローアップ研修 

     2022年 7月 11日（月）11時～12時 ラフランス温泉館会議室 

     「ボランティア活動の心構え」県社協：菊池伸哉氏  参加 39人 

   ＊視察研修受け入れ 

     宮古市、洋野町、盛岡市（永井地区）、一関市 
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③ 生活支援の状況 住民主体型訪問サービス B（家庭での掃除、買い物代行等） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

活動回数 31 32 32 28 30 31 33 39 33 25 26 33 373 回 

活動人数 64 66 68 56 64 64 68 84 70 50 52 66 772 人 

利用者数 14 12 13 12 14 14 14 17 14 12 12 13 161 人 

    

   ④ えんじょいセンター拠点（チームオレンジ）活動 

      ＊チームオレンジ矢巾まつり 

 2022年 11月 5日（土） 10：00～15：00 えんじょいセンター周辺 

       来場者数 1,000人（主催者発表）  

   ＊ おれんじデー（第 1.3木曜日 第 2.4水曜日 10:00～12：00 えんじょいセンター） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

開催回数 4 3 4 4 4 4 4 2 4 3 4 4 44 回 

参加人数 25 17 25 21 15 15 20 9 13 15 27 38 240 人 

ボラ人数 12 11 14 16 15 14 15 6 8 9 10 8 138 人 

 

   ＊ おれんじカフェ（毎月第 2土曜日 10：00～12：00） 

             実施回数 10回  参加者数 27人  活動ボランティア数 39人 

   ＊ 認知症予防教室（コグニサイズ）  開催回数 4回  活動ボランティア数 12人 

＊ 家族介護者の集い 2022年 6月 11日（土） 参加者数 29人 

＊ やはば移動式スーパーへの協力・関係機関との連携 

 

 

  3.  安心と安全を地域で見守るための事業 

   ① 見守り SOSネットワークの普及・活用 

    ＊「盛岡広域シルバーケア SOSネットワークシステム」 

 登録者総数 83人（今年度の登録者 8人） 

2023年 3月 28日に SOSネットワークに登録していない高齢者の行方不明事案が 

       発生し、町健康長寿課・紫波警察署生活安全課の指導によりネットワークを利用 

した情報共有、紫波郡内でのビラ配りを実施した。 

    ② 地域での見守りボランティアの育成や支援 

    ＊ 矢巾わんわんパトロール隊の事務局運営 登録者数 44人 

    ＊ 岩手県動物愛護推進ボランティア活動 
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4.  認知症に対する理解を深め、意識を高めるための事業 

① 矢巾町キャラバン･メイト連絡会の事務局運営 

＊ 矢巾町キャラバン・メイト定例会：毎月第 1木曜日実施  活動メイト数 24人 

      ②  サポーター養成講座の開催状況   

      ＊ 開催回数 23回 サポーター養成数 751人 

（現在まで）サポーター数 8,277人 総人口に占める割合 約 31.2％ 

 

    ③ ステップアップ講座の開催、担い手の創出 

       2022年 7月 29日（金）えんじょいセンター  参加者数 15人 

                                                        

 

 対 象 場 所 人 数 

5月 6日 岩手医大薬学部 2年生 矢巾キャンパス 37人 

5月１２日 水清建設 水清建設 6人 

5月 23日 紫波・矢巾準倫理法人会 レストラン文化 25人 

5月 31日 岩手医大看護学部 1年生 矢巾キャンパス 93人 

6月 23日 岩手医大職員 岩手医大病院 118人 

7月 12日 とくたんの郷職員 とくたんの郷 8人 

7月 29日 ワイズマン営業職員 えんじょいセンター 3人 

9月 18日 東徳田 1区行政区 東徳田公民館 25人 

10月 4日 煙山小学校 4年生 煙山小学校 103人 

10月 11日 ウェルベース職員 えんじょいセンター 3人 

10月 13日 水清建設関連会社 水清建設 6人 

10月 17日 

～10月 19日 
矢巾町役場職員 えんじょいセンター 計 18人 

10月 28日 矢巾東小学校 4年生 矢巾東小学校 78人 

10月 28日 西徳田 1区行政区 西徳田公民館 18人 

11月 1日 東徳田 2区通いの場 東徳田公民館 10人 

11月 16日 不動小学校 4年生 不動小学校 29人 

11月 24日 岩手銀行矢巾支店 岩手銀行矢巾支店 10人 

12月 1日 矢巾町保健推進員 矢巾町公民館 98人 

2月 2日 矢巾 2区行政区 矢巾 2区公民館 25人 

2月 9日 矢巾 3区行政区 矢巾 3区公民館 25人 

3月 2日 西徳田 2区行政区 西徳田公民館 13人 
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◇ えんじょいセンター活用状況 

   ・健康教室（健康長寿課）       隔月の毎週火曜日 10：00～11：00 

   ・さわやか体操クラブ（健康長寿課）  第 1.3月曜日 第 2.4水曜日 14：00～15：00 

   ・ケアマネカフェ、クロス介護（事務局：矢巾町地域包括支援センター） 

   ・フリースペースカフェ（福祉課）   月 2回 

   ・会議、打ち合わせ等 

 

◇ その他 認知症事業関連（兼務等） 

    ＊ 認知症初期集中支援チーム（町）チーム員 

    ＊ 矢巾町生活支援体制整備事業（町）第 2層生活支援コーディネーター 

＊ 認知症サポーター活動促進・地域づくり推進事業（町）オレンジコーディネーター 

＊ 認知症サポーター等推進事業（県）オレンジチューター 

＊ 岩手県地域ケアシステム構築促進アドバイザー 

＊ 厚生労働省 令和 4年度老人保健事業推進費等補助金事業 

 「認知症カフェの類型と効果に名関する調査・研究事業」検討委員会委員  

    ＊ 岩手県認知症地域支援推進養成研修会 講師 
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2022年度 矢巾町認知症初期集中支援推進進事業報告 

     

 ① 認知症初期集中支援チーム対応ケース 1件 

        ＜概要＞ 

医療機関からの相談：本人(90代・女性) 実弟（80代）との２人世帯 

認知症の進行が認められるが適切な医療と介護につながっていない。 

        ＜支援対応＞ 

・支援会議、チーム員会議の実施 （サポート医、町保健師、認知症地域支援推進員） 

医療機関と連携して支援を進める。 

高齢であり受診が困難なことから訪問診療を選択。 

要介護認定を受けてケアマネージャーに引継ぎ、介護サービスの利用を開始。 

 

       ② 令和 4年度矢巾町初期集中支援チーム検討委員会  

        2023年 3月 14日（火）16：30～17：00 さわやかハウス 
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2022年度 矢巾町チームオレンジコーディネーター事業報告 

 

  ＜総括・まとめ＞ 

     11月に「チームオレンジ矢巾まつり」を開催し、チームオレンジ活動の周知と地域に 

おける支え合いの促進を図ってきた。拠点施設矢巾町えんじょいセンターでは「居場所づ

くり・仲間づくり・役割づくり」を目標に当事者が参加し、発信する場として有意義な活

動を展開することができた。チームオレンジ矢巾の活動は県内外でも注目度が高く、動向

を見られているのでより一層、活動の充実と拡大を図っていきたい。 

 

1. チームオレンジ活動 

＊ステップアップ講座の開催・担い手の創出 

   2022年 7月 29日（金） 参加者数 15人 

＊チームオレンジ矢巾まつり 

2022年 11月 5日（土） 10：00～15：00 えんじょいセンター周辺 

      来場者数 1,000名  

   ① おれんじデー（第 1.3木曜日 第 2.4水曜日 10:00～12：00 えんじょいセンター） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

開催回数 4 3 4 4 4 4 4 2 4 3 4 4 44 回 

参加人数 25 17 25 21 15 15 20 9 13 15 27 38 240 人 

ボラ人数 12 11 14 16 15 14 15 6 8 9 10 8 125 人 

 

   ② おれんじカフェ（毎月第 2土曜日 10：00～12：00） 

             実施回数 10回  参加者数 27人  活動ボランティア数 39人 

   ③ 認知症予防教室（コグニサイズ）  開催回数 4回  活動ボランティア数 12人 

④ えんじょいセンター周辺の花壇整備 

⑤ やはば移動式スーパーへの協力 

 

⑥ チームオレンジに係る研修・視察の受け入れ 

      ・岩手県オレンジコーディネーター研修 

       2022年 7月 27日（水）10：00～15：30 町公民館・えんじょいセンター 

      ・第 41回日本認知症学会学術集会 

       2022年 11月 25日（金）16：00～18：00 東京国際フォーラム 

      ・福岡県地域包括ケアセミナー 

       2022年 11月 11日（金）14：00～17：00 オンライン 

      ・視察受け入れ… 洋野町、宮古市、盛岡市（永井地区）、一関市 
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2022年度 生活支援体制整備事業（生活支援コーディネーター）報告 

 

 

  ＜総括・まとめ＞ 

広報誌 joy じょいの発行を通して町内の社会資源、高齢者サービスの周知および活性化に貢献

することができた。認知症施策と連動して、認知症サポーター養成講座の開催により、地域における

担い手の創出を実施することができた。 

今後の課題は、発見した「地域課題」に対して具体的に「誰が・どのように」アプローチしていくかで

あり、２層 SC としての役割を果たしていきたい。 

    

1. 地域資源の開発 

① 地域に不足するサービスおよび支援の創出 

＊ 広報誌じょい joyの編集・発行 （年 3回） 

＊ おれんじボランティアによる生活支援サービスの運営 

＊   〃          移動スーパー事業との連携 

 

② サービス及び支援の担い手の養成又は研修の実施 

・認知症サポーター養成講座の実施  

 開催回数 23回 サポーター数 751人 

 

2. ２. ネットワークの構築 

① 矢巾町生活支援協議会 

・第 1回 2022年 8月 25日（木）10：00～11：30 さわやかハウス 

・第 2回 2023年 3月 8日 欠席（書面での回答） 

 

② 生活支援コーディネーター定例会 毎月１回開催  10回参加 

 

③ 令和 5年 1月 26日（木）10：50～15：00 

岩手県社会福祉協議会主催の「令和 4年度重層的支援体制の構築に向けた人材養成による

地域づくり実践研修」における事例発表 
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